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冷徹御曹司の剥き出しの渇愛～嫁入り契約した薄幸ＯＬが幸せになるまで～










１．赤い糸の行く先は




　秋の盛りを知らせるように真っ赤な紅葉が広がる山々。湖には沈みゆく夕焼けと夜の訪れを告げる藍色が混じった空が映し出される。

　そんな景色に囲まれたホテルのスイートルームに、ふたりの吐息だけが響いた。

　タオル一枚をまとっただけのまだ湿った肌に、彼の熱い肌が触れる。ゆっくりとベッドに下ろされた体はシーツに包まれるように沈み、ただそのキスを受け入れた。

　優しく触れた唇は徐々に深さを増していき、自然と甘い声が漏れる。

「ん……ふ、ん」

　呼吸する隙すらも与えないキスに酸欠になりそうになりながら薄く目をひらくと、その目は優しい眼差しで私の姿を捉えていた。

　その視線に、また胸がときめきを覚えた。

　触れる指先、重なる唇、その髪を伝って落ちる水滴ひとつさえも愛しい。

「……紬つむぎ」

　名前を囁ささやく低い声が、耳から体の奥へじんわりと広がって指の先まで痺れさせた。

「秋あき人と、さん……」

　応えるように名を呼ぶと、薄暗い闇の中彼が切なげに微笑ほほえむのが見えた。その表情がまた愛しくて、離したくないと心の底から思った。

　もっと深くつながって、全身に彼の感触を刻み込みたい。もっと、もっと、なんていつのまにこんなにも欲張りになってしまったんだろう。

　……それくらい、好き。

　簡単に言葉には表せないほど。

　落ちかけた夕日はいつのまにか姿を消して、夜空が星を連れてやってくる。その瞬間もふたりは、求め合うように抱き合ったまま。

　――これは、憎いはずの男に恋に落ちるまでの物語。




＊＊＊＊




『今年の夏は例年以上の暑さとなるでしょう』

　テレビから流れるそのセリフもすっかり聞き飽きた、八月の下旬。

　お盆休みが明け、だるかった体もようやくいつもの調子を取り戻しつつある月曜日。

　窓の外には強い夏の日差しに照らされる、横よこ浜はまのビル街が広がっている。

　そんな景色を横目に私はオフィスの端のデスクで、パソコンの画面を一心に見つめながらひたすらキーボードを叩いた。

「滝たき沢ざわさーん」

　呼ばれた名前に顔を上げると、ワイシャツのボタンをふたつ開けた、茶髪の男性社員が額の汗を手で拭ぬぐいながらこちらへ小走りで近づいてきた。

「白しら井いくん。どうかした？」

「昨日頼んでおいたデータの集計ってできてます？　今日中って言ったんですけど、先方がこのあとの打ち合わせで使いたいって急に言い出して……」

「うん。完成したものはすでにメールで送ってある。あと夕方営業先に挨拶に行くんでしょ？　菓子折り用意してあるよ」

　落ち着いて言いながらてきぱきと菓子折りの入った紙袋を手渡す私に、ひとつ下の営業マンである白井くんは驚きながらも笑顔を見せて受け取る。

「さすが滝沢さん！　準備がいい！　仕事ができる女！」

「それはどうも。けど今度からは締切に余裕を持って仕事を依頼してね」

「返す言葉もございません……」

　苦笑いを見せながら頭をかいた白井くんに、「もう」と呆れながらも笑う。そのタイミングでオフィスにやってきた女性社員が私を見つけると声をかけた。

「あ、紬。いたいた」

「楓さん。お疲れ様です」

　スラリとしたスタイルの先輩社員、楓さんは颯さっ爽そうとこちらへ来ると印刷したリストを私に手渡す。

「これ先月の営業部の経費精算一覧ね。金額が目立つ人にはマーカーしてあるから共有よろしく」

「わかりました。ありがとうございます」

　内容を確認するべくパラパラと書類に目を通す私に、楓さんは「そういえば」と思い出したように言った。

「紬、給湯室のみんなのカップ漂白しておいてくれたんだって？　うちの課の子たちも喜んでたよ。ありがとうね」

「いえ、自分のカップの茶渋が気になったついででしたので」

「おまけに給湯室もピカピカにしてくれて助かっちゃう。ね、やっぱり今からでもその働きぶりを総務部で活いかさない？」

　楓さんは私の手をにぎり目を輝かせて総務部へ勧誘する。もう何度も同じことを言われており、いつものように軽く断ろうとした私より先に白井くんが声を発する。

「ちょっと楓さん、勧誘やめてくださいよ。滝沢さんは営業部のスーパーアシスタントなんすから」

「えー、ずるーい。うちにも紬みたいな子ほしーい」

　口をとがらせ拗すねたように言う楓さんと、断固反対する白井くん。私を置き去りに盛り上がるふたりを横目に、先ほど受け取った書類に再度目を落とす。

　私、滝沢紬は横浜にある小さな電子機器メーカーで営業アシスタントとして働く二十六歳だ。

　短大を出て就職してから六年。肉付きのない薄い体を包む、白いブラウスとチェック柄のベスト、黒いスカートという制服もとっくに着慣れた。毎日履いている黒いパンプスも使い込まれてヒールが削れており、自分の身なりに対する無頓着さを表していると思う。

　……別に、着飾る必要なんてないし。

　奥目がちな顔に薄いメイクを施し、セミロングの髪はヘアアイロンで整えただけ。自己主張控えめな私の見た目は、明るい茶髪に鮮やかなオレンジブラウンのアイシャドウで完璧にメイクをした楓さんと比べると、より地味に見える。

　でも私はあくまでアシスタントだ。これくらいがちょうどいい。

　営業アシスタントという仕事は、このオフィスでの電話対応や書類作成、データ入力、その他営業マンのサポートが主なものだ。表立って動くことより細かなことを細々とこなすほうが得意な私にとって、よく合った仕事だと思う。

　社員数三十名ほどの小さな会社だけれど、社長や上司との距離も近く、先輩、同期を始め良い人が多いので職場環境も申し分ない。

「うーん、たしかに滝沢さん仕事はできるんだけどねえ」

　私たち三人の間にさらに割り込んできたのは、営業部の部長である中年男性。タヌキの置物のように膨らんだお腹をさすりながら口を挟む部長に、白井くんは応える。

「部長！　仕事『は』ってなんすか！　『は』って！」

「なんていうか、隙がなさすぎるんだよなぁ」

「そこが格好よくていいんじゃないすか。ね！」

　こちらに同意を求めるようにたずねてくるけれど、私はなんと答えるべきかわからず楓さんと目を合わせて黙ったまま。すると部長は『やれやれ』といった風に首を横に振る。

「白井、お前はまだまだ青いなあ。女の子はやっぱり守ってあげたくなるような、ちょっとドジでかわいげのある子が一番だろ」

「た、たしかに……！」

　先ほどの反論はなんだったのかと思うほど、彼は一瞬にして部長の言葉に納得する。

　さらには「あと料理上手で家庭的で」、「おっとりした話し方で」と理想のタイプの話題を膨らませる男性陣に楓さんは呆れたように溜息をついた。

「これだから男って……失礼しちゃうわ」

「いえ、まあ間違ってはないと思いますけど」

　好みの問題ではあるけれど、ひとりで生きていけそうな強い女と守ってあげたくなるようなかわいい女、どちらを選ぶかといえばほとんどの人は後者だろう。納得でしかない。

「ふたりとも好き勝手言ってるけど、紬も彼氏いますからね？」

「えっ、そうなのか!?」

　彼氏などとは無縁に見えていたのだろう。驚く部長に対して白井くんは思い出す。

「そういえば、年下彼氏と同棲してるんでしたっけ？」

「そ。世の中かわいい女が好きな男ばっかりじゃないってこと。しっかり者で芯の強い紬のよさをちゃんと理解してくれる男がいるんだよねー」

　楓さんは私の味方につくように肩を抱いて言ってくれる、けれど。

「いえ、別れましたけど」

　冷静な私のひと言に、その場の空気は一瞬で凍りつく。

「……え？　別れ、た？」

「はい。十代の女の子と浮気した挙句に『あの子には俺がいないとダメなんだ』って言って出て行きましたね」

　話を聞いて絶句する楓さんと、顔を青くする白井くん、気まずそうに口元を引きつらせる部長、と三者三様の表情を見せる。その中で私だけは怒りを通り越した無の感情で、タイミングよく鳴ったデスクの上の電話を取って仕事に戻った。




　私は幼い頃から『しっかりした子だ』と言われて育った。

　複雑な家庭環境から子供らしく振る舞うことができず、周囲の空気を読み、常に相手の一歩先を察して動いた。泣いたり甘えたりする相手もおらず、弱さは常にこらえてひとりで乗り越えた。それを繰り返すうちにだんだんと『隙のない女』になっていった。

　幸いこの性格は学校のような集団生活や、会社員としての暮らしでは評価されることが多く、特に不自由を感じたこともない。

　……そんな自分の価値観や考え方を覆したのは、一ヶ月前に浮気をして出て行った元彼だった。

『あっちが浮気相手だったはずなんだけど、気づいたら惹かれててさ。俺、あの子と一緒になりたいって思ってるんだよね』

『……それはつまり、私と別れたいってこと？』

『まあ、そういうこと。紬のしっかりしてるところもいいなって思ってたけどさあ、あの子は紬と違って弱いから俺がいてあげないとダメなんだよ』

　あまりにも堂々と、いい笑顔で言い切った彼に、言葉はなにも出てこなかった。

　彼は元々私とは真逆の、明るくてノリのいいタイプだった。常に自由でマイペース、そんな自分とは真逆な人だったからこそ惹かれたわけだけれど。まさか浮気していたなんて、自由にもほどがある。

「ちょっと紬、さっきの話どういうこと？　ちゃんと聞かせなさいよ」

　気まずい空気に耐えかねて部長が去ったあと、私が電話を終えたタイミングで楓さんが問い詰めてくる。

「どういうことと言われても、こんなところで話すようなことでもないですし……」

「じゃあ今夜飲みに行きましょうよ。俺も詳しく聞きたいっす」

　白井くんも一緒になって詳しく聞き出そうと、今夜の誘いを持ちかけてきた。

「うーん……けど」

「なに？　今日予定でもあるの？」

「予定はないんですけど、のんきに飲みに行ってる場合でもないというか」

　この三人で飲みに行くのはよくあることだし、年齢も近いのでいつもなにかと盛り上がる。けれど、今日はそんな気分にはなれない。

　なぜなら――……。




「はあ!?　元彼に全財産持ち逃げされた!?」

　その日の夜、仕事を終えた私は『奢るから！』と楓さんと白井くんに半ば強引に連れられ、三人で駅近くの居酒屋にやってきた。

　がやがやとにぎわう店内の奥、半個室になった四人がけの席にふたりの大きな声が響き渡るのを聞きながら、私は甘めのサワーをひと口飲む。

「別れたってだけでも衝撃的なのに、それどういうこと!?」

「どういうこともなにも……別れ話した次の日、仕事から帰ったら家具家電一式なくなってて、家の中がもぬけの殻だったというだけで」

　続けた言葉にふたりはさらにあんぐりと口を開けた。

「だけ、じゃないですよ！　犯罪じゃないですか！　それ以外、お金とかは大丈夫でしたか!?」

「まあ、生活費用の通帳は持って行かれたかな。全財産あと三万」

「それでいてなんでそんな冷静なんすか!!」

　いや、これでも結構動揺してるし落ち込んではいるんだけど。なぜか当事者の私以上にふたりが動揺している。

　そう。別れ話をした翌日、元彼は『今日中に荷物まとめて出て行くから。紬が仕事から帰るまでには』と言っており、私は頷き仕事に出た。そして帰宅すると、たしかに彼は荷物をまとめて出て行っていた。自分の荷物だけじゃなく、私が買った家具家電、インテリアなどお金になりそうなもの全てとともに。

　唖あ然ぜんとしながらもすぐ我に返り、貴重品を入れている引き出しを探ると、案の定預金通帳の印鑑がなくなっていて私は力なくその場に膝をついた。

　私は彼と同棲しているあいだ、共有の口座に給料の大半を入れていた。『一緒に暮らしてるんだから家計も一緒でいいじゃん』という彼の提案に同意してのことだった。

　特に趣味もなく質素な生活をしていた私は残りを貯金しており、付き合う前からのものも合わせて七桁はあった。

　その通帳が全てない。翌日銀行に行き確かめてみると、当然というかなんというか、残高はほぼゼロ。おまけに元彼は知らないあいだに私のクレジットカードで買い物をしまくっていたらしく、先月末の給料はその支払いでほとんどなくなってしまった。おかげで私の全財産は、手元に残された三万円のみだ。

　もちろん警察に相談もしたけれど、飲食店のアルバイトとして働いていた彼はとっくに退職済みで、現在どこにいるかもわからない。すぐに捕まる可能性は低い、というのが現実だった。

　とにかく今は、月末の給料日までをこの三万円でしのいで、また一から貯金のやり直し……と思うとやるせない。

「はあ」と思わず溜息が出る。それを聞いて楓さんが心配そうに眉間にシワを寄せた。

「でもそれ、本当に大丈夫なの？　家電もないってことは生活も不便じゃない。お金貸そうか？」

「いえ、大丈夫です。それに『大事な人こそ金の貸し借りはするな』と昔から父に言われているので」

　そのタイミングで運ばれてきた焼き鳥の盛り合わせに、白井くんは早速手をつけながら感心したように言う。

「へえ、滝沢さんの親父さんしっかりした方なんですね」

「ううん、逆。自分が友達にお金を貸して逃げられた経験が何度もあるからこその言葉なの」

「それはそれで親父さんも大丈夫なんすか……」

　手にしていたグラスを置きながら、思い浮かべるのは実家にいたころ度々私にそう言い聞かせていた父の顔。

　いつもにこやかな表情をし、たれ目の笑顔と腰の低い態度がいかにもいいひとオーラを放つ父は、ひと言でいうと『お人好し』というやつだ。

　親戚や友人、ついには知り合ったばかりの人まで。誰にでも優しく困った人を放っておけない父は、度々誰かにお金を貸しては逃げられを繰り返していた。その尻拭いで子供ながらに生活を管理し切り詰めていた結果、私は子供らしさを失っていったわけだ。

「そのうち誰かの連帯保証人とかになってうん千万の借金とか背負いそうで心配なんだよね」

「いやいや、まず今は自分の心配からでしょ」

　楓さんはそう言うと、ビールをぐいっと飲み干し、空になったジョッキをテーブルに勢いよく置いた。

「紬、あんた婚活したほうがいいわ」

「え？」

　突然発せられたそのひと言に、私も白井くんも意味がわからず首を傾げる。すると楓さんは店員におかわりを注文してから、大きな声で話を続けた。

「そもそも私は前からあの彼氏のことは反対だったの。『やりたいことを探してる途中』とか言ってフリーターだなんて、いい歳してただ無責任なだけだし、紬があれこれしてくれるから甘えっきりで調子にものるし」

　うっ……。

　はっきりとものを申す、楓さんの言葉が耳に痛い。

「そもそもそんな男とどうやって出会ってなんで付き合おうと思ったんです？　滝沢さんとは真逆じゃないですか」

「カフェでお金が足りなくて困ってた彼を紬が助けたら、惚ほれられちゃったのよね。最初は相手してなかったけど押しに押されて根負けして付き合った、って流れ」

　親しい同性というだけあって元彼とのことをひと通り知っている楓さんは、白井くんの質問に対し私より先に答えた。

　呆れたような言い方をされても、事実なだけに否定できない。

　たまたま寄ったカフェで自分の前に会計をしていた彼が、財布を忘れて困っていた。私も早く会計を済ませたかったこともあり、代わりに支払ったところ『お礼したいから連絡先教えて』と言われたことから始まった。

　それから彼はしつこく連絡してきては『遊びに行こう』『食事に行こう』と誘ってきた。最初は断っていたけれど、あまりに熱心に誘うものだから根負けして会うようになって……付き合い始めてから彼が私の家に転がり込むような形で半同棲にいたったのだ。

「そんな紬は、冒険するより堅実でちゃんとした男をつかまえてさっさと幸せになったほうがいいに決まってる！　でしょ？　ってことで紬も結婚相談所入っちゃおうよ！　私いいところ知ってるから紹介するよ」

　私の手をぎゅっと握る楓さんに、白井くんがふと思い出したように言う。

「そういや楓さん、今の彼氏って結婚相談所で知り合ったんでしたっけ」

「そうなの。結婚前提ってだけでまだいつ入籍とかは決まってないんだけど、それでも普通に出会い探すより断然出会いやすいし」

　たしかに。私は性格的にも数を打って当てるタイプじゃないし、またこんなふうにダメな男に惹かれて逃げられてしまうくらいならいっそ早々に結婚相手を決めてしまったほうが生きやすいのかもしれない……けど。

「……やめておきます。婚活も、今はいいかな」

「なんでなんで？　いいじゃない」

「今回のことは私が見る目がなかったってだけですし。もういっそひとりで生きてみるのも悪くないですし」

「ってもうそんな諦めモードなんすか！　もったいないですよ！」

　励ますように言う白井くんの言葉を聞きながらも、自分を納得させるようにグラスの中身を飲み干した。

　どんなに安定や安心が待っているとしても、私に結婚は考えられない。そもそも、元彼とも結婚なんて考えたことなかったし、自由でいたがった彼との間にはそんな話題が出ないこともラクだった。

　だってどうせ、結婚したって愛は続かない。

　私の両親は私が四つの頃に離婚している。原因は母の浮気で、母は平日の真昼間に私をひとり家に置き去りにし家を出て行ったきり帰らなかった。

『ごめんね、紬。……愛してるからね』

　そう悲しそうに笑った母を引き止めようと私は手を伸ばしたけれど、指先はコートの裾にわずか届かず、母はなにも気づくことなく去っていった。

　そんな母が、浮気相手と駆け落ちしたのだと知ったのは母が出て行ってから四年後の父方の祖母の法事のとき。集まった親戚たちが『あの女は娘を置いて男と出て行った』と陰で噂するのを耳にしてしまった。

　その事実は子供ながらにショックで、それと同時に自分の未来が闇に覆われた気がした。

『愛してる』と言いながら、夫も子供も捨てられる。そんな母の血が私には流れているから。いつか私も同じ道を辿たどり、家族を傷つけるのかもしれない。そう思ったら怖くて、家庭を持つなんてできないと思った。

　その気持ちは今でも同じだ。街で幸せそうな夫婦を見るたび、子供をかわいいと感じるたび、そんな家族を捨てた母を思い出し苦しくなる。

　こんな感情を抱えたまま、結婚なんてできない。

　だけど人肌が恋しくなることはやはりあって、そんな中で孤独を埋めてくれるような元彼の存在がちょうどよかった。こんな気持ちで彼といたから、きっと罰が当たったんだと思う。




　それから私は、同情した楓さんと白井くんの『ごちそうする』という言葉に甘えて、三人で飲み続け終電に揺られ帰路へとついた。

　帰宅してからはシャワーも浴びずにベッドに飛び込み、嫌なことを全て忘れるかのように寝入ったのだった。

　そして翌朝。眠い目を無理矢理覚まし、起きると顔はむくみでパンパンだ。

「うわ……顔、最悪」

　いつもはこんなふうに飲みすぎたりはしないのに。さすがに元彼のことを話すうちについついハイペースで飲んでしまった。

　湯船にお湯を張り、温まりながらむくんだ顔を念入りにマッサージする。普段はここまで気を遣わないけれど、さすがにこの顔で仕事に行くわけにはいかないと思い動画を見ながら慣れない手つきで目元を揉んだ。

　そんな自分に呆れながら、身支度を済ませ家を出る。

　今日は朝のうちにオフィスの掃除を済ませて、資料のまとめと書類発送……と、本日行うことを頭の中で順序立ててリスト化していく。毎朝の通勤電車でのルーティーンだ。

　そして横浜駅で降りて、今日もじりじりと地面を焦がすような暑さの中、会社へ向かって歩き出した。




　ところが、着いたオフィスビルの五階フロアにはいつもと違う空気が漂っていた。

　時刻は朝の八時半。いつもならオフィス内で仕事を始めたり、休憩室でコーヒーを飲んだりと社員がそれぞれに過ごしているはずの時間だ。にもかかわらず今日はなぜか、全員がエレベーターを降りてすぐのオフィス入り口のドア前で足止めを食らっている。

　わ、なんでみんなこで止まってるんだろ。

　不思議に思いながらみんなの隙間を縫って進むと、一番前には楓さんの姿がある。昨日私と同様に遅くまで飲んでいたはず。けれどさすがというかなんというか、楓さんは今日もメイクも巻き髪もばっちりで、シワひとつないおろしたてのブラウスに身を包んでいる。

「楓さん、おはようございます。どうかしたんですか？」

　なにげなく声をかけた私に、楓さんは呆然と前を見たまま。声ひとつも出ない様子になにがあったのかと、楓さんの視線の先を見ると、ドアに一枚の紙が貼られている。

　貼り紙……？

　不思議に思いながらよく見ると、そこには【告示書】の文字が並ぶ。

　そう、それはこの会社が破産手続きを済ませたという知らせ……つまり、倒産したということを告げていた。

「と……倒、産……？」

　は？　倒産ってどういうこと？

　うちの会社が、倒産……倒、産……。

「は、は!?　倒産!?　これ本当ですか!?」

　さすがの私も驚き大きな声が出た。楓さんは逆に冷静で、青い顔で頭を抱えながらも他の社員に呼びかける。

「誰か、各部署の部長……いや、専務か社長に連絡つく人いる？」

「さっき部長に連絡しましたけど、寝耳に水って感じでしたよ」

「じゃあ知ってるのは専務あたりまでか……」

　ざわつく中、すでに来ていたのだろう白井くんがスマートフォン片手に神妙な顔で駆け寄ってくる。

「楓さん、ダメっす。社長に電話つながらないんで逃げたかもしれませんね」

　社長とゴルフに行ったりと仲の良かった彼の言葉に、その場の社員たちはいっそうざわめく。

「えっ、じゃあ私たちどうなるの？　補償とかしてくれないの？」

「給料ちゃんと支払われるのかな」

　口々に聞こえるその言葉たちは、ただただ戸惑うこの心を現実に引き戻し、不安でいっぱいにさせる。

　待って、なんで、どうして。

　これからどうすればいいの、なんでよりによってこのタイミングで。

　そればかりが頭を巡って、立ち尽くすしかなかった。




『次は、浅あさ草くさ、浅草――……』

　鳴り響くベルの音とアナウンスを合図に、私はキャリーバッグを転がしながら電車を降りた。

　地下鉄の駅から地上へ出ると、ほどなくして見えてくるのは真っ赤な雷かみなり門もん。それを囲むように写真を撮る沢山の観光客で今日も賑わっている。

　会社が倒産して一週間。もう八月が終わろうとしている中、私の姿は地元である、東とう京きょうの浅草にあった。

　本当に、目まぐるしい一週間だった。

　あれから社長は雲隠れしたまま、上層部もなにも聞いていないことが発覚し全員真っ青で、次の仕事探しや失業保険の申請に追われた。幸い白井くんのようにツテのある営業マンたちは取引先に就職が決まり、楓さんはなんと例の結婚相談所で知り合い付き合っていた彼とこれを機に結婚することになったのだという。

　それぞれが前向きに進み始める中、私はというと……そう簡単にはいかなかった。

　あの会社では評価してくれる人はいたけれど、言ってしまえばただの事務員。就職活動は狭き門だった。ましてや全財産は三万円、ほどなくして失業保険が入るとはいえ面接日程や合否が出るまで悠長に待つ時間も余裕もなく気持ちばかりが焦る一方だ。

　さらに最悪なことに、住んでいたアパートは社宅だったため会社がなくなった今大家さんからも即退去を命じられ、腹をくくった私は一度実家へ戻り生活を立て直すことを決めた。

　実家は父ひとりで住んでいて部屋も私が住んでいた頃のまま残されている。そこに住ませてもらいながら次の仕事を探して、ある程度貯金ができたらまたどこか家を探そう。タイミングがいいのか悪いのか、家具家電はほとんどなかったから、服や小物を段ボール箱ふたつに詰め込むだけで引っ越しは完了するし。

　取り急ぎ必要なものだけを詰め込んだキャリーバッグを手に、雷門を通り過ぎ、一本先の通りに入っていく。

　私の実家は祖父母の代から呉服屋を営んでいる。

　一時期はそこそこ流行った店だったらしいけれど、父に代替わりしてから経営は悪化。トレンドにもついていけず、老舗にも勝てず、目新しいことをするパワーもない。おまけに父のお人好しのせいでお金を貸しては逃げられてを繰り返し、私が物心ついた頃には常に経営は火の車だった。今は父と数名の従業員だけで細々とやっている。

　一応数日前に父に電話はしたけれど……出なかった上にかけ直してもこなかったんだよね。

　大丈夫かなと思う半面、すぐスマートフォンをなくす人だしなと大して心配していない気持ちもある。念のため、会社が倒産したことやしばらく家にいさせてほしいことはメールしておいたし大丈夫でしょ。

　店がいくつか連なる通りの角を曲がると、そこには小さな入り口の細長い建物がある。木製の看板に手書きのような書体で【すみれ】とあるその店は、一階が店舗、二階、三階が住居スペースとなっているこぢんまりとした造りだ。

　ところが、入り口に掛けられているはずののれんも出ていないし戸も締まっている。

　あれ、いつもなら営業時間中のはず。

　不思議に思いながら近づくと、戸には一枚の紙が貼ってある。

　なんだかこの光景、つい先日も見た覚えが……。

　嫌な予感を覚えながらその紙を見ると、そこには案の定【閉店しました】と書かれていた。

　いや、閉店って……閉店!?　どういうこと!?

　驚き店の裏に回り、裏口を開けて家に入るけれどそこには誰もおらず、それどころかこもった空気はしばらくの間この家に誰も入っていないのだろうことを感じさせた。

「お父さん？　いるの？」

　呼びかけるけれど自分の声が響くだけで、物音ひとつ返ってこない。念のため再度電話してみるが、やはり電話も通じない。

　私にもなんの報告もなくお店を閉め、連絡もつかないなんて、なにかあったのだろうか。事件にでも巻き込まれたり……。

　不安が込み上げる中、居間のテーブルの上に目を向けるとそこには一枚のメモが置いてあることに気づく。

【紬へ　すまない】それだけが書かれた紙と一緒に、名刺が一枚添えられている。

　名刺……誰の？

「『貴き島じま呉ご服ふく店てん取締役副社長、貴島秋人』……」

　名刺に書かれた文字を独り言のようにぽつりと声に出した。その時、背後のドアが勢いよく開けられた。

「ここの親父ならもう一ヶ月はいねーぞ」

　突然の声に驚き振り向くと、そこにはサングラスに黒いスーツとスキンヘッド姿の中年男性と、派手な柄シャツに金髪の若い男性がいた。いかにもといった風貌のふたりに、警戒心から名刺を握る手に力が入る。

「お嬢ちゃん、この家の鍵を持ってるってことはここの親父の身内か？」

「……はい、ここの店主は私の父ですが」

　身構えながら答えた私に、ふたりは顔を見合わせるとニヤリと笑った。

「そういうことなら話が早い。来い！」

「えっ、ちょっとなんですか!?」

　土足のまま家に上がってきた若い男性は、私の腕を掴つかむと強引に引っ張る。

「お前の親父は三千万の借金作って、どうしようもなくなって店畳んで逃げてるんだよ！　こっちも貸したもの返してもらわないといけなくてなあ、迷惑してるんだよ！」

「さ……!?」

　三千万!?

　あまりにも大きな金額に耳を疑う。

「嘘だと思うならほら、これが証拠だ」

　スキンヘッドの男性がジャケットの内ポケットから取り出した、【借用書】と書かれた紙には知らない人の名前の横に連帯保証人として父の名前が書いてある。

　借金って、連帯保証人になってたということ!?

　こんな大金の連帯保証人になるなんてと思う半面、あの父ならやりかねないと納得できてしまった。

「そのうち親父が帰ってくるんじゃないかと様子を見に来てみれば、まさか娘が帰ってるなんてな。いいタイミングだったぜ」

「すみません、でも私返せるお金なんて持ってなくて」

「なら体で稼いで返せばいいだろ！　幸いまだ若いし見た目も悪くねえ、それなりの店に売ってやるよ」

　男性たちの言葉に、ゾッと背筋が凍った。

　体でって、つまりそういう店で働くということ？　そんなの無理、したくない。

「やだっ……やめて！　離して！」

　声をあげ必死に抵抗するけれど、男性は力尽くで私を引きずるようにして裏口から外へ連れて行く。店の前に停められた黒いバンに連れ込まれるのを想像して、いっそう恐怖が込み上げた。

　掴まれた腕が痛い、引きずられて膝から血がにじむ。だけど今はそれを構う余裕もなく、精いっぱいの声をあげる。

　なんでこんなことになるの。

　彼氏には逃げられて、お金も持っていかれて、会社もなくなって、父はいなくなって。私がなにをしたっていうの。

　もう、行くところもない。ならいっそ、売られてしまったほうがラクになれるのかな。

　諦めと同時に抵抗していた足から力が抜け、これまでこらえていたものが溢れるように涙で視界がにじんだ。

　その時だった。

「滝沢紬、だな？」

　落ち着きのある低い声で突然名前を呼ばれ、地面に膝をついたままゆっくりと顔を上げる。涙でぼやける視界ではなにも見えなくて、あいている左手で目元を拭い改めて見ると、私たちの前にはひとりの男性が立っている。

　ライトグレーの着物と黒い羽織に身を包んだ、私より少し年上であろうその人は、真っ黒い柔らかな髪を風になびかせる。

　小さな輪郭にバランスよく並ぶ高い鼻とアーモンド形の目、という整った顔立ちの彼。身長はすらりと高いけれど、体つきはそこまでがっちりしていない。にもかかわらずどこかオーラがある彼に、スキンヘッドの男性たちは怯ひるむように一度足を止めた。

「ああ？　誰だお前」

「貴島という者だ。彼女を迎えに来たんだが、その手を離してもらおうか」

　私を、迎えに？

　それは一体どういうことかと考えるより前に、彼が名乗った『貴島』という名前が引っかかる。

　貴島って……もしかして。

　左手に握ったままだったクシャクシャになった名刺を改めて開いて見ると、やはりそこにある名前と同じだ。

　そうだ、思い出した。貴島呉服店といえば、日に本ほん橋ばしにある老舗呉服店だ。

　度々メディアにも出ている、名店と名高い呉服店の副社長が彼ということ？

　でもどうして、そんな彼がここに？

「この嬢ちゃんを迎えに、ねえ。けど俺らもタダで渡すわけにはいかねーなあ。三千万、あんたが代わりに払ってくれるって言うならいいけど」

　どうせ無理だろう、とでも言いたげに男性たちは笑った。ところが彼――貴島さんは口角を上げ頷いてみせる。

「わかった。払ってやるよ」

　あっさりとふたつ返事で答える彼に、思わず男性たちもそして私も「えっ」と驚き声が出る。

「わ、わかってんのか？　三千万だぞ？」

「わかってるって。正当な請求ならいくらでも払ってやるからあとは弁護士を通せ」

　貴島さんは軽く答えると、おそらく弁護士のものであろう名刺を男性たちに手渡す。男性たちは悪態をつきながらも渋々私を離すと、足早に目の前の車に乗って去って行った。

　あっという間の出来事に、ぽかんと口を開けその場に座り込んだままでいると、貴島さんは冷ややかな目を私へ向けた。初めてしっかりと合った目に、はっと我に返り私は慌てて立ち上がった。

「す、すみません……ありがとうございました」

「本当だ、手間をかけさせられた」

　遠慮のない言い方をすると、彼は踵きびすを返し少し先に停めてあった白いセダン車に向かい歩き出した。

「松戸、行くぞ。そいつを連れてこい」

　気づけば、五十代くらいの男性がすぐそばに立っていた。

「紬さんも、どうぞお車へ」

　貴島さんの秘書なのか、松戸と呼ばれた彼は細い目を下げて穏やかに言うと私を立ち上がらせ車へ案内する。

「あの、どうして私まで車に……」

「秋人さんのご指示ですので」

　いや、だからその指示とやらの理由が知りたいのだけど。

　けれどそれ以上の言葉を遮るように、松戸さんは私を車に押し込む。そして後部座席に貴島さんと並んで座る形になると、車は発進した。




　なぜ……売り飛ばされる危機から脱したところで、今度は知らない人と車に乗っているのか……。

　どうして貴島さんがあの場に現れたのか、そしてどこへ向かっているのか、なにひとつわからないまま連れてこられたのは、港みなと区にある住宅街だ。

　ほどよい自然に囲まれた、いくつもの家が並ぶ高級住宅地と呼ばれる麻あざ布ぶの駅からほど近い辺りで車は停まり、私と貴島さんは降ろされた。

【貴島】と書かれた表札から、ここが彼の自宅だと察する。門を通り家の敷地に入ると、白い外壁の大きな二階建ての家がどんと構えていた。

　麻布の一等地にこんな立派な家……しかも庭とガレージつき。さすが、有名老舗呉服店の副社長。住んでいる世界が違いすぎる。

　圧倒されながら、彼に続いて家へと上がった。

　靴の一足も並んでいない広い玄関から上がり、右手の廊下を歩いていくと、そこにはこれまた広々とした和室があった。綺麗な畳が一面に敷かれ、黒いローテーブルと座布団を合わせたその部屋は、よくある和室のイメージを覆す、スタイリッシュな印象だ。

　彼が障子を開けると、敷き詰められた真っ白な石畳が陽に照らされている景色が広がり、黒を基調としたこの部屋とのコントラストをなしている。

　その部屋の中で席に着く着物姿の貴島さんは、まるでモデルのようにこの背景がよく似合っていて、廊下で立ち尽くしたまま見とれてしまう。

「紬さん、あちらのお席へどうぞ。今お茶を淹いれますので」

「あ……はい」

　車を停めてきたらしい松戸さんに背後から声をかけられ、私ははっとすると促されるまま貴島さんと向き合う形で腰を下ろした。

　しばらく無言のまま過ごし、松戸さんが淹れたてのお茶を運んできたところで私は「いただきます」とひと口飲んだ。目の前の貴島さんも黙ってお茶を飲むけれど、その間も眉ひとつ動かすことはない。

　無愛想な人だな。ここまでにこりともしないし、最低限のことしか言わないし……。

　そんな私たちの間で、松戸さんはにこにことしたままお茶受けを用意すると静かに部屋を出た。

　ふたりきりになったところで、私はようやく意を決して口を開く。

「さっきはありがとうございました。それであの、どうして私はここに連れてこられたんでしょうか。そもそもどうしてあなたはあそこに……」

　頭にある疑問を立て続けに投げかける私に、貴島さんは薄い唇を開く。

「……父親からなにも聞いてないのか？」

「え？　なにをですか？」

　全く理解できない私に、貴島さんはなにかを察したように深く溜息をつく。その眉間に小さくシワが寄り、困ったように苦笑してみせた。

「まずお前の父親がやってた店は一ヶ月前に倒産し、閉店した。理由はさっきの奴らが言っていた通り、良くないところから金を借りてた友人が蒸発したことで保証人であるお前の父親に借金がまわってきたせいだ。三千万もの金をすぐに用意できず、お前の父親も姿を消した」

　一ヶ月も前にそんなことが……。お父さんからもなんの連絡もなかったし、なにひとつ知らなかった。

　驚きを隠せない私に、貴島さんは話を続ける。

「お前の父親は俺の亡くなった祖父と仲がよかったそうでな、その縁で俺の母親とも懇意にしていたそうだ。そんな中で数日前に、お前の父親がいきなり母のもとを訪れた」

「お父さんが……？」

「娘が仕事をなくして実家に帰ってくるとメールが入ってた、自分はなにもできないから代わりに娘を助けてほしい、と」

　私のメール、ちゃんと見てくれていたんだ。自分だって大変なのに、私のことを思って動いてくれていた。その優しさが父らしいと思った。

「『借金は代わりに払う』と母は言ったが、お前の父親は『友人から金は借りられない』と断ったそうだ。母は呆れつつも納得し、なら代わりにとひとつの案を提示した」

　抑揚のない声で言いながら、貴島さんは着物の懐から一枚の紙を取り出すとテーブルの上にそっと置いた。

　見るとそれはなにかの契約書で、文面には『貴島家は三千万を代わりに支払い、滝沢紬の身の保証をする。その代わりに滝沢浩こう二じは、紬と貴島秋人の結婚を認める』といった旨が記載され父の署名、捺印がされていた。

　私の身の保証の代わりに……結婚を認める？

　結婚？　結婚って……貴島秋人とって、つまり、私とこの人が、結婚するということ？

「……はい？」

　思わず気の抜けた声が出る。

「うちの母親からすれば三十二にもなって結婚せずにいる息子は体裁が悪い。だから結婚相手が手に入るならちょうどいいと、契約を結んだそうだ」

「いや……本気で言ってます？　ただの親の都合で、私にもあなたにもなんのメリットもないと思いますけど」

「俺としては今回の契約で、『すみれ』の顧客を紹介してもらえたからメリットではある。結婚相手なんて誰でもいいが、呉服屋の娘と政略結婚、のほうが縁もゆかりもない相手との結婚より聞こえもいいしな」

　貴島さんの言葉には感情は一切含まれていない。契約とか聞こえとか、ビジネス的なものばかりだ。つまりこの結婚は、彼にとっては仕事の一部なのだろう。

　けど私はさすがに、納得なんてできない。

「お言葉ですが、こんな契約無効です。父が勝手に結んだものですし、私には関係ありませんから」

　毅然とした態度で言う私に、貴島さんはじっとこちらを見た。吸い込まれそうな黒い瞳に捕らわれて一瞬緊張が走る、けれど彼は小さく笑って、契約書をしまいながら納得するように頷いた。

「たしかに、それもそうだな。お前にも選択の自由はある」

　あれ、意外と話せばわかる人？

　彼の言葉にほんの少し安堵した、けれど。次の瞬間伸びてきた彼の右手が私の顔を掴んだ。

「じゃあ、他人に金を貸す理由はないから今すぐ三千万返してもらおうか」

　テーブル越しに身を乗り出し、顎から首筋にかけて掴む。その表情はあざ笑うような歪んだ笑みで、さながら悪魔のように見えた。

「は……はい？」

「当然だ。俺は契約のもと、さっきの借金取りに三千万を払うと約束した。今頃弁護士が連絡を取ってすでに支払いを済ませてるだろうな。だが契約破棄となれば返してもらうしかないだろ」

　た、たしかに……。

　納得できない契約ではあるけれど、三千万を肩代わりしてもらったことは事実だ。返すのも当然とは思うけれど。

「仕事もなくなって無職なんだろ？　実家に戻ってきたあたり、貯金もないと見た。それで三千万を払うなんて……大変だなあ」

　痛いところを突くように言ってふっと鼻で笑う。

　くやしい、けど反論できない。もどかしい気持ちをこらえるように貴島さんを見る私に、彼は顔から手を離し姿勢戻すと、あぐらをかき頬杖をつく。

「恨むなら自分の父親を恨むんだな。借金の保証人になって、そのせいで店も娘も手放すことになるなんて救いようがないけど」

　父をバカにするようなその口ぶりに、さすがにカチンときた。

「それは……！」

「いいか？　経営者にとっては、店を守ることも大事なことのひとつだ。なのに情をかけて友人の保証人になるなんて甘いとしか思えない。結果それで店を潰して従業員も路頭に迷わせて、愚かとしか言えないな」

『愚か』。容よう赦しゃのないその言い方に自分の中でなにかがぷつんと切れた。

　たしかにお父さんは、甘いとしかいいようがないくらいお人好しで、ダメな経営者だったかもしれない。突然会社がなくなって私が困ったように、従業員たちも同じような思いをしただろう。

　だけど、その優しさに救われてきた人も沢山見てきた。私だってそう。父子家庭でも愛情を沢山かけて育ててもらった。そんなお父さんのことをなにも知らないような人に『愚か』だなんて言われたくない。

　衝動にかられて、今度は私が身を乗り出すとテーブルに片膝をのせ、彼の着物の襟ぐりを両手でぐいっと引っ張った。

「あなたの言ってることは正論かもしれないですけど……納得はできない」

　助けてもらったことは、感謝してる。だけど、嫌いだ。

　人の家族を笑う、相手の気持ちがわからないような、こんな男は大嫌いだ。

「なにも知らないで人の家族をバカにしないで。あなたみたいな最低男と結婚するくらいなら、死ぬ気で働いて三千万返してやるんだから」

　大きく言い切った、私の声だけが室内に響く。貴島さんは襟ぐりを掴まれたまま唖然とし、顔を下へ向けた。

「……お前」

　ぼそ、と呟く彼の声にふと我に返ると、テーブルに乗り出し襟を掴んでいるという自分のとんでもない姿に気がついた。

　って……勢い余ってやってしまった！

　ふだんは自分を抑えて育った反動か、かっとなると周りが見えなくなり感情を爆発させてしまうところがある。

　大人になってからは滅多にこんなことなかったのに、ついかっとなったからって、私……！

　慌てて掴んでいた襟から手を離す。さすがに怒らせてしまったのでは、と俯く貴島さんの様子をうかがうと、彼から「ふっ」と小さな笑い声が聞こえた。

「お前、女が……テーブルに乗って襟ぐり掴むって……」

　手で顔を隠すようにしながら、彼は肩を揺らしこらえきれない様子で笑う。

「いや、悪かったよ。そうだよな、なにも知らない奴にバカにされたくないよな」

　意外にもすんなりと謝ると、貴島さんは苦しそうに呼吸を整える。

「いいだろう。三千万払えたら離婚してやる。けどそれまでは契約に従って、貴島家の嫁でいてもらおうか」

　そう言って、彼は続いてもう一枚紙を取り出す。『婚姻届』と書かれたその紙は私のほうへ向けられて横に万年筆が添えられた。

「さあ、契約を結んでもらおうか」

　その言葉と初めて実物を目にする婚姻届に、一瞬躊躇ためらってしまう。

　元彼には逃げられ、会社は倒産し、父は蒸発し、こんな男と結婚、なんて。私がなにをしたっていうんだ。

　だけどもう、私にはこれしか道はない。心のなかで神様を恨みながら、私は万年筆を手に取った。










２．可能性




　元彼が家の中のほとんどのものを持っていってしまったと気づいたとき、私が一番に確認したのは預金通帳や印鑑……ではなく。クローゼットの上の棚に置いた、横長の箱だった。

　私の洋服類は金にならないと思い彼は目もくれなかったのだろう。その箱は綺麗なまま、いつもの場所に置かれていたことに心の底から安堵した。

　箱の中にしまってあるのは、幼い頃に出て行った母が残していった真っ赤な着物だった。

　昔母が結婚式で着たというその色打掛は、実家ではいつも着物箪笥に丁寧にしまわれていて、幼い頃の私は時々こっそりとそれを見るのが好きだった。

　深みのある美しい赤色を彩る、花や鞠まりなどの豪華な刺繍。箔がふんだんにちりばめられ、金彩加工が気品を感じさせて、その着物を眺めるたびにドキドキしたのを覚えている。

『おかあさん、あのきもの、つむぎがけっこんするときにきてもいい？』

『もちろん。お母さんの宝物だけど、その時は紬にあげるね。ふふ、紬の着物姿楽しみだねえ』

　そう笑って私を抱きしめてくれた母は、私もこの着物も置き去りに家を出て行ってしまったけれど。

　そんなことを思い出しながら、持ってきた着物を抱きしめて眠った。

　それが、貴島家で過ごした初めての夜。




「ん……」

　目を覚ますとそこには、木目の天井が広がっている。障子越しに朝の光を感じながら、横になったまま、まだぼんやりとした頭で周囲を見回した。

　嗅ぎ慣れない他人の家の香りと、窓の外から聞こえる人の声。開きっぱなしのキャリーバッグや、いつのまにか運ばれてきていた自分の荷物が入ったふた箱ほどの段ボールがあるだけの畳の部屋に、そういえばと昨日のことを思い出した。

　昨日は、実家に帰ったら父も店もなくなっていて、借金取りに売り飛ばされそうになって、貴島さんに助けられて、かと思えば三千万返済の代わりに結婚することになって……。

　不本意ながらも彼と結婚することになり、行く当てのない私は早速この家に泊まることになったわけだけれど。昨夜はとにかく疲れてしまって、私用に用意された二階にあるこの部屋で早々に寝入ってしまった。

　改めて考えてみても頭がついていかない。

　ぐったりとしながらも、真新しい客用布団から体を起こすと寝癖を手ぐしで整えた。

　するとそのタイミングで、部屋の戸がトントンと軽くノックされた。

「紬さん、起きてらっしゃいますか」

　その声で松戸さんだとさとると、「はい」と短く答えて戸を開けた。

「おはようございます。朝食ができましたので居間でご一緒にいかがですか？」

「いえ、私は……」

　結婚したとはいえ、あくまで契約。親しくするつもりはない。そんな気持ちから断ろうとするけれど、言いかけたところで私のお腹からはぐうと音が鳴った。

　昨日からなにも食べていなかった体は正直なようで、恥ずかしさから両手で顔を覆う私に松戸さんはくすくすと笑った。

「ではいきましょう。沢山用意してありますから、お腹いっぱい食べてくださいね」

　お腹の音を聞かれてしまっては、今更『結構です』とも言いづらい。空腹なのも事実だし。

　私は観念して、彼と一緒に一階にある居間へ向かって歩き出した。

　昨日少し聞いたところ、松戸さんは貴島さんの秘書兼世話役なのだという。彼の仕事のサポートから、この大きな家の管理までを任されているのだそう。

　廊下を歩きながら軽く辺りを見回すと、よく片付いたこの家はほこりひとつ落ちておらず、床の間には立派な花が活けてある。

「綺麗ですね、家の中。もしかしてお掃除も松戸さんが？」

「いえ、私は家事にかんしてはからきしで。お掃除はハウスキーパーが週に数回、お部屋の花は秋人さんのご友人の華道家の方やそのお弟子さんにお願いしてるんです」

　ハウスキーパーに華道家の友人……なんて贅沢な。

　やはり住む世界が違う、と思いながら居間に入ると、そこには昨日の和室以上に広々としたリビングダイニングがある。

　和室とは雰囲気の違うフローリングのリビングには、ウッドフレームのグレージュ色のソファとガラスと無垢材を合わせたローテーブル、そして大きなテレビが置かれている。

　家具ひとつひとつにこだわりが感じられ、シンプルながらもセンスのいい、まるでモデルルームのような部屋だ。

　その奥にある黒いダイニングテーブルにはすでに炊きたてのご飯と味み噌そ汁しる、焼き魚と和え物といった定番の朝食メニューが用意されている。

「ようやく起きてきたか」

　お味噌汁のいい香りを嗅いでいると、背後からそう声をかけられた。振り向くとそこにはすでに身支度を整えた貴島さんがおり、今日は紺色の着物に身を包んでいる。

「昨日からなにも食ってないだろ。飯にするぞ」

「……結構です」

　一度は松戸さんに観念したけれど、彼の顔を見たら昨日のことが現実だったとまた思い知らされ、私は小さな声で彼を拒む。

　ところが、そんな私の返答に貴島さんは右手で私の頭をガシッと掴んだ。

「なんだその生意気な態度は。お前昨日から思ってたけどかわいげってやつがないな」

「愛想がないのはお互い様です」

「なんだとこら」

　売り言葉に買い言葉でつい反論してしまう。けれど、そのやりとりを止めるように私のお腹からは再びぐううと大きな音が鳴った。

　また鳴った……しかも最悪のタイミングで。

　またも恥ずかしさに両手で顔を覆う私に、貴島さんは「くっ」と笑いをこらえる。

「腹は正直みたいだな。ほら、さっさと座れ」

　もう反論の余地はない。熱い顔のまま促された席に座ると、貴島さんと私は向き合うようにして食事を始めた。

「さあどうぞ」

　にこにこと笑ってお茶を淹れてくれる松戸さんに、私は「いただきます」と小さく呟くとお椀に口をつけた。出汁の香りがふわりと漂うお味噌汁は、ひと口で全身をあたためてくれる。

「おいしい……」

　無意識にこぼれたひと言に、松戸さんは嬉しそうに笑う。

「そうでしょう。これ全部秋人さんが作られたんですよ」

「え!?　そうなんですか!?」

　率直に驚く私に彼がじろりとこちらを見る。

「なんだよ、その反応は」

「だって、意外で」

「食事は生活の基本だ。けど松戸に任せたらとんでもないものが出来上がるからな。自分で作ったほうが早いし美味い」

　自信ありげな口調が気になるものの言っていることは納得できてしまう。しかも本当においしいし。

　お味噌汁だけじゃなく、ほどよい固さのご飯も、ホクホクに焼けた魚も、甘みのある胡麻和えもどれも美味しくて箸がどんどん進んでいく。

「あと、今朝一番に婚姻届出してきたから。今日からお前も貴島だ」

　彼が唐突に発した言葉に、私は手にしていたお茶碗と箸をテーブルに落としてしまう。

「は……？　本当に出したんですか？」

「当たり前だ。なんのために昨日書かせたと思ってる。戸籍謄本はお前の父親から事前に貰ってるから安心しろ」

「なにを安心しろと……？」

　まさか本当に、しかもこんなに早く出すとは思わなかった。知らないうちにいつのまにか私は滝沢紬ではなく貴島紬になっていたということだ。

　……最悪だ。

　結婚なんてしないと思ってたのに。よりによってこんな男とするはめになるなんて。

　自分の人生についていけず呆然としながらも箸を持ち直す私に、貴島さんは心の中を察するように言う。

「なんだ、不服そうだな」

「……不服そう、じゃなくて不服なんです。私まだ昨日のあなたの発言許してませんから」

「結構執念深いんだな」

　しれっと失礼なことを言ってのける彼を、私はキッと睨みつける。

　本当に最低。昨日一度は謝ったけれど、結局本心では申し訳なさなんて感じていないのだろう。三千万円をあっさり払えるほど裕福で、家業にも恵まれた彼にはきっと、私の気持ちなんて想像もつかないのだ。

　たったひとりの家族にも置き去りにされ、なにもなくなってしまった私の孤独なんて。きっと微塵もわからない。

　心の中で呟くと不意に寂しさがこみ上げて、ご飯を飲み込みかけた喉がきゅっと締まるのを感じた。

「あとそれ食ったら出かけるから準備しておけ」

「え？　どこへ？」

「うちの店。一応結婚して妻になったんだから、挨拶は必要だろ」

　店に挨拶って。早速の妻らしい行動に抵抗しか感じない。

「……私、仕事探しに行く予定だったんですけど」

「ああ、三千万返すとか言ってたもんな。けどそれは、妻としての役割を果たした上でが条件だ。よって今日は、店への挨拶が優先」

　なんて身勝手な……。いや、それも含めての結婚なんだろうけど。私は一日でも早く仕事を見つけて借金を返してしまいたいのに。もしかしてこのまま仕事探しさせない気じゃ……。

　げんなりとした気持ちが露骨に顔に出てしまっていたのだろう。貴島さんは私を見て小さく溜息をつく。

「三千万……」

　彼がボソッと呟いた言葉は、こちらからすれば『借金払ってやったのに』という圧でしかない。

「はいはい、わかりましたよ。貴島さんの店に行けばいいんでしょう、行けば！」

「物分りがいいやつは好きだな。なあ松戸」

　嫌味っぽく笑って言う彼に、松戸さんは苦笑する。

　くそ、逆らえない……！

　腹立たしくご飯を口に詰め込む私と、満足げに笑みを浮かべる貴島さん。そんな空気を気遣ってか松戸さんは言う。

「そうだ、紬さんももう貴島家の奥様となったわけですし、秋人さんを名前で呼んでみてはいかがでしょう？」

「えっ」

　な、名前で？

　結婚した相手とはいえ正直まだそこまでというか微塵も心を開けておらず、名前で呼ぶのは抵抗感がある。けどたしかに、人前で呼ぶときも『貴島さん』呼びではおかしいだろうし。

「名前が呼びづらいなら『ご主人様』でもいいんだぞ」

「それは嫌です」

「お前、はっきり言うじゃん……」

　間髪容れずにきっぱり拒否すると、彼は呆れたように笑う。そこにすかさず松戸さんが言った。

「でもそれは秋人さんも同じですよ。昨日から紬さんを『お前』って呼んでばかりじゃないですか」

「俺はいいんだよ、俺は」

　松戸さんの鋭い指摘を流すと、貴島さんは食事を終え食器をキッチンへ持っていく。

　やっぱり偉そうな人だ。彼の態度にそんなことを思いながら、私も早く食事を済ませてしまおうと茶碗の中を空にした。




　朝食のあと身支度を済ませ、私と貴島さんは松戸さんの運転する車で家を出た。そして家のある麻布から車で二十分ほどかけてやってきたのは、日本橋だ。

　有名な麒麟像のある橋からほど近く、大きな通り沿いにどんと構えた店の前に車が止まり私たちは降りた。

『貴島呉服店』と黒地に金色の字で書かれた看板を高々と掲げたその店は、日本橋の一等地にありながらも私の実家の呉服店の何倍もの広さがある。

　五階建ての建物にショーケースにはきらびやかな着物と有名モデルのポスターが並ぶ。さすが、あの貴島呉服店の本店だけあって圧巻だ。

　貴島呉服店といえば国内一有名な老舗呉服店だ。

　本店はここ日本橋で、横浜、京きょう都と、金かな沢ざわなどに支店を置いており、オーダーメイドから既製品の販売やレンタルまで幅広く取り扱っている。価格は正直言って高めだ。けれど商品の質の良さやデザインの美しさは業界一と呼ばれていて、国内外から圧倒的な支持を得ている。

　貴島さんはそんな大きな会社の副社長なのだと今更ながら実感して、緊張から息を飲む。

　挨拶って……どんな顔でいればいいのやら。服も持ってる服の中で一番まともそうなの着てきたけど、変じゃないかな。

　フレアスリーブの白いブラウスにピンクベージュのテーパードパンツという自分の格好が、無難なような面白みのないようなと不安になってしまう。

　自動ドアをくぐり店内に足を踏み入れると、着物姿の従業員たちが接客についている光景が目に入る。客は数組でがやがやというほどではないけれど、平日の呉服店にしては客数も多く、にぎわっているのが感じ取れた。

「少し落ち着いたら紹介するから、それまで適当に過ごしててくれ」

「はい」

　貴島さんはそう言うと慣れた足取りで店内を歩き出す。

　颯爽と歩く着物姿の彼は、人や物で溢れた店内でも一際目立って見える。私と朝食をとっていたさっきまでの姿とは違う、凛とした顔つきで声をかける貴島さんに、従業員はにこやかさの中に緊張感を持って応えている様子が見える。

　入り口に立ったまま店内を見渡すと、五階までは吹き抜けになっていて建物内は開放感がある。一階に商品が並んでおり、奥には応接スペースのような丸テーブルがいくつか置かれている。見た感じ、上の階にはフィッティングルームなどがあるのだろう。

　それにしても、一階に展示してある分だけでもすごい商品の種類だ。着物から帯、襟元の飾りなど……父のやっていたお店と比べても差は歴然だ。さすが貴島呉服店というだけある。

　色とりどりの着物を見ていると、不意に背後に気配を感じた。

「いらっしゃいませ、そちらいかがでしょうか」

　その声に振り向くと、そこにいたのは私より少し年下だろうか、茶髪の若い男の子だ。麻素材の深緑の着物を着こなした、少し小柄な彼はかわいらしいくりっとした目で私を見る。

　かわいい顔の男の子だ。

「華やかで素敵な柄ですよね。さすが、副社長の奥様はお目が高い」

　にこっと愛嬌のある笑顔を見せる彼に、私は首を傾げて答えた。

「副社長の奥様って……なんで私のことを？」

「さっき副社長と一緒に入ってこられたので。『あれが三千万の花嫁か』とみんなで噂うわさしてたんです」

「え!?」

　昨日の今日でもう話が回ってるの!?

「あの、噂というのはどこから、そしてどこまで……」

「噂の出どころはわかりませんけど、そのうち業界全体に知れ渡ると思いますよ。副社長、有名人ですから」

　たしかに、貴島呉服店の副社長が結婚したとなれば話も回るだろう。

　少しでも噂が広まる前に離婚しなければ……！

　改めて心の中で決意したところで、そういえばと彼の名前すら聞いていなかったことに気づいた。

「あの、ところであなたは」

「あっすみません、名乗りもせず！　自分は三み浦うらって言います。まだ入社して三ヶ月の見習いなんですけど」

　そう言って彼が指差す胸元の名札には【三浦沙さ良ら】と書かれている。顔だけじゃなく名前までかわいい男の子だ。

「よろしくお願いします、三浦さん」

「いやいや、呼び捨てで大丈夫です！　敬語もなしで！　たぶん自分のほうが年下ですし！」

「じゃあ……三浦くん、で」

　さすがに呼び捨てにはできず、そう呼んだ私に彼はいっそう明るい笑顔で頷いた。

「よろしくお願いします、奥様！　いや、副社長夫人？　あっ、姐あねさんのほうがかっこいいかも？」

「……名前でいいよ。紬で」

「はい！　紬さん！」

　初対面の人にいきなり名前で呼ばれるなんてあまりないことに戸惑うけれど、人懐こい彼の雰囲気に嫌な気持ちにはならない。

「で？　どうです、この店は」

「すごいね。お店も大きいし、商品量も多いしスタッフとお客さんも沢山」

「ですよね！　自分もまだまだ勉強中で。最近やっと接客に入らせてもらえたところなんです」

　商品知識や着付けなど、勉強することも沢山あるのだろう。呉服屋で働くのも大変だ。でも三浦くんは愛想もいいし接客となれば売れっ子になりそうだ。

　話しながら商品をよくよく見ると、タグには驚くほど高い価格が記載されている。高いとは知っていたけれど、実家の呉服店で扱っていた商品とは桁違いだ。

「こ、ここの着物って結構高いんだね……こんな高いもの売るのって、怖くない？」

　見た目通りというかなんというか、接客業すらしたことがない私にとって物を売ること自体ハードルが高い。そんな中でこんな高い物を売るなんて恐ろしくてできない。

　そんな気持ちからたずねる私に三浦くんは不思議そうに首を傾げた。

「いえ全然？　自分そういうの気にしないですし、そもそもこの店は価格相応のものしか置いてないんで、お客様に納得してもらえる自信もありますし」

　その言葉とともに彼は誇らしげに笑う。

「うちの商品は全部、副社長が目を通して選び抜いてるんです」

「えっ、この量全て？」

「はい。生地も小物も、よいものしか扱わないが先代からのモットーだそうで。『高値になろうと一切妥協しない』、『安売りして自社の価値を下げることはこれまでうちを選んでくれたお客様に失礼だから』って副社長がメディアで言ってたの見て、かっこいいって惚れ込んじゃったんです」

　惚れ惚れとした様子で言う三浦くんの視線の先には、店内奥で従業員と話す貴島さんの姿がある。

　真剣な顔つきで生地をふたつ見比べ話し合う彼は、呉服屋の表情だ。若くして副社長に就くだけのことはある。しっかりとした意志と自信があるのだろう。

　思えば父は、お客さんにはすぐ値下げをし、取引先にはサービスばかりしていた。利益や数字といった面から考えれば、商売人には向いていなかったのだろうと思う。

　だからといって昨日の彼の発言はまだ許せないけれど。

「そうだ、せっかくですし紬さんもうちの着物着てみたらどうですか？」

「え？」

「呉服屋に嫁入りしたんだから着物の良さも知っておかないと！　安心してください、レンタル用の着物もあるんで！」

　三浦くんはうきうきとした様子で、私の背中を押して店内奥の部屋へ連れて行く。

　着物……せっかくだしっていう気持ちもわかるんだけど、どうしても苦手意識が拭えない。

「いや、私着物苦手で……」

「えー？　そんなんじゃダメですよー！　紬さんに似合いそうなやつ、自分が選んであげますから！」

　三浦くんはそう言いながら、赤い着物を手に取る。

　着物を見るのは好き。だけど自分が着るのは、嫌だ。

　年齢とともに、母の顔に似ていく自分。着物を着るとなれば、それはまさしく記憶の中の母そのもので。血のつながりを嫌でも思い知らされる。

　父と私を捨てた母と、同じ血が流れていること。

「ほら、この赤色とかどうです？　紬さん色白いからよく似合――……」

　三浦くんがそう言いながら私の顔の下に着物を当てた。その瞬間、記憶の母の姿が思い出され、一気に胸が苦しくなった。

「結構です!!」

　その気持ちをぶつけるように、両手で着物を押しのける。

　つい出てしまった大きな声に、三浦くんは驚き目を丸くする。店内にいた人たちも何事かとこちらを見ているのがわかり、その視線にはっと我に返る。

　しまった。三浦くんも悪気があったわけじゃないのに……。

　どうしようと戸惑っていると、突然肩をぐいっと掴まれた。

「紬」

　それと同時に名前を呼ぶ低い声に顔を上げると、その声が貴島さんのものだとわかった。

「貴島、さん……」

　どうしてこのタイミングで……それに今、『お前』じゃなくて名前で呼んだ？

「三浦。人の嫁さんになにちょっかい出してるんだよ」

「出してませんよー！」

　口を尖らせて言う三浦くんを呆れたように見ると、貴島さんは肩を抱いたまま歩き出す。

「あの、貴島さん？」

「来い。見せたいものがある」

　見せたいものって、なに？

　連れられるがまま、私は彼と三階の奥にある部屋へとやってきた。一面マットが敷かれたその部屋には、ラックや棚にずらりと商品が並べてある。いわば商品倉庫といったところだろうか。

「あの、ここは？」

「商品の保管室兼倉庫ってところだな。出来上がった商品やクリーニングに出したものを保管するのに使ってる」

　説明しながら彼が目で示した先には、大衣い桁こうにかけられた真っ赤な着物がある。深みのある赤色に華やかな刺繍のその着物はどこかで見覚えがある。そう、私が持ってきた母の着物だ。

「あれ、どうしてここに？」

「昨日部屋に様子見に行ったらこれ抱えて寝てたからな。呉服屋としてさすがに見過ごせなくて、勝手に回収してクリーニングさせてもらった」

　たしかに昨夜はいろんなことで頭がぐちゃぐちゃで、着物を抱きしめるように握って寝落ちしてしまった。

　そういえば、今朝起きたときに部屋に着物はなかったかも。

「でもそれでもうできたんですか？」

「ああ、今朝一番にシワ取りだけしてもらった。汚れもなかったし、大事に保管してあったんだな」

　その言葉とともに目を細めながら着物の細やかな柄を指先でそっと撫なでる。

「母親から貰った大切なものなんだろうし、もうあんなふうに雑に扱うなよ」

「どうして母のだって知って……？」

「この着物を滝沢夫妻に贈ったのは俺の祖父だ」

　貴島さんはそう言って、部屋の棚の上に飾られた写真たてのひとつに目を向ける。それは古い写真で、真っ赤な着物を着た私の母と袴姿の父、それと年配の男性が一緒に写る一枚だ。

「お父さんとお母さんの結婚式の写真……どうしてここに？」

「この部屋は祖父が現役時代によく使ってた部屋でな。祖父の大切なものが置かれていたからそのままにしてあるんだ」

　その言葉に棚の上を見ると、他にもいくつかの写真や置物が飾られている。

「お父さんとお母さんの結婚式、貴島さんのおじいさんも来てたんですか」

「ああ。それくらい親しい間柄だったんだろうな。ちなみにその着物は世界的デザイナーの一点もので、二百万はする」

「に……!?」

　そんな高級なものを気安く持ち歩いていたなんて！

「そんなに高い着物があるんですね……」

「価格はピンキリだけどな。けど、人生に一度の思い出に価値あるものを求めるのは当然だろ。だからこそ売る側も、安易な妥協や安売りをしちゃいけない」

　それは先ほど三浦くんも言っていたことだ。

　ブレない意志を常に持つ彼は、未来の経営者としての自信に溢れ、まぶしいくらいだ。

「そういうわけで、その着物はうちに大事に保管しておくから。いざというときに着ればいい」

「……呉服屋の嫁は、着物を着なきゃダメですか？」

「洋服でも着物でも好きなものを着ればいいとは思うけど……まあ、こうして店に顔を出すときや、仕事関係の相手と会うときは必須だから自分で着られるようになっておいたほうがいいとは思う」

　強制はしないけれど、といった彼の言葉に納得しながらも溜息がこぼれた。

「なんだ、不服か？」

「着物、好きじゃないですから」

「呉服屋の娘なのにか？」

「だから、です。好きだったら跡継いでますよ」

　私の返事に「それもそうだな」と貴島さんは納得する。なんで、とそれ以上深く問わない彼の空気が、自然と心を素直にさせた。

「……母親を、思い出すから」

　幼い頃から身の回りにはいくつもの着物があって、幼い頃は洋服より着物が好きだった。だけど母が出て行って、母親似の自分が着物を着るたびに母の姿が思い浮かんでこの胸を苦しくさせた。

　呉服屋の妻として、いつも着物に身を包んでいた母。

　綺麗で優しくて、明るい笑顔だった母。

　そして――いつまでも女だった、出て行ってしまった母。

「親はたしか、離婚してたんだったか」

「はい。母は私が幼い頃に他に男をつくって出て行ったんです。……私は着物と一緒に捨てられた。そんな母を思い出すから、着物は嫌い」

　口に出すたび、言葉が胸の奥に沈む。鉛のように重く、いくつも沈んだまま溜まっていく。

　息苦しさにぎゅっと拳を握った。すると突然、貴島さんは私の顔を両手で包んだ。

　大きな掌と長い指が頬を包む。そして彼は真っ黒な瞳で私をまっすぐに見つめた……が、次の瞬間顔を潰すようにして、表情筋の硬い私の顔を乱す。

「……すごく不快なんですけどなにしてるんですか」

「いや、落ち着いた顔して結構ガキなんだと思って」

「が、ガキ？」

　そんなこと初めて言われた、と驚いていると、その手の力が緩められ彼は私から手を離す。

「嫌いとか言って、母親の形見の着物は大事にとっておいてる。それって紬自身がまだ母親のことを大切に思ってるからなんじゃないのか？」

「え……」

「母親がなんて言って出て行ったかは知らないけど、真意なんてわからないだろ。もしかしたら男なんていなかったのかもしれない、自分といるより父親のもとにいたほうが紬の幸せにつながると思ったのかもしれない」

『かもしれない』、と彼が口にするその言葉は、ひとつひとつこの心に可能性を与える。

　そんなこと、考えたことなかった。

　周囲の陰口だけを信じて、そう思い込んでいた。本当のことやお母さんの気持ちなんてなにひとつわからないのに。

「それに、たとえそれがどんな理由だったとしても、紬は苦しくて寂しかったんだろ。それを『嫌い』なんて言葉ひとつで片付けようとするなよ」

　そう言われて、たしかに自分がつらい気持ちからただ目を背けていただけだと気づかされた。

　苦しくて寂しい、同じ血が通っていると思うと怖い。

　心の底からそう思うほどお母さんのことが好きだっただけなのに。

「苦しさとも寂しさとも、向き合うんだ。向き合えずに逃げてるうちは、いつまで経たってもガキのままだ」

　貴島さんはそう言うと、ふっと小さく笑い私の頭を優しく撫でた。

　これまでの意地悪な印象とは違う。まっすぐで優しさのある声に、涙が出そうになったけれど、そんな姿は見せられないとぐっとこらえた。

「……偉そう」

「偉いんだ。副社長だからな」

　けれど今度はあまりにも堂々と言い切る彼がおかしくて、思わず「ふっ」と笑いが漏れた。

「なんですかそれ、そんなふうに言う人初めて見た」

　くすくすと笑いが止まらない私に、貴島さんはどこか安心したように微笑む。

「やっと笑ったな」

「え？」

「昨日からずっと、困惑か不服かの顔しか見てなかったから」

　言われてみれば……昨日からずっと不安や戸惑いなど気持ちがざわめくことばかりだった。久しぶりの穏やかな気持ちに安心感を覚えながらもはっとする。

「誰のせいですか」

「お前の父親のせいだろ」

「……返す言葉がないです」

　そんなやりとりに、ふたり顔を合わせて再び笑った。

「そうやって笑ってろ。せっかく元は悪くないんだ。笑顔のほうが着物もいっそう似合う」

　さらりとした口調で褒めながら、その手は一枚の着物を取る。

「よし、じゃあ脱げ」

「は？」

　続いて発せられたセリフに、空気は一転し私は再び真顔になる。

「いきなりなんの話ですか」

「着物への抵抗感が払拭できたところで、俺が見繕った着物を着付けてやる。だから脱げ」

「嫌です。結構です。お断りします」

「なら脱がせるまでだ。安心しろ、結婚してるとはいえ色気のないガキに欲情しない」

「はあ？　誰が色気のないガキですか……って、いやー!!」




　そして数十分に渡る格闘の末、鏡には明るいピンク色の着物を着た自分の姿が映る。

「わ……」

　肌を明るく見せるコーラルピンクに鞠の絵柄が描かれた着物。白い帯と赤い帯紐がかわいらしい。見慣れない自分の姿に、気分が少し高揚した。

「紬は赤よりピンクって感じだな。肌の色から、明るめの色が似合う」

　私の背後に立ち、帯を整える彼は、額にうっすらとかいた汗を指先で軽く拭った。

「それにしても苦しい……」

「我慢しろ。そのうち慣れる」

　本当に慣れるのだろうか……。

　帯の締め付けに息をひとつ吐いていると、貴島さんは腕時計を見て頷く。

「よし、そろそろ遅番のスタッフも来た頃だろうし、全員集めて挨拶するか」

　そして彼とともに一階へ降りると先ほどと比べ客足は落ち着いており、貴島さんはその場の従業員全員に招集をかけた。

　売り場担当から着付け担当、さらには商品管理担当など想像以上に従業員がいたらしく、その場には私たちを囲む大きな円ができた。多くの従業員たちを目の前にしても貴島さんは堂々としたまま。

「一部の者は知ってると思うが、先日結婚した。今後彼女が経営に携わるかは未定だが、なにかと関わりはあると思うのでよろしく頼む」

　そう言って私を見た貴島さんに、従業員たちの視線も一気にこちらへ集中する。彼の目が私にコメントを求めているのは明らかで、一気に緊張してしまう。

　この結婚は、借金のため。気持ちなんて互いになくて、愛なんてものももちろんない。

　だけど、この胸にずっとつかえていたものを溶かしてくれた。そんな彼に、ほんの少しくらいなら心を寄せてもいいかなって思うから。

「紬と申します。秋人さんの妻として、支えていけたらと思いますのでよろしくおねがいいたします」

　私はその言葉とともに深く頭を下げた。

　窮屈で苦しくて、着物の良さというものは美しさ以外はまだわからない。だけど、背筋をピンと伸ばしてくれるこの感覚に、自然と上を向ける気がした。

　ここから私と彼の、仮初めの日々が始まる。










３．スイートアンドビター




　不本意ながらも貴島紬となって、一週間。

　平日午後の貴島宅には、閑静な住宅地に似合わぬ大きな声が響き渡る。

「奥様、話聞いてます!?　裾は水平に持つ！　床につかない！」

「こうですか？」

「短すぎです！　もっと床スレスレに合わせて！　ああもう、今度は長すぎて床についてます！」

　初めてこの家に来たときに通された一階の和室では、長襦袢姿で淡い緑色の着物を着付けようとする私と、着物の先生である中年女性とが悪戦苦闘している。

　幼い頃以来、着物を着る機会もなく縁などなかった。けれど呉服屋の妻としてせめて自分で着付けくらいはできないとという秋人さんの言葉から、貴島呉服店お抱えの先生にこうして習っているわけだけれど……。

　初日は温厚だった先生も、私の不器用さとセンスのなさに、三日目の今日は怒りモードだ。

　私ってこんなに着付け苦手だったんだな……。初めて知る自分の一面に、もう苦笑いすら出ない。

「もう、本当に呉服屋の娘さんなんですか！　不器用ですし変に大雑把ですし、覚えるまでいつまでかかるのやら！」

「すみません……」

　先生に叱られつつ、なんとか最後の行程までいき帯を締めた……が、鏡に映るのは襟元はよれて帯は曲がり、なんとも不恰好な自分だ。

　それを見て先生が溜息をついたところで、襖ふすまの向こうから声がした。

「俺だ。入ってもいいか？」

「はい、どうぞ」

　その声から秋人さんだと察し答えると、開けられた戸から彼が姿を見せた。

　秋の訪れを感じさせるようなチャコールグレーの着物がよく似合っている秋人さんは、私の姿を見てギョッとする。

「なんだその姿。どんな暴れ方したらそうなるんだ」

「暴れてませんよ……」

「暴れられてこうなるほうがまだマシです！　副社長、奥様不器用すぎです！」

「先生の力をもってしてもですか。これは習得まで根気が要りそうですね」

　言いたい放題言われているけれど、なにも反論はできない。すると秋人さんは私の正面に立ち、襟元に手をかける。

「……ちょっと、どこ触ってるんですか。セクハラ」

「触られたくないなら早く綺麗に着られるようになるんだな」

　よれた襟元をピッと整えてくれる彼に、ついじっとその顔を見つめる。

　こうして近くで見ても、綺麗な人。肌も白くて艶やかで、長い睫まつ毛げと涼しい瞳が印象的な顔立ちだ。

　すると不意にこちらを見た秋人さんと目がしっかりと合った。

　彼の顔のよさに思わずドキッとしてしまう。咄とっ嗟さに表情を隠すべく、私はキュッと口元を締めた。

「って、おい。人がせっかく直してやってんのになんで表情硬くさせてんだよ」

「なんのことですか。私はいつもこうですけど」

「そうかよ」

　話しながらも秋人さんは裾や帯を整え、不恰好だった姿をあっという間に綺麗に直してみせた。

「よしできた」

「ありがとうございます」

　秋人さんは私の背後に立ち、鏡越しに全身を見て納得する。

「いい色使いだな。若い女性に受けそうなおしゃれ感もあるし、着物選びのセンスあるよ」

「本当ですか？」

「ああ。これで着付けが上手くなればもっといい」

「わかりましたってば」

　先日再び貴島呉服店へ行き、お店の中の商品から好きなものを選んでいいと言われた私は、いくつかの着物と帯、そして小物を選んできた。その中で今日は淡い緑色の着物にストライプ柄が入った深緑の帯、金色の帯紐で組み合わせてみた。

　こうして見ると着物は今の子でも楽しめるような色柄もあり、洋服と同じような感覚で組み合わせたりできるのだと知り、そういうところは楽しいと思えた。

　そんなことを考えながら、鏡に映る秋人さんから頭上にある彼の顔へ視線を移す。

　見方が変わったのは、着物に対してだけじゃなく、彼に対してもだ。

『それを『嫌い』なんて言葉ひとつで片付けようとするなよ』

　あんなふうな、優しい言葉を与えてくれる人だとは思わなかった。最初のイメージは最悪だったけれど、少しは信用してもいいのかもしれない。

「よし、着付けも済んだし出かけるぞ」

「どこへですか？」

「取引先。昔から懇意にしてるところがあってな、仕事の話と挨拶も兼ねて」

　そう言って歩き出す秋人さんに続いて、私も部屋を出た。

　今日は松戸さんは着物の先生を送っていくため、私たちは秋人さんの運転する車で取引先があるという神楽かぐら坂ざかへとやってきた。

　少し離れたパーキングに車を停め、目的地までふたりで並んで歩く。

　取引先、か。そういえばお店の商品は全て秋人さんが目を通してるって言っていたし、取引先に対してもきちんと気にかけているのだろう。

　また妻としての挨拶……緊張するなあ。

　と、そこまで考えてふと気づく。

　そういえば私、当初の目的をすっかり忘れてたけど、早く借金返して離婚するために仕事探さなきゃいけないんだった……!!

　最近はすっかり着物のことや着付けの仕方で頭がいっぱいで、それどころじゃなかった。

　結婚してからのこの一週間、秋人さんとの生活は意外にも穏やかだった。

　食事は当初別にとる方向で考えていたけれど、初日に私が横着をしてコンビニ弁当で済ませようとしたところ秋人さんに『食事はバランスのいいものをちゃんと食べろ』と取り上げられ、結果夕飯は毎回一緒に食べることとなった。

　いつも作ってもらうのもなんだか癪しゃくだし、と交互に作ることにしたはいいが、料理上手な彼と比べ、正直言って私の料理の腕前はやや微妙な素人レベルだ。

『肉焼きすぎ。味噌汁は具が崩れすぎ』

『見た目が悪くてすみませんね。無理に食べてもらわなくても結構ですから』

　容赦なくダメ出しをしてくる秋人さんに悔しい思いをすることもある……けれど。

『でもまあ、味は悪くないな』

　そう言って小さく笑う彼とのやりとりは悪くないと感じてしまっている自分がいる。

　それはつまり自分の中でも、この結婚生活を受け入れようとしている気持ちがあるってことかな。

　いやいや、それとこれは別。着物のことは少し好きになったし、秋人さんも悪い人ではないのだろう。けどだからってこのまま結婚生活を続けるわけにはいかない。

　明日から仕事探ししてみせる……。

　心の中で決心する最中、履き慣れない草履で上手く歩けず、歩幅は小さく歩みは遅くなってしまう。

　こんなんじゃ秋人さんに置いていかれてしまう。滅多に来ないような場所で迷子になるのは避けたい。

　そう思いながら隣をチラッと見る。ところが意外にも、秋人さんは私を置いていくことなく同じペースでゆっくりと歩いてくれている。

「すみません、歩くの遅くないですか？」

「気にするな。せっかく天気もいいし、散歩ついでみたいなもんだ」

　彼の言葉に顔をあげると、まだ少し気温はあるものの真夏とは違うどこか爽やかな風が頬を撫でた。

　……そうやって、不意に優しいこと言ってくれるから。気持ちが少しだけ揺らいでしまうんだよね。

　ふたり並んで歩きながら一本の細い路地へと入ると、石畳が続いている。和の風情ある景色が、ここが大都会・東京の一角ということを一瞬忘れさせた。

「どうかしたか？」

「いえ……神楽坂ってあんまり来たことなかったので。趣のある街だなと」

「そうだな。神楽坂といえば高級料亭とか、大人の街ってイメージだが今は結構いろんな店が並んでて歩いてるだけでも面白い」

　その言葉を聞きながら辺りを見回すと、たしかに。昔ながらのモダンな雰囲気の中には、書店や雑貨店、カフェなど若い人が好みそうな店も並んでいる。

　その中のひとつ、少し古びた看板に【甘味喫茶】と書かれたお店のショーウィンドウにはおいしそうな黒蜜きなこパフェの写真が飾られている。

　お、おいしそう……。

　さっぱりとした性格のせいか意外だと度々言われるけれど、実は私は大の甘党だ。特に和菓子が大好きで、中でも黒蜜きなこは一番好きと言っても過言ではない。

　けど今は秋人さんとの用事の最中だし、我慢……！　後日またひとりで来られるように、お店の場所をしっかり頭に刻んでおこう。

　そんな思いで、唾を飲みながらショーウィンドウをじっと見た。

「……『黒蜜きなこレトロパフェ』？」

　すると突然、私が見ていた写真の横に書かれた文字を秋人さんが読み上げた。

　まるで心を読まれた気がして驚いて振り向くと、背後に立つ彼が私の視線に合わせるように少し屈みながら同じくショーウィンドウを見ている。

「なっ、なんで……」

「そんなに熱心に見てたら気づくだろ。なんだ、食べたいのか？　さっき昼食済ませたばっかりだけど」

「たしかにそうですけど……甘いものは、別腹だし」

　恥ずかしさから視線を彼と反対方向へと逸らす。ここで素直に『甘いもの好きなんです』『気になっちゃって』と言えない、かわいげのないところがまた自分らしいとも思う。

　けれど秋人さんは、そんな私を見てふっとおかしそうに笑った。

「へえ、意外とかわいいところもあるんだな」

「悪かったですね、かわいげない顔して甘党で」

「ん？　いや、俺がかわいいって言ったのは甘党のことじゃなくて」

　彼が言いかけたところで、カランと音をたて店のドアが開けられた。中から顔を覗かせたのは、黒いエプロンに白いワイシャツ姿の店主らしき年配の男性だ。

「おや、お客さんかな？　いらっしゃいませ、今ならちょうど空いてるから窓際の一番いい席をご案内できますよ」

　真っ白な白髪頭と大きなメガネといった風貌の店主は、私たちを見ると人のよさそうな笑顔を向けた。その言葉に秋人さんは「じゃあ寄ってくか」と私の背中を軽く押しながら店へと入った。

　店内は四名掛けの席が六つとカウンター席が五席あるだけの、大きいとは言えない造りだ。けれどアイボリーのシンプルな壁紙に、ダークブラウンの木製テーブル、オレンジ色のほんのり薄暗い照明といかにも純喫茶といった雰囲気が心をワクワクさせた。

「こちらどうぞ」

　店主に案内された、一番奥の窓際の席で、私たちは向かい合う形で真っ赤なソファへ腰を下ろした。この席の横の窓だけ大きなステンドグラスになっており、赤青緑など色とりどりのガラスが太陽の光を受けて輝いている。

「わあ、きれい……」

「たしかに、一番いい席と言うだけあるな」

　その美しさに思わず笑みがこぼれた。そんな私たちの反応を見て、店主は嬉しそうに目を細めた。その表情からきっとこの景色は彼にとっても自慢のものなのだろうと察することができた。

「ご注文はお決まりですか？」

　その言葉に秋人さんはコーヒーを、私は黒蜜きなこパフェを注文すると、店主は早速カウンターへと向かって行った。

　ふたりきりになり改めて秋人さんと向かい合う。モダンな印象のチャコールグレーの着物姿の彼は、非日常感のあるこの店の雰囲気によく合っている。

　本当に綺麗な顔してるなあ、と悔しいけれど認めざるを得ない。

「よかったんですか？　取引先に行く途中だったのに」

「ああ。朝から働きっぱなしだったから少し休憩したかったしな」

　秋人さんはそう言いながら、窓のステンドグラスに再び目を向けた。

　彼の穏やかな瞳を見つめるうち、店内にコーヒーの香りが漂い始める。ほどなくして店主がトレーを手にやってきた。

「お待たせしました」

　ホットコーヒーの注がれたカップに続き、パフェの入った器が置かれる。ガラスの容器にシリアルとアイスクリーム、たっぷりの黒蜜ときなこが盛られたそのパフェは写真で見たままでおいしそうだ。

「いただきます」

　スプーンですくいひと口食べると、黒蜜の濃い甘さが一気に広がった。さらにアイスクリームのひんやり感ときなこの優しい甘みが、絶妙なバランスで混じり合う。

「おいしい……！」

　思わず笑みとともに声に出すと、目の前の秋人さんの視線に気づいてハッとした。

『パフェひとつではしゃいで子供かよ』とからかわれるのを想像して、恐る恐る顔を上げる。

　ところが予想に反して、こちらを見る彼は優しい笑顔だった。意外なその表情に驚いてしまう。

「……なんですか、こっち見て笑ったりして」

「いや、かわいいと思って」

「か!?」

　ぽろっとこぼされたその言葉に動揺するあまり、店中に響くほど大きな声が出てしまった。

　か、かわいい？　私に??

　言い慣れているのか、特別な意味などないのか、秋人さんはいたって冷静なままカップに口をつけ、ひと息ついてから言った。

「こうして見るとお前、表情がコロコロ変わって見てて飽きないな」

「そう、ですか？」

「ああ。家族のこと言われると怒るし、俺に対して嫌悪感出しまくってるし、けど松戸にはちょっと安心してるし」

　バレてる……。

　これまでの私の心情などお見通しといったように言い当てる秋人さんに、私は肯定も否定もできずパフェをもうひと口食べる。

　けど、そんなこと初めて言われた。今まで『気持ちがわかりづらい』とか『しっかりしすぎててかわいげがない』とか、そんなふうにしか言われたことなかったから。

　元彼だってそうだ。私を常に〝しっかり者の年上彼女〟として扱っていた。だから私も、幼い頃からしてきたように常に毅然とした態度で振る舞い、背筋を伸ばしてきた。

　だけどこんな短時間で秋人さんにはいろいろな表情を見せる自分がいたことに少し驚いた。

「たまには寄り道もしてみるものだな」

「え？」

「こんなコーヒーの美味い店も知れたし、紬の新しい一面がいくつも見れた」

　新しい一面？と首を傾げた私に、秋人さんはカップを手にしたまま微笑んでみせた。

「照れながら精いっぱいいつも通りを装うところとか、甘いもの食べて笑顔になっちゃうところとか。そういうかわいい一面を、な」

　その言葉から、先ほどの『へえ、意外とかわいいところもあるんだな』という発言を思い出した。あの言葉は私の態度や表情に対して言ったことだったのだと気づき、一気に恥ずかしくなってしまう。

「……忘れてください」

「忘れませーん」

　熱くなる頬を隠すように両手で顔を覆って言う私に、秋人さんは笑いながら軽く答える。そんなやりとりをするうちに店のドアが開き、カランという音が他の客の入店を知らせた。




　喫茶店で穏やかな時間を過ごしたのち、ゆっくりとした足取りでやってきたのは、町のはずれにある一軒の店。小さな佇まいのやや古いその店は、一歩入ると壁一面に色とりどりの生地が並んでいた。

「ここは……生地屋さんですか？」

「ああ。昔からうちと取引のある生地屋でな、小さいが老舗ならではのツテでいい生地を仕入れてくれる」

　話していると、店の奥からは五十代くらいの夫婦が顔を見せた。ふたりは秋人さんに目を留めると、一直線にこちらへ駆け寄ってくる。

「あら、アキちゃん！　久しぶりじゃないのー！」

「この前雑誌に出てたの見たぞ！　かっこいい顔でインタビューなんて答えちゃって！　この色男！」

　ふくよかめの女性とがたいのいい男性は、大きな声で笑いながら秋人さんの背中をバシバシと叩いた。その勢いに圧倒され私は一歩下がってしまった。

「ああもううるさい！　それにアキちゃんはやめろってずっと言ってるだろ！」

「だってアキちゃんはアキちゃんだもの。ねえあなた？」

「ああ、俺らにとってはいつまでもガキのアキちゃんだもんなあ」

　私相手だと偉そうに振る舞う彼が、まるで子供のようにあしらわれている。そんな光景が衝撃的すぎてぽかんとしてしまうと、ふたりはこちらに気づいた。

「アキちゃん、この子は？　お店の子？」

「妻。結婚したんだよ」

「えっ!?　そうなの!?」

　さらっと言う秋人さんに、なにも聞かされていなかったのだろうふたりはさらに大きな声を出して驚いた。

　いや、いきなりそんなふうに紹介されても驚くよね。あれこれ聞かれたらどう答えるべきか、と頭をめぐらせた。

　ところが次の瞬間にはふたりは一瞬で理解し、笑顔で結婚話を受け入れた。

「そっか、結婚……おめでとう！　めでたいなあ！」

「そうねえ、おめでたいわねえ！　あっ、お嫁さん立ったままでごめんなさいね、こっち座って！」

　なんて適応能力の高いご夫婦……。

　逆にこちらが驚いてしまい、女性に促されるまま奥のテーブル席に着いた。一方で秋人さんは男性とともに店内でなにやら仕事の話を始めた。

「お茶でいい？　えーと……」

「あ……紬と申します」

「紬ちゃん、ね。呉服屋の奥さんにぴったりの名前じゃない」

　女性は笑って言うとあたたかいお茶の入った湯飲みをふたつ持ってきて、私と向かい合う形で座った。

「ごめんなさいね、私も旦那もうるさくて。びっくりしたでしょ」

「いえ。でも秋人さんがまるで子供みたいで、ちょっと意外でした」

「あはは！　うちは貴島さんのところと創業もほぼ同じで、ずっと付き合いがあってね。ほぼ親戚みたいなもんなのよ。アキちゃんなんて赤ちゃんの頃から見てるから、もう我が子同然で」

　ああ、だからあの子供をかわいがる感じ……。

　納得しつつも、昔からの付き合いの奥さんたちには強く出られない彼がちょっとかわいいと思ってしまった。

　奥さんの話を聞きながら店内を見ると、少し離れたところでは秋人さんとご主人が真剣な顔で話をしている。生地ひとつひとつに触れて首を横に振っている秋人さんから、なにかの交渉をしている様子が見て取れた。

「あら、自分の旦那に見とれちゃってお熱いこと」

「え!?」

　私の視線の先に気づき冷やかすように言う奥さんに、自分が無意識に彼を目で追っていたことに気づき慌てて否定する。

「いえそんなことは本当になくて、ただ真剣な顔してるって思っただけで、全然見とれてなんていなくて、むしろもう見飽きたというかなんというか」

　言い訳をつらつらと述べる私に、奥さんはいっそうおかしそうに笑った。

「本当、仕事モードになると真剣だよね。あの子は仕事ばっかりしてるから正直独身のままでいるんだとばっかり思ってた」

「けどきっとモテますよね？」

「それはもちろん！　モテないわけないでしょ！　でも女連れて歩いてるのなんて滅多に見なかったし、浮いた話も聞かないし……それに結婚にはいい印象持ってないとばかり思ってたから安心したよ」

「え……？」

　それって、どういう意味？

　首を傾げた私に、奥さんは少し悲しそうに笑ってそれ以上言葉は続けなかった。

「そういえばあの子のお母さんには会った？　なかなかパンチ効いてたでしょ」

　気を取り直すように奥さんが切り出した話題に、ふと気づく。

　あれ、そういえば……私秋人さんのご両親に挨拶とかしてない。事情はもちろん知ってるんだろうけど、挨拶のひと言もないなんて非常識な嫁だと思われる……!?

　今更気づいたことに固まっていると、奥さんは不思議そうにたずねる。

「もしかして、まだ会ったことない？」

「は、はい。いろいろいきなりな結婚話だったもので。あの、ところでパンチの効いたお母さんっていうのは……」

　パンチというのはどういう意味かとたずねようとする私に、奥さんは少し考えるように黙るとふっと意地悪く笑う。

「まあ、いろいろ大変だろうけど頑張って」

　いろいろ大変って、なに……!?

　どんなお母さんなの……!!

　でもさすがに、なりゆきでの結婚とはいえご両親に挨拶もなく結婚したのはよくないよね。

　秋人さんに言ってご両親に会う機会つくってもらう？　けどいざ会って『訳ありの娘との結婚なんてやっぱり反対！　すぐ三千万返して離婚しなさい！』って言われたらどうしよう。

　まだ見ぬ秋人さんのお母さんに厳しい口調で言われることを想像してゾッとしてしまう。

「紬？」

　帰りの車内で、名前を呼ぶ秋人さんの声にハッとする。

　あれから秋人さんの仕事が終わるまで、私は奥さんとお茶を飲みながら話に花を咲かせて過ごした。それは楽しい時間だったけれど……ご両親への挨拶という問題はまだ頭から離れない。

「大丈夫か？　奥さん喋りっぱなしだったから疲れただろ」

「いえ、大丈夫です……それにしても生地がズラッと並んですごいお店でしたね」

「ああ。うちはオーダーメイドや自社オリジナルブランドも出してるから、あの店で買い付ける生地がすごく大事なんだ。生地ひとつで仕上がりも印象も変わるからな」

　話しながら秋人さんは赤信号に車を止める。

「ご夫婦もとってもいい方でしたね」

「いい人だけどな。今でも子供扱いしてくるから困る」

「いいじゃないですか、アキちゃん」

「やめろ」

　からかわれて恥ずかしいのだろう、キッと睨にらんでくる秋人さんに私はふっと笑う。

　どうしよう、この流れで聞いてみようかな。

「そういえばさっき奥さんと話してて思ったんですけど、私秋人さんのご実家に挨拶しなくて大丈夫なんですか？」

　話題を切り出す私に、秋人さんは一瞬動きを止める。そしてそのまま目を合わせることなく、顔を前に向けた。

「……ああ、いい」

　そのひと言は、いつもの余裕のある彼とも、仕事中の真剣な彼とも違う。明らかな『拒絶』だ。

　低い声で発した短い言葉は、それ以上の私の言葉を遮る。無言の中、目の前の信号が青になり車が進み始めた。

　家族にすら会わせる気がないのは、どうせ他人だからということだろうか。

　って私、なんでちょっとへこんでるの。

　別に、好きな人に同じことされたとかならわかる。でも私と彼は形だけの結婚なんだし、ご両親に会わなくていいならラクでいいじゃん。

　……そう思うのに。

　丸っきりの他人から、少し距離が縮まったように感じていたのは私だけだった。その事実にこぼれかけた溜息を飲み込んで、窓の外へ視線を向けた。

　無言のまま、重い空気を乗せて車は走りまっすぐ自宅へと着いた。

「俺はこのあと店に戻るな」

　ようやく発せられた声に私は小さく「はい」とだけ答えると、自宅前に止められた車からひとり降りた。すると、家の門の前にひとりの女性が立っているのが目に入る。

　栗色の髪をゆるく巻いたその人は、色白な肌に華奢な体をしており、シンプルなベージュ色のワンピースがよく似合っている。形のいいアーモンドアイに、高めの鼻が印象的な美人だ。

　秋人さんと同じくらいの年齢か、落ち着いた雰囲気を漂わせる彼女はちょうどインターホンを押そうとしているところだ。

　あれ、お客さんかな……？

「あの……」

　なにか用ですか、と問いかけようとしたそのとき。

「小こ乃の羽は」

　車から降りてきた秋人さんは、そう名前を呼び彼女のもとへ駆け寄った。

「あ、秋人。ちょうどよかった、今インターホン押そうとしてたところ」

「どうかしたのか？　うちに来るなんてめずらしい」

「近くに用があったから。これ、いただき物のお菓子のおすそ分け。お母さんここのお菓子好きだったよね」

　ニコニコと笑って言いながら紙袋を手渡す彼女に、秋人さんは先ほどまでの硬かった表情を少し緩め、小さく笑う。その表情にチクリと胸になにかが刺さるのを感じると同じタイミングで、彼女は私に気がついた。

「あ、そちらは……」

　どんな顔をしていいか戸惑いながらも、私は小さくお辞儀をする。

「こんにちは。……妻の、紬と申します」

　そしてそれだけを言うと、秋人さんへ「先に戻ります」と小声で伝えて足早に自宅へと入った。

　玄関のドアを閉めると、外の状況を見ないように二階の自室へと駆け込む。

　なにあの表情。さっきまでの私に対するものと全然違うんだけど。

　私には優しい笑顔なんてなかなか見せないくせに。あんなふうに微笑みかける相手なんて、いるんだ。それに『お母さん』って、あの人は秋人さんのご両親とも親しいということ？

　考えるほど、どうしてか胸にモヤモヤが広がる。

　私たちはどうせ形だけの結婚。私には笑顔も家族への挨拶も必要ない。

　わかってる、のに。どうしてこんなに気持ちが乱されるんだろう。




　それからもモヤモヤは拭えることはなく、私は自室にこもった。夕飯は私が当番だったので作り置きはしておいたけれど、一緒に夕飯をとることはなく、秋人さんの帰宅後も彼を避けて過ごした。

　そして翌日。今日は自宅で仕事をしている秋人さんと口をきくことなく、私は朝から家の中の掃除をしていた。

　私が家にいるようになったことで、週に数回頼んでいたというハウスキーパーさんを呼ぶのはやめてもらった。掃除くらいなら私でもできるし。

　ましてや今みたいに気持ちが晴れないときに、無心になってできることがあるのはいい。

　家の中をひと通り綺麗にしたところで、最後に庭の雑草抜きを始めた。

「あっ、おーい紬さーん」

　すると、門のほうから名前を呼ぶ声が響く。

　誰だろうとそちらへ行くと、三浦くんが紙袋を手に立っていた。

「三浦くん。どうしたの」

「副社長あての荷物届けにきました！　自分下っ端なんでこういった雑用が多いんですよね」

　へへ、と笑って言うと、三浦くんはふとなにかに気づいたように私を見る。

「あれ、紬さんなんか元気ないですね」

「え？　そう、かな」

「はい。なんかテンション低いっていうか、気分下がってるオーラが出てるっていうか」

　私普段からテンション高いことのほうが少ないと思うけど……。

　けれど、まだ数回しか会っていない彼でもわかるほど、目に見えて落ち込んでいるのだろう。これまで『なにを考えているかわからない』と言われることが多かった自分に変化が起きているのだろうか。

「なにかありました？　自分でよかったら話してくださいよ」

　眉尻を下げ、心配そうに言ってくれる。そんな三浦くんの親切さに、私は一瞬迷ったものの勇気を出して聞いてみることにした。

　周囲を見回し近くに秋人さんがいないことを確認すると、私はふたりの間にあった門を開け自分が門の外に出た。

「……あの、さ。秋人さんが微笑んでるところって見たことある？」

「ないっす！」

　気持ちのいいほどの即答。だよね、と苦笑いをこぼす私に、三浦くんはふと思い出したように言う。

「あっでもひとりだけあるかも。前に店に女の人が来たことがあるんですけど、知り合いなのか仲よさそうで、その人には優しく微笑んでましたね」

「その人って、栗色の髪の細い感じの……」

「そうそう！　年上お姉さんって感じの！」

　三浦くんの話にその人が昨日の『小乃羽』と呼ばれていた女性だと確信する。

「あの副社長が優しく接するなんて彼女なんだろうなーって思ってたんですよね。だから最初副社長の結婚相手ってその人なのかなって……はっ！　すみません！　余計なことを！」

　黙ったままの私に、しゃべりすぎたと気づいたらしい彼は慌てて自分の口を塞いだ。

「で、でも結婚したってことは紬さんが一番ってことですよね！　ね！」

「そう……ありがとう」

　必死なフォローがなんとも悲しい。変なこと聞くんじゃなかったかも、と溜息をひとつつく私に、三浦くんは両手で私の手をぎゅっと握る。

「あの、紬さん！　自分あんまり頭良くないんで空気読めないことも言っちゃうかもですけど、でも紬さんの味方なんで！　力になるんで、いつでもなんでも話してください」

　私を元気付けようとしてくれているのだろう。骨っぽい手で私の手を包みながら、ニコッと眩しい笑顔を見せる。

　三浦くん、いい子だなあ。

　近い距離感に戸惑ってしまうけれど、その親切心に嬉しくなる。

「……ありがとう」

　思わずこぼれた笑みとともにお礼を述べると、彼はいっそう口角を上げた。

「仲良しそうでなによりだな」

　そこへ水を差すように、秋人さんの低い声が割り込んだ。

　振り向くとそこには家から出てきた秋人さんがいる。話に夢中でドアが開く音すらも聞き逃していた。

　嫌味っぽく言いながら、私たちの手元に目を向ける秋人さんに、三浦くんは慌てて握っていた手を離した。

「あっ副社長！　これ荷物です！」

「ああ、悪かったな。午後予約多かっただろ、早く戻れ」

「はいっ、失礼します！」

　門に近づいてきた秋人さんへ紙袋を手渡すと、三浦くんは「じゃあ！」とその場を去っていった。今度は門を挟んで私と秋人さんが立つ。すると彼は家のほうに体を向け、私に背を向けた。

「ああいう男が好みか？」

「え？」

「俺には口もきかないで避けてたくせに、三浦にはデレデレしやがって」

　は？　それってどういうこと？　ていうか……そんなこと、秋人さんには言われたくないんだけど。

　ついイラっとして、私も口を開く。

「自分だって、好みは年上美人なくせに」

「は!?」

　私の発言に、秋人さんは驚いたように勢いよくこちらを振り向いた。

「待て、なんの話だそれ」

「年上美人にデレデレしてる人にとやかく言われたくないです！　ほっといて！」

「なっ……おい紬！」

　彼の態度や発言が腹立たしく、私は雑草抜きも途中で放棄し、家の中へ上がっていく。

　なにあの言い方。頭きた。

　もう知らない。形だけの夫婦でしかないなら、お望み通りそうなってやるんだから。

　そう心の中に決めながらも、三浦くんの手と秋人さんの手のぬくもりを比べてしまう自分がいた。










４．約束




　秋人さんの言葉に言い返し、ケンカのような空気になって丸一日が経った。

「あら、今日はなかなか上手に着られてるじゃないですか」

　夫婦仲が悪かろうといつも通り着付けの練習はあり、無心で取り組んだ結果いつもより比較的綺麗に着ることができた。鏡に映る淡いピンク色の着物を着た自分。綺麗に着られて嬉しいはずなのに、気持ちは全然上がらない。

　今朝も秋人さんとは顔を合わせることなく、言葉のひとつも交わさずに彼は仕事に出て行った。昨日は腹立たしさがあったけれど、時間の経過とともに気まずさが大きくなっていく。

　こんな状態で結婚生活を続けていくなんて、きつい。

　思わず溜息が出た。

「じゃあ奥様、私出張で当面レッスンに来られませんけどちゃんと自主的に練習しておいてくださいね」

「はい、わかりました」

　着付けの練習を終え帰っていく先生を玄関まで見送ると、ちょうど家の前に一台の車が止められた。

　白いセダン……松戸さんの車だ。

　予想通り運転席からは松戸さんが降りてきて、ひとりバタバタと走ってくる。

「お疲れ様です、どうかしましたか？」

「あっ紬さん、どうも。これ、顧客様から秋人さん宛の贈り物です。要冷蔵なので届けにきました」

　松戸さんは今日も人のよさそうな笑顔で言うと、白い紙袋を手渡した。袋の表面に書かれたロゴは、たしか銀ぎん座ざにある超有名パティスリーのものだ。フルーツタルトが有名なお店だったはず、と思いながら受け取った。

　すると松戸さんはなにやら急いでいる様子で、腕時計を見ながら「では！」と足早に去ろうとする。

「今日忙しいんですか？」

「忙しいというか、少しスケジュールが詰まってしまって。この贈り物をもう一軒お届けに行かないといけないのですが、店でのミーティングの時間も迫ってまして」

　自分の都合だけではなく、秋人さんや会社に合わせても動かなければいけない、秘書というのは忙しい仕事なのだろう。

　額に汗をにじませる松戸さんに、私はつい提案する。

「あの……よかったら私、手伝いましょうか？」

「え？」

「届け先が私が持って行って大丈夫なところだったら、ですけど。私時間ありますし」

　本音としてはこのまま家でひとりでいると息が詰まりそうだから、というのもある。そんな気持ちから提案したことだけれど、松戸さんはありがたいといったように頷いた。

「ありがとうございます。じゃあ、お言葉に甘えてしまってもいいですか？　今住所書きますね」

　内ポケットから出したメモにサラサラッと住所を書くと、松戸さんはもう一軒分の紙袋とともに私に手渡した。

「先方は花はな香か様とおっしゃいます。ではよろしくお願いしますね」

「はい」

　そして再びバタバタと車に乗って去って行く松戸さんを見送って、私は出かける支度をした。




　行き先がどんな相手かわからないし……このまま着物で行ったほうがいいよね。

　届ける荷物を持って、こぶりな鞄と草履を合わせて、よし。大丈夫。

　身なりを整え家を出て、住所にある場所を目指すべくまずは最寄駅へ向かった。駅前でタクシーを拾い、十数分の道を行く。そしてタクシーから降ろされたのは、青あお山やまの住宅地の中で、異様な存在感を放つ大きな日本家屋の前だった。

「え……ここ？」

　秋人さんの家も大きいとは思うけど、ここはもう家というか旅館？　料亭？

　大きな門の横に『花香』と表札を掲げたその家は、周りは白い壁でぐるりと囲まれており、シャッター越しに見えるカーポートには高級そうな外車が数台停められている。

　大きすぎる家、中が見えないほどの壁、高級車……まさかここに住んでるのって、以前私を売り飛ばそうとした借金取りの親分みたいな人では……!?

　極道の親分といった人を想像し、恐ろしくなってしまう。

　やっぱり気安く手伝うべきじゃなかったかも。なんて今更思っても遅い。私は恐る恐るインターホンに手を伸ばし、ゆっくりと押す。

　ピンポーン、とチャイムが鳴り、ほどなくして『はい』と男性の声が返ってきた。

「あの、貴島呉服店の者ですが。お届け物がありまして」

『貴島……ああ、今出ますね』

　想像していた親分とは違う、若そうな声に拍子抜けしてしまう。少し待っていると門の横の小さなドアが開き、そこからひとりの男性が現れた。

　藍色の着物をゆるく着た彼は、ハーフのような彫りの深い顔立ちをしている。少し長めの前髪を真ん中で分け、ゆるくパーマをかけた髪型に、はだけた着物から鎖骨が覗き色気を漂わせている。

　色素の薄い茶色い瞳で私を見ると、彼はにこりと微笑んだ。

「どうも。この家の主の花香です」

　えっ、こんな若い男性がこの家の主？

　驚きながらも顔に出さず、私はお辞儀をする。

「貴島と申します。こちら、松戸さんから預かってきたものです」

　言い慣れない貴島の名字を名乗りながら紙袋を手渡すと、彼は色の白い手でそれを受け取った。

「わざわざありがとう。立ち話もなんだし、中入って」

「えっ？　いえ、私はこれで……」

「そんな、せっかく来てくれたんだから。いただきものの和菓子もあるからお茶だけでも、ね」

　にこ、と笑って私の背中を軽く押す。そんな彼のペースに流されるように敷地内へと踏み込んだ。

　い、いいのかな。秋人さんの仕事関係の人だし大丈夫だろうとは思うけど……いざとなれば着物の裾を捲まくり上げて走って逃げるしかない。

　不安を抱えながらも通されるまま家に上がると、そこは外から見た印象通り大きい。いくつもの部屋を過ぎ、長い廊下を歩いた先にある広い和室に通されると、そこは床の間に大きな花が活けられている。

「どうぞ、楽にして座って」

「失礼します」

　テーブルはなく敷かれた座布団に正座すると、彼――花香さんは私の向かいに置かれた風炉の横に座りお茶の道具を用意する。

「お茶、ですか？」

「うん、僕は茶道家でね。その縁で貴島呉服店には昔からお世話になってるんだ」

　茶道家……。となれば茶道教室もやっているだろうし、生徒さんも先生の勧めとあれば同じ呉服店を使うだろう。貴島呉服店にとっても大きな顧客のひとりということだ。

　考えているうちに花香さんは目の前で手際よくお茶を点たてる。動きひとつひとつが美しく品があり、大人の色気を漂わせている。

　見とれる私の目の前に、濃い色の抹茶が入った茶碗を置いた。

「どうぞ」

「い、いただきます……」

　とはいえ、お茶の作法などわからない。

　どうするんだっけ、茶碗を回すんだっけ、どこに口つけるんだっけ。

　パニックになりつつも茶碗を手に取る私を、彼は笑顔のままじっと見ている。焦りながら茶碗を右に回し、左に回し……また右に回したところで彼からは「ぶはっ」と吹き出す声が聞こえた。

　笑われた……！

「あはは、もう限界！　真剣な顔して茶碗持ったと思ったら、右に左に回して……あーおかしい」

「すみません、これまでの人生でお茶の作法なんて学ばなかったもので……」

「ごめんごめん、それわかってて試しちゃったんだよね」

　先ほどまでの大人の色気はどこへやら。花香さんは笑うだけ笑って、苦しそうに息を整える。そんな彼の様子から、こっちの姿が素なのだろうと察する。

「気にしないで、普通に飲んでくれていいから」

「……いただきます」

　改めて今度は普通に茶碗に口をつけてお茶を飲む。見た目通りの濃さの抹茶は普段飲みなれているお茶とはまるで別物のように苦い。けれどしっかりと香り、深みを感じさせた。

「どう？　我が家のお茶は」

「苦いですけどおいしいです」

「よかった。もちろんお茶菓子もあるよ」

　花香さんは笑って言うと、和菓子ののった小皿を私の前に差し出す。ピンク色の花や白いうさぎ、赤い宝石のような色とりどりの上生菓子はおいしそうなのはもちろん、かわいらしく華やかでつい気分が上がってしまう。

「わ、かわいい」

「かわいいお菓子ってテンション上がるよねー」

　女子みたいな口調で言う彼に同意して、ふたりでお菓子を食べ始めた。

　ひと口食べると中の餡あんもほどよい甘さで、お茶とよく合う。うん、最高。

「おいしいよね。知ってる？　秋人甘いのあんまり食べないんだけど、この『六りっ花か園えん』のお菓子は好きなんだよ」

「えっ、そうなんですか？」

「うん。だから今度買っておいてあげたら喜ぶよ。秋人のお嫁さん」

　笑顔のまま彼が言ったことに、一度スルーしそうになりながらもふと気づく。

　あれ？　私、秋人さんとのことなんて言ってないのに……？

「なんで結婚のこと知ってるんですか？」

「貴島呉服店の副社長が結婚した、って業界内ではもうすっかり噂だよ。それに僕は秋人とは高校の同級生で、以来腐れ縁でね。秋人本人からも結婚したって話は聞いてたから」

　つまり秋人さんの友達なんだ。雰囲気が真逆なふたりが和気藹あい々あいとしているイメージはつかないけれど、ふと自分がまだ名乗ってすらいなかったことに気づいた。

「あっ、申し遅れました。貴島紬と申します」

「つむちゃんね。よろしくー」

　つむちゃん……初めて呼ばれた。

　慣れない響きにむず痒さを感じていると、花香さんは「で？」と話題を切り出す。

「どういう経緯で結婚にいたったのかな？」

「えっ、いやそれは」

「あの仕事ばっかの無愛想男をどう落としたのか、秋人本人に聞いても教えてくれなかったんだよね。ね、教えて教えて」

　目をキラキラさせて問う彼に、まあ秋人さんの友人ならと思いこれまでの経緯を説明した。

　元彼のことから会社が倒産したこと、借金のこと、結婚のこと……改めて自分で説明してもすごい流れだと思う。それは花香さんも同じく思ったようで、全てを聞き終え苦笑いをこぼした。

「それはまた……きみも散々っていうか、呪われてる？」

「かもしれません」

　人生でここまで不運が重なるなんて、呪われていると言われても否定できない。

「でもそれで秋人とは上手くいってるの？」

「それが……ここ最近はちょっとギクシャクしてて。まあ私なんて、家族に紹介する必要すらない他人なので。上手くいかなくても仕方ないですけど」

　私の言葉に、ギクシャクしている原因を察したらしい花香さんは、「うーん」と少し悩ましげに言う。

「それはちょっと違うかも。紹介したくてもできない、だと思うよ」

「え？」

　したくてもできない？

　意味を問うように花香さんの言葉の続きを待つ。

「秋人の家、ちょっと複雑なんだよね」

「複雑、ってどういうことですか？」

「秋人の両親が会社の経営方針を巡って対立して、それがきっかけで離婚しちゃってさ。あ、これこれ」

　花香さんは自身のスマートフォンで手早く検索をかけると、数年前のニュースサイトの記事を表示させ私に見せた。画面を覗くと、そこには【老舗呉服店　経営方針の違いで対立か】【貴島呉服店のドロ沼お家騒動】の文字が並ぶ。

　詳しく読むと、貴島呉服店は昔から今のような品質第一の高価格のものを扱っていたが、今から十年近く前に先代である秋人さんのおじいさんが引退してから問題が発生したのだそう。

　従来のやり方に疑問を持っており、顧客拡大のために低価格のものにも手を広げるべきだと主張する秋人さんのお父さんとお兄さん。これまでのやり方を続けるべきだと主張する秋人さんとお母さんで対立してしまい、結果ご両親は離婚した。

　その後秋人さんのお父さんとお兄さんは新しく『aya』という呉服店を立ち上げ、家族は分断されライバル会社となった、という。

「それで貴島呉服店は秋人の母親が社長になって当時二十二歳だった秋人が副社長、aya は父親が社長で兄貴が副社長って形になったんだよ」

　そうだったんだ。もしかして昨日生地屋の奥さんが言っていた『結婚にいい印象持ってないだろうから』っていうのはこれが理由だろうか。

　スマートフォンを花香さんに返しながら初めて知る情報を頭で整理する私に、彼は切なげに笑う。

「そんなただでさえドロドロしてるところに、自分の嫁さん巻き込みたい男なんていないよ」

　その言葉に、昨日の秋人さんの横顔を思い出した。

　私を余計なことに巻き込まないための、拒絶だったんだろうか。

　でも、秋人さんはつらくないんだろうか。

　一緒だったはずの家族がバラバラになって、離れてしまって。若いうちから副社長としていろんなものを背負ってきた。そんな彼は、どんな気持ちでここまできたのだろう。

　ひとりでずっと、耐えてきたのだろうか。

　その心を思うと苦しくて、胸の奥がぎゅっと締め付けられた。

「だからさ、どんな形で結ばれた夫婦だとしてもあいつのこと嫌いじゃなければそばにいてやってほしいんだ。家族っていう、味方になってあげてほしい」

　花香さんは穏やかな声で、願うように呟いた。

　味方……。

　そうだ、どんな経緯だろうと結婚を決めたのは私で、その時点でもう他人なんかじゃない。なのに私は、なにも知らないまま。知ろうともしないまま。挙句子供のように拗ねたりして……途端に自分が恥ずかしくなる。

　自分に対する憤りに拳をぐっと握った。

「なに余計なことベラベラ話してるんだよ」

　そのとき、部屋の中に私たち以外の声が響く。振り向くと部屋の入り口には秋人さんが立っており、その眉間にはシワが寄る。

「秋人さん！　どうしてここに？」

「松戸から紬に届け物を頼んだと聞いてな。それが他の家ならともかくよりによってこの家だっていうから、迎えに来た」

「えー？　ひどいなあ、僕信用ないみたいじゃない」

「『みたい』じゃない、『ない』んだ。女関係は特にな」

「まだなにもしてないのにひどいなあ」

　まだって!?

　しれっと言ってみせる花香さんに、秋人さんは呆れたように溜息をつきこちらへ近づくと私の腕を引いた。

「紬、帰るぞ」

「えっあっ、花香さんごちそうさまでした」

「お粗末様でした。つむちゃんまたねー」

　花香さんはそう笑って、ひらひらと手を振った。




　花香さんの家を出て、秋人さんは足早に歩いていく。

「あの、秋人さんちょっと待ってください」

　ただでさえなれない着物と草履ではついていけず、足がもつれ転びかけたところで、ようやくそのことに気づいたように彼は足を止めた。

「悪い、大丈夫か」

「はい……あれ、ちょっと痛いかも」

　足にズキっと痛みを感じしゃがんで見てみると、白い足袋を履いた右足の、鼻緒の付け根には赤い血がにじんでいる。新品の草履で不慣れな歩き方をしていたことから、鼻緒の部分が擦れてしまったのだろう。

「すみません、私少し休んでから帰るので秋人さんは先に……」

　すると秋人さんは私の言葉を最後まで聞くより前に、突然私をお姫様抱っこの形で抱き上げる。

「えっ？　秋人さん？　ちょっと」

「大人しくしておけ」

　たくましい腕にしっかりと体を抱き上げられ、これにはさすがにドキドキしてしまう。

　体温、熱い。シャンプーだろうか、シトラス系の爽やかな香りが体の奥に入り込む。

　感触、体温、香り。ひとつひとつに意識してしまう。

　秋人さんに連れられるがまま、やってきたのは近くの公園だった。

「車停めてあるところまでもう少し距離あるから、とりあえず簡単な手当てだけでも」

　そう言って彼は私をベンチに座らせると足袋を脱がせ、自販機で買ってきた水で皮がめくれた部分を洗う。そして躊躇なく自分のハンカチで傷口を拭った。普段人に触れられることのない部分を優しく撫でるような手に、また心臓が小さく跳ねた。

「どうしてわざわざ来てくれたんですか」

「さっきも言った通り。藍らんは女好きだからな、なにかあってからでは困る」

　藍、というのは花香さんの下の名前なのだろう。互いを名前で呼び合うあたり、付き合いの長さがうかがえた。

　なにかあってからでは、って……一応、心配して来てくれたってことかな。

「……昨日は、変な言い方してすみませんでした」

　ぼそ、と呟くようなかわいげのない言い方をする私に、秋人さんは傷口をかばうように足にそっとハンカチを巻いてくれる。

「いや、ちゃんと説明しなかった俺も悪かった。……夫婦なんだし、ちゃんと話しておくべきだよな」

　そして私の前で膝をついた姿勢のまま、息をひとつ吐くと話し始める。

「さっき藍から聞いたと思うけど、うちはもう何年も前から俺と母親側と、兄と父親側とで分裂しててな。向こうとは折り合いが悪いままなんだ」

「はい、さっき花香さんが言ってました。おじいさんの引退後からおかしくなった、って」

　花香さんの先ほどの話を思い出しながら言うと、秋人さんは頷く。

「父親は父方の祖父の代までやってきた『良いものを適切な価格で提供する』という理念にずっと疑問を持っていたらしい。それで祖父が病気をきっかけに引退し自分が社長の座に就くってなったときに『安価なものを大量に売り客層を広げるべきだ』と経営を丸っきり方向転換しようとしたんだ」

「そんな……それで会社の人たちは納得できるんですか？」

「当然それまで祖父についていた上層部含め社内のほとんどが猛反対。元々経営に関わってた母親もこれまでやってきたことを投げ捨てるのはよくないって反発したし俺も同じ気持ちだった。結局父親は一部の味方と兄を連れて別会社を設立し、離婚までして大騒動になったってわけだ」

　秋人さんのお父さんなりに、思うところやビジョンがあったのだろう。だけどそのために家族まで手放せるなんて……。

「俺が副社長につくのは早すぎると周囲に反対もされたけど、それでも俺は、自分の力で祖父が守ってきたこの会社を守りたいと思ったんだ」

「おじいさんのこと、とても慕ってるんですね」

「ああ。祖父は家族も会社も大事にする人でな、優しくていつも笑ってて、正直厳しくて頑固な父親ではなく祖父のような人になりたいってずっと思ってた」

　おじいさんは、秋人さんにとっては憧れの対象だったのだろう。思い出すように語る彼の目は、穏やかで優しい。

「けど俺が信念を貫いたせいで、祖父の死に目には会えなかった」

「え……」

　おじいさんの、死に目に会えなかった。

　その言葉を発すると同時に、それまでの穏やかな目に陰が差し、声がこわばる。

「両親が離婚してから祖父は父親の家で暮らしていたんだ。父親と祖父は折り合いが悪かったし、祖父は父親の方針には納得できなかったみたいだけど、自分の世話を嫁である母親にさせるのは気が引けたようでな」

　抑揚のない言葉から、彼が感情を抑えながら話してくれているのを感じた。

「けど俺が二十五になる頃体調を崩して入院して、あっという間に危篤状態になった。そのとき俺は仕事を投げ出して病院に向かった、けど……病室には入れてもらえなかった」

「どうして、そんな……」

「父親に『もはや他人になったお前に看取る資格はない。看取りたいなら今からでも貴島呉服店を引き渡せ』と、そう言われて俺は……祖父を看取ることを、諦めた」

　徐々に顔は下を向き、俯いてしまう。

「結局その日に祖父は亡くなった、けど俺はまだ仏壇に手を合わせることすらさせてもらえてない。自分のしたことが間違ってるとは思わない、だけど後悔はしてる。信念なんて捨てて親父に頭を下げて、祖父を看取ってあげればよかった。それだけがずっと心の中に残ってる」

　俯く彼の表情は見えない。けれど膝の上の拳をぐっと握る、その手の甲には筋が浮き出て、込められた力の強さから悔しさがにじみ出ていた。

　初めて彼の弱さを目にした。

　これまで常に凛々しく、クールな姿しか見せなかった彼。だけどそれには理由があったんだ。

　強くないと、会社も自分の心も守れないから。

　だけどきっと本当は、つらいことも悲しいことも、悔やんでいることも沢山あって、それをひとり抱えて生きているなんて、切ない。

　私はそんなやりきれない気持ちをこらえることができず、秋人さんの握られたままの拳を両手でそっと包んだ。

「そんなふうに、言わないでください」

「え？」

「秋人さんは自分で、それが正しいと信じて貫いたんでしょう？　その気持ちを自分のせいで捨てさせることになるなんて、おじいさんだって喜ばないです」

　秋人さんのおじいさんが実際どう思うかなんて私にはわからない。けれど自分がその立場なら、大切な人には信じたものを貫いて前を向いて生きてほしいから。

「最期に会えなかったとしても、気持ちはちゃんと伝わってるはずです」

　そう、きっとちゃんと伝わってる。秋人さんのまっすぐさ、悔しさ、悲しさ。それと、守りぬこうとする愛情。

　言い切った私に、秋人さんは驚いた顔でこちらを見つめた。そして少しの間を置いてから「ふっ」と笑うとその拳から力が抜けるのを感じた。

「……生意気なこと言いやがって」

　そう言いながらも表情はどこか嬉しそうで、困ったように笑ってみせる。

　これまでの凛々しい表情とはまた違う、彼をこれまで以上に近くに感じるような笑みに胸がときめくのを感じた。ドキッという感覚を抑えるように胸元に手を当てる。秋人さんはそんな私の頭をぐしゃぐしゃと撫でると、立ち上がった。

「帰るぞ。歩けるか？」

「あ……はい、大丈夫です」

　傷口にはかばうようにハンカチが巻かれている。私はそのまま草履を履き直すと、背中を向けた彼の後ろに続く。すると彼からはスッと右手が差し出された。

　こちらに向けられる、長い指の大きな手の平。その手の意味を問うように秋人さんを見ると、彼は穏やかな笑みのまま。

『手をつなごう』

　そう言っているのだと察して、私は少し緊張しながらその手を取った。

「私、買い物してから帰ろうと思ってたんですけど」

「買い物？　足の怪我もあるし、今度にしておけ」

「六花園でお菓子買って帰ろうかと」

「……ついでだ、寄ってやる」

　彼とのそんなやりとりに、思わず小さく笑った。

　つないだ手はあたたかく、どうしてか胸の鼓動をうるさくさせた。










５．ひたむき




　借金を払ってもらった私と、妻帯者として体裁が保てる彼。

　そんな私たちの結婚はメリットあってのものだとわかっている。

　だけど、『生意気なこと言いやがって』と笑った顔が心の中から消えなくて、ときめいてしまうのはどうして？




　ある日の朝。目を覚ました私は洗面所で顔を洗い、鏡とじっとにらめっこをしていた。鏡に映る自分の顔は水に濡れたまま、今日も締まった表情だ。

　そう、これがいつもの私。気持ちが表れづらくて、かわいげのない自分。

　……だけど、どうしてか秋人さんといると心が穏やかになって笑顔になれてしまうから不思議だ。

　それに、先日の一件で秋人さんともなんとなく心の距離が近づいた気がしている。

　秋人さんの弱さや後悔、笑顔や体温。いろんな面に触れてからそれらが頭から離れない。

　この結婚も悪くないのかもって思い始めて、結局仕事探しもできていないし……。

　そんなことを思いながら顔をタオルで拭いていると、近くに置いておいたスマートフォンがピリリリと鳴った。

「電話……？」

　時刻は朝八時を回ったところ。こんな早くから一体誰？とスマートフォンを手に取ると、画面には『着信　白井くん』の文字が表示されている。

　白井くん？　どうしたんだろ……。

「もしもし？」

『あっ、滝沢さんおはようございまーす！　白井っす！』

　朝イチとは思えないテンションの高さに、ついていけずに「おはよう……」とだけ応えた。

『楓さんと三人でのランチ、来週あたりで予定してたじゃないですか？　スケジュール大丈夫かなって、確認しておきたくて』

「え？　あ、あー……そういえばそうだったね」

『もう、忘れてたんですか！　どうせ滝沢さんのことだから、新しい職場でバリバリ働いて俺らのことなんて忘れてたんでしょ！』

　拗すねたように言う白井くんに、そういえば会社が倒産したあと、少ししたら三人で集まって近況報告会をしようと約束していたことを思い出す。

「そんなことないよ。予定通り来週で大丈夫」

『んじゃ、よさげな店見つけたんで予約しておきますね！　時間とかはまたメッセージ送りまーす』

「うん、ありがとう。よろしく」

　それだけ言って、白井くんは電話を切った。

　そういえば白井くんや楓さんにも、結婚のことは一切言ってなかったなあ。今度会ったときにゆっくり話そう……。

　大きな声をあげ驚くふたりの姿が想像ついて、苦笑いで通話を終えたあとの画面を見つめた。

「紬？」

「わっ、秋人さん」

　すると突然洗面所に顔を覗かせた秋人さんに、とっさにスマートフォンをしまう。

「今なにか話してなかったか？」

「あ、はい。友達から電話がきてて……」

「そうか。邪魔したか？」

「いえ、ちょうど終わったところだったので」

　話しながら秋人さんはなにかに気づいたようにこちらへ目を留める。そして手を伸ばすと、私の前髪を指先でちょんちょんと整えた。

「寝癖ついてる」

　おかしそうに小さく笑う、その表情にまた不意打ちでどきりとさせられた。

「……今からセットするところだったんです」

　けれどそれを隠すように、かわいくない返事をしてしまう。

「そうか。そういえば今日は一緒に店に行くって言ってたな。お前の着付けの腕がどれくらい上がってるか楽しみだ」

「うまくできなかったらお店でスタッフさんにやってもらいますもん」

「お前なあ……」

　そんな会話を経て、朝食を済ませたあと私はなんとか着付けを済ませ秋人さんとともに貴島呉服店へと向かった。

　着付けも前よりはマシになってきたものの、所々よれてしまうところもあり……結局秋人さんの見ていないところで松戸さんにこっそりと手伝ってもらってなんとか様になったのだった。




　木曜日の昼間だというのに今日もお店は忙しそうで、従業員たちは笑顔を見せながらも裏では急ぎ足で、手際よく仕事をこなしている。

　一方で私はというと、ひとり店内の壁際にあるテーブル席で着物についての資料や呉服屋のマニュアルなどを読んでいた。

　先日秋人さんの家庭環境や胸の内を知ってから、この生活を受け入れようとしている自分に気づいた。ならば呉服屋の妻として彼を少しでも理解できるように、こういった知識を取り入れる必要があると思ったから。

　彼や従業員の話を聞く程度しかできないかもしれない。だけどなにもしないよりはマシだ。秋人さんのことも、着物のこともお店のことも、ひとつずつ知りたいから。

　にしても着物の種類とか織り方とか、専門用語も沢山出てきて頭がいっぱいになってしまう……。

　以前三浦くんがようやく接客に入らせてもらえるようになったと言っていたけれど、たしかにこれだけの情報量、覚えるだけでもひと苦労だ。

　するとそのとき。

「ふざけるな！　いい加減にしろ！」

　けたたましい怒鳴り声が店内中に響き渡った。その声に驚き見ると、店内奥のブースでは恰幅のいい中年男性が三浦くんに対し怒号を飛ばしている。

「俺はこの色で変更を頼んだのに、違うじゃないか！　どういうことだ！」

「す、すみません！　変更の依頼をすっかり忘れてしまって……」

「忘れる!?　顧客に対してどういうことだ！」

　状況から見るに、お客さんの要望に対し三浦くんがうっかりミスをしてしまったらしい。言い訳をせず素直に『忘れた』と言うところは三浦くんらしいけれど、謝ればいいというわけではないことは明らかだ。

　そんな光景を、私の近くにいた従業員たちは遠巻きに見る。

「まーたやってるよ、三浦」

「あいつ天然なんだろうけど、ミスと失言が多いんだよなあ。この前も大口顧客に失礼なこと言って怒らせてたし」

「ネットにも『本店の若い新人スタッフが』って低評価のレビュー書かれてたし……このままじゃあいつに店潰されるかもな」

　半分本気で半分冗談、といったように、従業員たちは笑いながら小声で言った。

　三浦くん……そんなことに。

　頑張っているんだろうけど、でも失言は気をつけていてもやらかしてしまうことがあるだろう。接客業ってやっぱり難しい。

　これまで事務しかやったことがない、しかも愛想もない私ではろくなアドバイスができない、と見守っていると、三浦くんのもとへ秋人さんが近づいた。

「山やま本もと様、いかがいたしましたか？」

「ああ、貴島さん。いや、先日妻の着物を頼んだんだがやはり色を変えたくて後日電話で変更を頼んでおいたんだ。なのに受けたはずのこの彼が忘れていて、変更されていなかったんだよ」

「そうでしたか、当店の従業員が大変申し訳ございません。今から急いでご要望通りのお色でご用意させていただきます」

　深々と謝る秋人さんに、男性は先ほどの怒りをこらえながら言う。

「だが来週の妻の誕生日に贈る予定でね。今からじゃもう間に合わないだろう」

「いえ、必ず間に合うよう尽力いたします。せっかくのお誕生日の贈り物ですから、奥様にぴったりのお色のものを差し上げたいですよね。またご足労いただくわけにもいきませんので、出来上がり次第山本様のもとへ従業員が直接お持ちいたします」

「貴島さんがそこまで言うなら……信用しようか」

　いつもの彼からは想像できないような、物腰の柔らかい言い方に男性は溜飲が下がったようで頷いた。

　素直に謝るだけだった三浦くんに対し、秋人さんは相手の気持ちを組みながら対応策を伝えていて、その余裕さにピリついていた周囲の空気も一気に穏やかになった。

　秋人さん、すごいなあ……。頼り甲斐があるというか、とてもかっこいい。

　物の知識だけじゃなく、接客のスキルもあって、こうしたときに頼りになるから若い副社長だろうと皆彼についてくるのだろう。

　感心しているうちに、一方で三浦くんは俯いたまま店の裏に引っ込んで行く。がっくりと落とした肩から落ち込んでいるのは明らかで、そんな彼が少し心配で私はあとをついて行った。

「三浦くん、大丈夫？」

「紬さん……すみません、恥ずかしいところ見せて」

　他に人のいないスタッフルームの中で声をかけると、三浦くんは泣きそうな顔でこちらを見た。

「いつもこうなんです。俺、バカで役立たずでミスも多くて……しっかりしたいって思ってるのに上手くできなくて。そのせいで前の仕事もクビになっちゃったんですよね」

「そうだったんだ……」

「これまでいくつも就活して落とされてて、やっとここに採用してもらえたのに迷惑かけて、こんな自分が大嫌いです」

　俯いて、洟はなをすすりながら言う彼は必死に涙をこらえているように見えた。就活して落とされて、というのはつい先日会社が倒産してから再就職先を見つけられなかった自分と重なって切なくなった。

「そんなふうに言わないで。ミスすることくらい誰でもあるよ」

「でも俺この前も年配のお客さんに『お客さんみたいなご年配でも似合う柄ですよ』とか言っちゃって怒らせて……本当に空気が読めなくて……」

「そ、それはたしかによくないかもしれないけど、でもこれから気をつけていけばいいんだよ」

　精いっぱい励ましの言葉をかける私に、三浦くんは「紬さあん……」と情けない顔でついには泣き出してしまう。

「あの……本当情けないんですけど、よかったらもっとゆっくり話聞いてもらえませんか？」

「え？　ゆっくりって？」

「実は俺このまま仕事続けるかも迷ってて、けど店の人たちには相談とかできなくて……。ふたりきりで話聞いてもらいたくて」

　ふ、ふたりで？

　突然のその申し出に戸惑ってしまうけれど、三浦くんは引き止めるように私の手を両手で握る。

「お願いします。すごくつらくて、もうどうしていいかわからないんです」

　そう、だよね。秋人さんにはもちろん、社内の人にそういうことって相談しづらいし……。部外者の私のほうが相談しやすいのかも。そう、ふたりきりということに他意はないはず。

「わかった、話聞くよ」

　頷く私に三浦くんは一瞬で表情を明るくさせる。

「ありがとうございます！　明日俺早番なので夜とかどうですか？」

「うん、大丈夫だと思うけど」

「じゃあ十九時くらいに銀座駅の、カフェのある出口で……あと副社長には知られたくないので内緒にしてもらってもいいですか？」

　約束を取り付けると、三浦くんは「顔洗ってから売り場に戻りますね」と奥の従業員用トイレへ向かっていった。先ほどより少し表情も晴れやかで安心だ。

　秋人さんに内緒で……その言葉が一瞬引っかかるものの、まあたしかに会社を辞めようか悩んでることは上司にも知られたくないよねと納得する。

「三浦となに話してたんだ？」

　すると、突然背後からかけられた声に心臓が嫌な意味でドキッと跳ねた。慌てて振り向くとそこにいたのは予想通り、秋人さんだ。

「い、いえ、なにも。そんな大したことではないです」

　動揺が表情に出ないように、口の端をキュッと下げて平静を装う。

「そうだ、明日の夜少し出かけてもいいですか？」

「別にいいけど、どこか行くのか？」

「あ、あー……はい、まあ、友達とごはん、みたいな」

　咄嗟にすんなりと嘘がつけずしどろもどろになってしまうけれど、秋人さんは少し黙ってから「いいけど」と頷いた。

　よし、これで大丈夫。本当は三浦くんのことをちゃんと伝えるべきなんだろうけど、下手に伝えて彼の今後の職場での立場が悪くなったらよくないもんね。

　それにこれで三浦くんの気持ちが立ち直ってお店の力になれたら、秋人さんの支えにもなれるはず。私にできることはきっとこれくらいだから。




　翌日。十九時を過ぎた頃私の姿は銀座駅の地上出口からほど近いカフェ前に立っていた。

　けど契約結婚とはいえ一応夫がいる身で他の男の子とふたりで食事になんて、いいのだろうか。秋人さんはどうも思わないかもしれないけどさ、良心がチクチクと痛む。

「紬さん」

　声をかけられ振り向くと、三浦くんが笑顔で手を振りながら小走りで近づいてきた。

　白いＴシャツに少し大きめの黒いオープンカラーシャツとパンツといった格好の彼。細身の体にゆったりとした服という合わせが若者っぽい。店で見る着物姿とは違う印象に少し驚いてしまう。

「ん？　どうかしました？」

「いや、私服姿だとだいぶ印象変わるなって」

「さっき店でもみんなに同じこと言われました。紬さんも最近着物姿が多かったですけど、私服もいいですね」

　三浦くんは、前ボタンの総レース柄ブラウスに黒いパンツを合わせた私の格好を見て笑った。

「近くのバーでいいところあるんで、そこでもいいですか？」

「うん、任せる」

「よっしゃ、任されました」

　そんな会話を経て三浦くんの案内でやってきたのは、少し歩いた先にあるホテル内のバー。薄暗い中を間接照明がぽつりぽつりと照らすおしゃれな店内で、ふたりがけの席で彼と向き合うように座った。

　早速注文をするとすぐに、ふたり分のジンリッキーが運ばれてきた。

　さっぱりとしたライムの風味を感じながら、最初はなにげない会話から始めた。最近あったことやテレビの話題など他愛もない話をして一時間ほどが経っただろうか。

　お酒も進み三杯目に差し掛かったところで、私は一度トイレへ行ってから席に戻り、意を決して本題に入った。

「それで……仕事のことだけど」

　切り出した話題に、三浦くんはそれまでの明るい表情に少し陰を落とした。

「昨日も言ったんですけど、やっぱり辞めたほうがいいのかなって悩んでて」

「でもまだ仕事始めたばっかりでしょ？　今すぐっていうのはもったいないよ」

「けど俺副社長にも迷惑かけてばっかりで、いないほうがいいって思われてるんじゃないかって」

　明るく見えてもやはりまだ悩んでいたのだろう。しゅん、と落ち込む彼に私は首を横に振った。

「そんなことないよ。秋人さんはそんなふうに思うような人じゃないと思う」

「じゃあどんな人なんですか？」

「えっ、えーと……」

　どんな人、って……。

　ずばり問われて、答えに少し悩んでグラスに口をつけながら答える。

「たしかに厳しい人なんだろうけど、使えないからいらないって切り捨てるような人ではないと思う」

　はっきりとした言葉は時折きつくも感じる。けれど、本音を見抜いて向き合わせてくれたり、真しん摯しに向き合ってくれたり、弱さもちゃんと知っている人だから。

「ダメなところをダメだって切り捨てたりせず、どうしたらできるかを考えてくれるはず。だから、思うところがあるならやっぱりちゃんと相談するべきなんじゃないのかな」

　それは、母に対するつらい気持ちから逃げるだけだった私に彼がしてくれたこと。

　本当はこうだったんじゃないか、と可能性を含めながら向き合うきっかけをくれた。そんな彼が簡単に従業員を切り捨てるとは思えない。きっと一緒に向き合ってくれると信じてる。

「けど、もし叱られたら……」

「そのときは私も一緒に叱られるし、理不尽なこと言うようなら反論してあげる」

　はっきりと言う私に三浦くんは「あはは」と笑った。

「信頼してるんですね、副社長のこと」

『信頼』。その言葉に核心を突かれた気がしてドキッとした。

「いや、そんな信頼なんて、すごくしてるわけじゃないけどしてないわけでもないというか」

　思わずしどろもどろになり言い訳のような言い方をしてしまう。けれどそんな自分の態度がなんだか格好悪く思えて、観念したように頷いた。

「……うん、まあ」

　信頼なんて大層な言い方は少し気恥ずかしいけれど、心を寄せていることは事実だ。照れ隠しで無愛想に頷くと、三浦くんは不思議そうに眉根を寄せた。

「けど政略結婚なのにそこまで相手のこと受け入れられるものなんですか？」

「たしかに最初は嫌だったよ。偉そうだし嫌なことも言われたし」

　出会った頃の彼を思うと、今でも腹立たしい。

　こんな結婚、受け入れられなかった。けど……今は違う。

「でも知るたび、いい人だなって思えることも沢山あるから。だからもっとちゃんと向き合って、近づきたいって思うんだ」

　怖いところ、嫌いなところ、優しいところも笑顔も、もっと見てみたい。近づいて、その心に触れたい。

　そう、切に思うのはどうしてだろう。

「紬さんっていい人ですよね」

「えっ、そうかな」

「そうですよ。人のいいところをちゃんと見つけるってなかなかできないですもん」

　いい人、なんて初めて言われたかも。不意に褒められて恥ずかしさを隠すようにグラスの中のカクテルをぐいっと飲んだ。

「けど気をつけてくださいね。そういうところに付け入る奴はいくらでもいますから」

　その言葉と同時に、彼の口元がふっと歪んだように笑う。

　瞬間、突然視界がぐらっと揺れて私はグラスをテーブルに置いた。

「なん、だろ……いきなり、めまいが」

「大丈夫ですか？　酔いがまわっちゃいましたかね」

「そうかな、でもなんか、違……」

　ぐらぐらと目が回る。強いめまいのような眠気のような感覚に襲われて、呂ろ律れつもまわらなくなる。

　酔っ払う感覚とは違う、体に力が入らない……。

　テーブルに伏せるように意識を手放した。

「――ほら、気をつけないと」

　意識が途切れる寸前に聞こえたのは、三浦くんの低い声だった。




　なんだろう、ふわふわする。

　眠いけど起きなきゃって思うのに、目が開かない。

　酔いつぶれて帰れないなんてことになったら秋人さんに呆れられてしまいそう。だから早く起きなきゃ。

　そんな感覚に包まれながらどれくらい経っただろうか、ふと感じた肌寒さに目を覚ます。

　なんか、寒……。

　目を開くと、目の前の天井には大きなシャンデリアが輝いている。

　頭はボーッとするし、体はだるくて動かない。目だけを動かし周囲を見回すと、ここがホテルの一室であることと自分がベッドの上にいることに気づいた。

　あれ、さっきまでたしか三浦くんとバーにいたはずなのに……。

　ふと視線を下に向けると、来ていたブラウスの前ボタンが外され、インナーが露わになっている。

　なんで、こんな格好……。

　状況がなにひとつ掴めずにいると、ドアが開き三浦くんが姿を見せた。その手にはカメラと三脚が持たれている。

「み、うら……くん……？」

　かすれた声で呼ぶと、彼は少し驚いたようにこちらを見た。

「目、覚めちゃいましたか？　思ったより早かったなあ」

「私、なんで……」

「はあ、予定が狂ったな。薬結構多めに盛ったんだけど……起きてられるとさすがにやりにくいんだよなあ」

　なにを、言ってるの？

　頭がついていかない。これ、本当に三浦くん？　信じられないけれど、鋭い目つきと妖しい笑みがこれまでの彼とは違い別人のようだ。

「どういうこと……？　これは、いったい」

　戸惑いながらたずねると、三浦くんは私の足元に三脚を立てながら言う。

「俺ね、実は aya の社員なんですよ」

　aya って……たしか、秋人さんのお父さんとお兄さんが作ったっていう会社だ。でもその会社の社員がどうして貴島呉服店に……。

　そこまで考えてようやく結論にたどり着く。

「まさか、企業スパイ……？」

「そんなもんです。貴島呉服店の情報を探って社長に横流しするのが俺の仕事。そのついでに従業員として店の評判を落としてやろうと思って動いてたってわけです」

　すんなりと認め、開き直るように笑ってみせる。

「副社長、予想以上にガードが固くて探っても探っても弱みもなにもなくて、もうダメかもって思ってたんです。けどそこにちょうどよく、結婚相手が現れてラッキーでした」

　言いながら彼はカメラを設置し、ピッとボタンをひとつ押した。

「本当は紬さん口説いて既成事実を作って、『あの貴島呉服店の新妻が不倫！　ドロ沼お家騒動の次は不倫劇』って最高のスキャンダルにしたかったんですけど……あの感じだと口説き落とすのも難しそうでしたし」

　じゃあ、私に近づいたのも、こうして秋人さんに内緒で会ったのも全て作戦だったということ？

　なにも気づかずにいた自分に愕がく然ぜんとする。

「なのでここは俺とも契約しません？」

「契約……？」

「妻であるあなたのほうがより深く情報を握りやすい。だから、スパイとして協力してほしいんです。もちろん望むだけの報酬は払いますよ」

　三浦くんはそう言うと、ベッドに乗り私に覆いかぶさる形でまたがる。

　それはつまり、私に秋人さんを裏切れということ？

　たしかにただの、契約結婚。望むだけの報酬をくれるというなら、それで借金を全て支払って、自由の身になれる。そんなおいしい話、もちろん……。

「そんなのもちろん……断るに決まってるでしょ」

　考えるより先に、答えが声になって出た。

「一千万でも一億でも、いくら貰ってもお断り。たしかに契約でしか結ばれてないけど、さっきも言ったでしょ。秋人さんとはここから始めたいって思ってるって」

　結婚当初の私だったら、頷いていたかもしれない。すんなりと受け入れることはできなくても迷うくらいはしただろう。だけど今は、微塵も迷うことなく答えられる。

　私は、秋人さんの味方でいたい。

「わかったならさっさと自分の会社に戻ってそっちの社長に言うのね。秋人さんを潰したいなら、正々堂々やってみなさいって」

　強い言葉で言った私に、三浦くんはおかしそうに笑った。

「はは、紬さんならそうくると思ってましたよ。それくらい、副社長のことを慕ってるってことですよね」

　そう言いながらも納得していない様子なのは明らかだ。彼は笑顔を消し、息をひとつ吸って目つきを変える。

「じゃあ交渉材料を変えましょうか」

「え？」

「他の男に抱かれる姿を見たら、副社長はどう思うんですかね？」

　淡々とした声で言う。それはつまり、交渉ではなく脅しだ。彼が今からしようとしていることを察し、血の気が引いた。

「やっ……離して！　やめて！」

「ここまでやれとは言われてないけど、副社長にダメージ与えられたら aya での俺の評価も上がるかもしれないし。悪く思わないでくださいね」

　彼の体を押しのけようとするけれど、力が入らずびくともしない。もがく間にも三浦くんは私の首筋に口づけながら、インナーを捲り上げた。

「やだ！　やめてってば……いやっ……」

　触れる指先が、唇が気持ち悪い。

　誰か助けてっ……!!

　その一心で悲鳴にも似た叫び声をあげた、その時。バン、とドアが開きスーツ姿の秋人さんが姿を現した。

「そこまでだ、三浦」

　冷静にこちらを見る彼に、私と三浦くんは同時に驚きの声をあげた。

「秋、人さん……？」

「副社長!?　なっなんで……」

「三浦、お前の行動には以前から不自然な点があったからな。警戒してたところで紬を誘っていたからもしかしてと思って、藍に尾行させてたんだ」

　その言葉に続いて、ドアの横からは花香さんが顔を覗かせ、ひらひらと手を振り笑っている。

　じゃあ昨日の私と三浦くんの約束、秋人さんは聞いていたんだ。つまり私の嘘もわかっていて納得したフリをしていたということ……余計罪悪感が込み上げる。

　秋人さんはこちらを見ると、私の格好に気づいたように目を見開いた。そしてベッドに駆け寄ると、三浦くんの襟ぐりを掴み壁に体をドン！と押し付けた。

「俺個人に対してならともかく、紬にまで手を出すってことは覚悟はできてるんだろうな」

　静かな言い方だけれど、つり上がった眉と、三浦くんが一歩も動けないほどの力で押さえ込んでいることから相当な怒りが感じ取れる。そんな秋人さんに対し、三浦くんは苦しそうに顔を歪めながらも笑ってみせる。

「契約結婚だろうと自分の所有物に手を出されるのは悔しいよなあ？　いいぜ、殴れよ。そしたら世間に売るネタが不倫から暴力事件になるだけだ！」

「そんなっ……」

「俺の自業自得だろうが、世間はどう捉えるかな。あの貴島呉服店がお家騒動の次は暴力事件なんて、話題性バッチリだし店にも家にもマスコミが押しかけるだろうな」

　そう言えば殴らないと思っているのか、殴られてでもそうなることを望んでいるのか。どちらに転んでも三浦くんにとってはメリットでしかない。それを十分にわかっているのか、彼は秋人さんを煽あおるように大声で言う。

　そんな挑発にのっちゃいけない、そう思うけれど秋人さんは構うことなく右手の拳を振り上げた。

「だっ……ダメー!!」

　体のだるさなんかに構っていられない、私はそのまま秋人さんの右腕を両手で掴んだ。

「紬、離せ」

「離しませんっ……殴るなんて絶対ダメ！　そんなことさせない！」

　手の甲に血管が浮き出るほど力が込められたその拳はとても重く、私は両手に全身の力を込めて抑え込む。

「殴るなんて向こうの思うツボです！　そんなことでお店をダメにしちゃったらどうするんですかっ……お店の従業員や、おじいさんの気持ちはどうなるんですか！」

　過去に店を築いてきたおじいさんや、今日まであの店を守ってきた従業員たちの気持ちなんて私にはほんの少ししか見えない。だけど、秋人さんのまっすぐな目や、そんな彼を見守る人、みんなの気持ちを大切にしたい。

　いくら必死になっても男の人の力には到底敵わなくて、徐々に手からは力が抜けてしまう。それでも、今この拳を離したら絶対ダメだということだけはわかる。

「秋人さんがこれまで大切に守ってきたものを、一時の感情で無駄にしちゃいけません」

　伝わってほしい、その一心で彼の手を包む。

「それに、店を守れない経営者は愚かだって言ったのは秋人さんじゃないですか」

　最初に出会ったとき、彼が言った言葉を思い出しながらつい笑った私に、秋人さんははっとしたように動きを止める。そして徐々に腕から力を抜くと、拳を下ろし、三浦くんの襟ぐりを掴んだままだった左手をそっとほどいた。

「……三浦、お前は今日限りで解雇だ。二度とうちの店に、紬にも近づくな。またなにかしようものなら、全てをかけてでもお前を潰す」

　あの状況から秋人さんが拳を下ろすとは思わなかったのだろう。三浦くんは拍子抜けしたように壁にもたれかかる。

「それと、向こうの店には戻れると思うなよ。どうせ上手いこと言われてのせられたんだろうが、お前のしたことは犯罪だ。ここまでの問題を起こしたお前をあいつらが雇い続けるわけもないからな」

「は……？　だって、『やり方はお前に任せる』って」

「さすがにあいつらも、薬使って暴行まがいのことをするとまでは思わなかったんじゃないか？　目先の評価のために暴走しすぎたな、三浦」

　秋人さんの言葉を合図にするように、それまで身を潜めていた花香さんがやってくる。

「はーい、じゃああとはお兄さんが送って行ってあげるからね。ついでに退職届と諸々の誓約書も一筆書いてもらうからねえ」

　そして笑顔で三浦くんの襟を後ろから掴むと半ば引きずるように部屋を出て行った。

　諸々の誓約書って一体……。

　室内にふたりきりとなり、その場は一気に静かになる。それまで夢中で秋人さんの腕を掴んでいたのが一気に力が抜け、私はベッドの上でへたりこんだ。

「はあ、なんか今になってどっとだるさが……」

　すると秋人さんは着ていたジャケットを私の肩にかける。そして次の瞬間、正面から強く抱きしめた。

「わっ……えっ、秋人さん……？」

　突然のことに戸惑うものの、彼から聞こえる「はあ」という安堵したような溜息に、彼も緊張感から解放されたのだろうと察した。その腕に身を委ね、たくましい胸に額を寄せる。

「……よかった、無事で。悪かったな、遅くなって」

「いえ、私こそ……黙って勝手なことして、ごめんなさい」

「本当だ。嘘ついて他の男とふたりきりで出かけるなんてな」

　こんなロマンチックな状況でも痛いところを容赦なく突く、その言葉に「うっ」と声が出た。

「けど、来てくれて嬉しかったです。秋人さん、ヒーローみたいで……」

　そう言いかけたところで、不意にクラっとめまいがした。

「薬が抜けきってないんだろ。無理するな」

　秋人さんはそう言うと、胸元にもたれた私の体を横にし、お姫様抱っこの形で抱き上げた。

「事前に部屋取っておいたから。少し休んでいこう」

「けど……」

　忙しいのに迷惑じゃないだろうか、と呂律の回らない口で伝えようとした私を遮るかのように、秋人さんは額を私の額にそっと寄せた。

「なにも気にしなくて大丈夫だ。そばにいるから、甘えろ」

　まるで子供をあやすかのように言って、鼻先にキスをした。その声の優しさと耳のそばで聞こえる彼の鼓動に安心感が込み上げて一気に瞼が重くなった。

　体を包むたくましい腕、あたたかな体温。ドクン、ドクンと響く鼓動が彼をより近くに感じさせる。

　遠くなる意識の中たしかに感じたのは、彼への愛しさだった。










６．雨が降っても




「親の借金を肩代わりしてくれた相手と結婚したあ!?」

　九月も後半に差し掛かり、少しずつ秋の涼しさを肌で感じ始める頃。

　ランチタイムを迎えた横浜にあるカフェのテラス席には、楓さんと白井くん、ふたりの大きな声が響き渡った。

　今日は楓さんと白井くんのふたりと久しぶりのランチ会だ。

　話題は会社倒産後の近況報告がメインで、現在新婚で専業主婦となった楓さんに、転職先でも営業マンとして活躍し今日は代休をとったのだという白井くん、とふたりに続く形で私の報告となった……わけだけれど。

　食後のコーヒーを飲みながらこれまでのことをひと通り説明した私に、ふたりは目を丸くしてただただ驚く。

「なっ……なんでそんな大事なこと相談しないの！　実家の倒産とか結婚とか！　うちの旦那弁護士だから力になれたかもしれないのに！」

「相談する間もないほどあっという間でして……」

「やばいっすね！　ドラマとか漫画みたい！　すっげー！」

　能天気にはしゃぐ白井くんに、楓さんは『ふざけるな！』といわんばかりにキッと睨みつける。

「けどさ、その人本当に大丈夫なわけ？　そんな大金ポンと出して若い女の子と結婚するとか……金にもの言わせてるおじさんだったりしない？」

「まだ三十二ですしそんな感じの人ではないと思いますけど……というか、私相手じゃなくても結婚相手なんてすぐ見つかるレベルですね」

「そんな有名な呉服屋の副社長なら、ネットで検索すれば出てきますかね？」

　白井くんは好奇心でいっぱいといった様子で、スマートフォンで検索をかけるとまたすぐに「えっ！」と声を上げた。

「滝沢さんの結婚相手って、まさかこの超絶イケメンですか!?」

「え!?　そんなにイケメンなの!?」

　白井くんが見せたスマートフォンの画面には、着物姿でインタビューに答える秋人さんの姿が表示されている。

「へえ、『若き呉服業界のプリンス、お家騒動を乗り越え世界へはばたく着物づくりに情熱を燃やす』……いやあかっこいい！　しかもここ日本橋の超有名店じゃないっすか！　滝沢さん玉の輿ー！」

　インタビュー記事を読み上げ興奮気味に言う白井くんに、どうしてか私が恥ずかしくなってしまい黙ってコーヒーを飲む。けれど一方で楓さんは納得できなそうに口を尖らせて言った。

「け、けどそんな形での結婚なんてどうかと思う。人生変わっちゃってるのよ？　今からでも離婚考えたほうがいいんじゃない？」

　それはきっと、私を心配しての言葉なのだろう。嫌味や悪意でそんなことを言う人ではないことは、あの会社で長年かわいがってもらったからわかっている。

　白井くんもおそらくそれを察しながら、楓さんをなだめた。

「まあまあ楓さん、そこは滝沢さんの気持ち次第っすよ。滝沢さんはその人のこと、どう思ってるんすか？」

　秋人さんを、どう思っているか……。

　その言葉にふと思い出すのは、先日の三浦くんの一件で秋人さんに抱きしめられたこと。

「……まあ、結婚相手がこの人でよかった、とは思ってる」

　別の誰かだったら、この結婚をまだ受け入れられていなかったかもしれない。父のことも深く恨んで、人生にもっと絶望していたかもしれない。あの家で過ごす彼との時間を悪くないと思えるのはきっと、秋人さんとだから。

　そんな気持ちで言った私に、白井くんはにっこりと笑う。

「その分だとなんだかんだうまくいきそうですね。恋愛も結婚も、大事なのは始まりよりもそのあとですよ！　ねっ」

「そうかもしれないけど……紬、なにかあったらちゃんと相談してよね！」

「ありがとうございます」

　笑って受け止めてくれる白井くんも、渋々ながら納得する楓さんも、ふたりとも私を思ってくれてのことだと思うと素直に嬉しく感じられた。

　大事なのは始まりよりもそのあと、か。たしかにそうかもしれない。

　第一印象は最悪だったし、こんなふうに彼との結婚を受け入れられるなんて夢にも思わなかった。だけど、今では……あの日抱きしめられた腕を思い出して、ドキドキしている。

　三浦くんとの一件があった日、彼に抱きしめられて改めて秋人さんをひとりの男性として意識した。以来、不意打ちで近づかれるたび緊張して全身が熱くなる。

　けれど一方の秋人さんはなんてことない様子で、いつも通り。

　どうせ秋人さんにとってはなんてことない行為のひとつなのかもしれないけどさ。これまでそこまで恋愛経験の多くない私にとっては、意識せずにはいられない。

　……それに、秋人さんに抱きしめられて安心感を覚えただけじゃなく、愛しさまで感じてしまった。

　それはもう、この心が傾き始めている証拠だ。

　だけど、秋人さんは私のことをどう思っているんだろう？　彼にとってはまだ私は他人で、ただの『結婚相手』でしかないのかな。

　そう思うと切なさが胸を覆った。




「紬、今週の土曜日って空いてるか？」

　楓さんたちとのランチ後。帰宅し夕飯の支度をしていた私に、今日は少し早くに帰宅した秋人さんが突然言った。

「土曜ですか？　空いてますけど」

「その日藍から花香家主催のお茶会に呼ばれててな、行けるよう準備しておいてくれ」

「花香さんの、お茶会……」

　夕飯のハンバーグを手でこねながら、天を仰ぎ想像を膨らませる。

　茶道家である彼が主催のお茶会。その響きからイメージできるのは、広い茶室に大勢の人が正座をして、作法を守りながらお茶を飲む光景……。

「いや、私行ってもなにもできませんよ？　お茶の作法もわからないし、この前も茶碗回しすぎて花香さんに笑われたくらいで……」

　先日の花香さんとのことを思い出しながら必死に言う。その言葉に彼は意味がわからなそうにしながらも首を横に振った。

「大丈夫だ。おそらく紬がイメージしてるものとは違う」

「え？　違う？」

　むしろそれ以外にどんなお茶会があるの？

　きょとんと首を傾げた私の顔が間抜けだったのか、秋人さんはふっと笑う。

「まあ気構えずに、当日綺麗に着物が着られるよう練習しておくように」

　そう言ってこちらへ一歩近づくと、私の頬にかかったサイドの髪を軽くつまむ。そこにはハンバーグのタネがついてしまっていたようで、彼はそれをそっと指先で拭うと小さな笑みを浮かべながら奥の浴室へと向かっていった。

　ふわりと舞う残り香は、ほんの少し秋の気配を感じさせる外の匂いと、私と同じ柔軟剤の香り。嗅ぎ慣れているはずのものなのに、またときめいてしまうのはどうしてだろう。

　熱くなる頬を彼に見られてしまわないように、私は下を向いてハンバーグ作りに集中しているふりをした。

　けどお茶会って、私が行ってもいいものなのかな。秋人さんは大丈夫、って簡単に言うけど……。

　不安を覚えながら、とりあえずは人前で恥をかかないよう松戸さんから最低限のマナーを教わることにした。




　そして迎えた土曜日。秋人さんとともにやってきたのは、赤あか坂さか見み附つけの駅からほど近くにある一軒の邸宅だった。

　広々とした庭園を抜けた先にある二階建ての大きなその建物は、グレーの石材を積み上げた重厚感のある外壁が特徴的だ。白枠の格子窓に南側には八角形のベイウィンドウがあり、歴史的にも価値のある洋館なのではないだろうか。

　茶道家が開くお茶会会場というにはなんともミスマッチな、モダンな雰囲気の建物を目の前にし、私はぽかんと見上げた。

「ここは……」

「有形文化財に指定されている邸宅だ。今日はここを貸し切ってやるそうだ」

　ゆ、有形文化財……。

　まるでテーマパークの一角のような非現実的な景色についていけずにいる私に、秋人さんは「それにしても」とこちらへ目を向けた。

「着物の着付けが随分上手くなったな」

　めずらしく彼が褒めた私の格好は、淡いピンク色に花の模様の着物に白い帯。全体的にラメが入った華やかさのあるもの。

「ええ、今朝は五時に起きて二時間かけて着ましたから」

「五時……気合入ってるな」

　お茶会の開始は十一時。それに対し早すぎるとは思ったけれど、今日は時間をかけてでもゆっくり丁寧に着付けをしたかったから。

　その甲斐あって、今日の私の着物は襟も整い帯もまっすぐでそれなりに見られる程度には着付けができている。さらにいつもはストレートで下ろしたまの髪型も、軽く巻いてシニヨンヘアにし、サイドに花の髪飾りをつけている。

　自分ではそこそこ上出来と思える。

　もうすでに今日一日分の体力を使った気分だけど……。

　油断をするとあくびがこぼれてしまいそうになるのを、口をキュッと結んでこらえた。けれど秋人さんには私の眠気もお見通しのようで、私を見てふっとおかしそうに笑う。

「まあ、頑張った甲斐あって上出来じゃないか？」

「えっ本当ですか？」

「ああ、かわいい嫁さんで連れて歩くのが誇らしいな」

　冗談だとわかっているけれど、不意打ちで彼が言った『かわいい』のひと言が嬉しくて、少し照れてしまう。

　チラッと見た彼は、ライトグレーの着物にえんじ色の帯、黒い羽織というもはや見慣れた着物姿だけれど、生地の質感や色味からいつものもの以上に上質な着物なのだろうことが感じ取れる。

　それにシンプルな着物が彼の端整な顔立ちをより引き立てており、邸宅を背景に背負っているのがよく似合う。

『かわいい』と言われても、こういう場で秋人さんの隣に並ぶのって気後れしちゃうかも。

　そんなこちらの気持ちを知ってか知らずか、秋人さんは目の前にそっと手を差し出した。

「ほら、中行くぞ」

　その手がエスコートの合図だと気づくと、私は一瞬ためらいながらも勇気を出してゆっくりと自分の手を重ねた。彼の長い指はわたしの手を受け入れるように軽く包むと、自然な流れで腕を組ませる。

　ごつごつとした感触の秋人さんの腕にそっと腕を絡めるといつも以上に近い距離感に緊張してしまう。

　ドキドキと自分の鼓動を聞きながら歩いていくと、広々とした邸宅内を抜けた先にあった中庭には芝生が敷き詰められ、辺り一面美しい花で囲まれている。

　鮮やかな緑と空の青、そこに差し色のように花が咲き、まるで一枚の絵のようなコントラストを描いている。その庭園の中央にはいくつもの丸テーブルが並び、洋食やスイーツを中心としたフードが種類豊富に用意されていた。

　スーツやパーティードレスに身を包んだ出席者たちはそれぞれ、グラスを片手に歓談中のようだった。

　これが、お茶会……？

　茶室でみんなで正座して、といったイメージからはかけ離れた光景にきょとんとしていると、秋人さんは私の胸の内を察したように言う。

「言っただろ、想像してるようなものとは違うって」

「いや……違いすぎません？」

「そ。お茶会っていっても『お茶を愉しむ会』じゃなくて『茶道家が主催する交流会』ってことだ」

　ああ、そういう意味……。

　以前会ったときの花香さんのイメージから、その意味合いに納得できてしまって、少し拍子抜けしながらも安堵の溜息をついた。

「そうそう、せっかくなら僕の知り合いと知り合い同士も仲良くなって輪が広がったほうが楽しいじゃない？」

　そこに突然会話に割り込む声がした。背後からのその声に振り向くと、いたのは花香さんだった。噂をすれば、だ。

「藍」

　秋人さんの声に「いらっしゃい」と微笑む彼は、今日は青いワイシャツに黒いネクタイと、茶道家というよりまるでホストのような格好だ。けれどその格好もよく似合っていて、ついまじまじと見てしまう。

「ん？　つむちゃんどうかした？　あ、もしかして見とれてる？　いけないなあ、いくらイケメンだからって旦那の前でそんな」

「いえ、ホストみたいでよくお似合いだなと」

「あはは、それ今日すでに十回くらい言われてるよ」

　みんな思うことは同じらしい。おそらく見た目だけじゃなくその飄ひょう々ひょうとした態度のせいもあるだろうけれど。

「どう？　花香家主催のお茶会は楽しめそう？」

「はい、イメージと違っててびっくりしましたけど」

「ああ、お茶会とか言うから身構えちゃった？　ごめんね、でも気楽に飲み食いしていくだけで全然構わないからさ。今日はここ貸切だし、一階の部屋はどこも好きに使っていいから、疲れたらどこかの部屋で休んでてもいいし」

　明るい口調で言う花香さんの言葉を聞きながら周囲を見ると、穏やかな会場内では各所で大人たちが名刺を交換しているのが見えた。

　つまり花香さんはこのお茶会を通して、いろんな人同士の出会いの場を作っているのだろう。社交的な雰囲気のある花香さんらしい催しだ。

　すると花香さんは「あ、でも」と言葉を続ける。

「純粋に仕事や趣味で人脈を広げようとしてる人がほとんどだけど、中にはその息子や娘さんが出会い目的で来てることもあるから。ナンパにはくれぐれも気をつけてね」

　注意をしながらずいっとこちらに顔を近づける。色素の薄いその瞳が近づいたと同時に、秋人さんはすかさず彼の顔を手で掴んで押しのけた。

「一番危ないのはお前だろ」

「ええ、ひどいなあ」

　そう話をしていると、そこへ年配の夫婦が近づき声をかけた。

「貴島くん、久しぶりだね」

　穏やかに挨拶をする男性に、秋人さんは仕事モードの笑顔を見せて応える。

「どうも、その節はありがとうございました」

「いや、こちらこそあんなに素敵な着物を仕立ててもらって。おかげさまで孫のお祝いもいい思い出になったよ」

　目尻と口元に深いシワを寄せて言う男性に、奥さんであろう女性のほうも「本当に」と微笑み同意した。おそらく貴島呉服店で着物を仕立てたお客さんなのだろう、人のよさそうなふたりの笑顔にこちらの心があたたかくなった。

「おや、そちらは」

　するとふたりの視線は自然と私のほうへ向く。秋人さんと腕を組んでいるところから私たちの関係性は想像がついているのだろうけれど、秋人さんは改めて私を手で示し紹介する。

「先日結婚いたしまして。妻の紬と申します」

「は……はじめまして、貴島紬と申します」

　少し緊張しながら、まだ言い慣れない『貴島』を名乗る私にも、男性はにこりと優しげな笑みを見せた。

「そうか、それはめでたい。貴島くんもますます頑張りがいがあるだろう」

「そうですね。守るものがあると、強くなれます」

　そう答えて柔らかく笑ってみせる秋人さんに、奥さんや周囲の女性が一斉に「あら……」とときめきの声を漏らす。美しい顔をした彼の微笑みは、一瞬で周囲をとりこにするらしい。

「あっ……あきと～!!」

　そのとき、今度は小さな影が駆け寄ってくると、秋人さんの足元に勢いよく飛びついた。

　わっ……今度はなに？

　驚いて見ると、彼の足元にはフリルをふんだんにあしらったピンク色のワンピースに、栗色の髪をツインテールにした女の子がいる。一見人形のような見た目をしたその子は五歳くらいだろうか。秋人さんを見上げるその顔はくりっとした目に薄紅色の頬をしており、幼いながらも完成されたかわいさだ。

「美み愛あ、危ないだろ」

「だってひさしぶりにあきとにあえたんだもん！　みあうれしい！」

　抱きついて離れない女の子を、秋人さんは慣れた様子で抱き上げる。

「あの、こちらは……」

「僕の姪っ子の美愛。秋人ラブなんだよねえ」

　はは、と笑う花香さんには目もくれず、美愛ちゃんは秋人さんにだっこされたままぎゅっと抱きつく。

「ねえあきと？　みあ、こんどぴあののはっぴょうかいがあるの。あきとにきてほしいの」

「俺より藍のほうがいいんじゃないか？」

「いや！　おじさんすぐねちゃうんだもん！」

　わかる、ピアノの音色は眠くなるよね……。

　心の中で同意するけれど、秋人さんは呆れたように花香さんをじと、と見た。

「だめ？　みあ、あきとがきてくれたらもっとがんばれるの」

「……わかった、休み取れるように調整する」

「やったあ！　あきとだいすき！　いつもすきだけど、もっともーっとだいすき！」

　美愛ちゃんはさらに大きな声ではしゃぐと、秋人さんの頬にチュッとキスをした。

　いつも堂々としていて偉そうな口ぶりの彼が、小さな女の子に押され気味だ。そんなめずらしい姿がなんだかおかしくて、私はついクスッと笑ってしまった。

「……なんだよ、紬」

「だって、おかしくて。秋人さん、かわいい」

　くすくすと笑いが止まらなくなってしまう私に、秋人さんは照れからか不機嫌そうに私の額を軽くぺちんと叩いた。

　子供には優しいというか甘いというか……意外だなあ。

　照れる秋人さんとそんな彼に抱きついたままの美愛ちゃん、そしてそれを見て笑う私や花香さんのまわりに穏やかな空気が流れる。

　するとその瞬間、ふと背後から誰かからの視線を感じた。

　ん……？

　なにげなく振り向くと、少し離れた先からこちらを見る女性ふたりの姿がある。

　私と同じくらいの年齢だろうか、パーティードレスに身を包んだ彼女たちはグラスを片手に持ちながらこちらをじっと睨んでいる。

　視線の正体はおそらくこのふたりだ。しかも敵意を含んだようなその視線は私ひとりに向けられているもの。

　秋人さんのファンかなにかかな……。

　思わず見ないふりをして彼女たちに背中を向ける。

「紬、どうかしたか？」

「いえ、なんでもないです。秋人さん、飲み物いただいてきましょうか」

「みあものみたーい！」

　秋人さんは業界内でも有名なようだし、メディアにも顔が出ているからファンのような人がいてもおかしくはない。そしてそういう人たちが、結婚を面白く思わないのもおかしくないわけで……。

　でもどうか、何事も起きずに平和に終わりますように。




　その願いが通じたのか、その後のお茶会は和やかに進んでいった。

　いろいろな人に挨拶をしながら有名シェフの食事を楽しんだり、チェロやクラリネットの生演奏を聴いたり、マジックショーを目の前で観たりと、贅沢な時間を味わった。

　時刻が午後を過ぎた頃、私はトイレに行こうと中庭を出て、建物内の長い廊下を歩いていた。

　秋人さんは少し離れたところで他の人と話していたから、なにも言わずに出てきてしまったけれど、すぐ戻るし問題ないだろう。

　けどそもそも、トイレはどこにあるんだろう。

　歩いてきたはいいけれど、と周囲を見回していると、前から花香さんが歩いてきた。

「あれ、つむちゃんどうしたの？」

「お手洗いに行こうと思ってたんですけど、どこかなって」

「ああ、ここトイレの場所わかりづらいんだよね。案内するよ」

　このまま迷っていても仕方ない。花香さんの言葉にお礼を言って、彼とふたり並んで歩き出す。

　こうして隣に立つと、彼は秋人さんより少しだけ背が高いことに気づく。以前会ったときの和服姿ではわからなかったけれど、スーツを着ると細身な体型が目立ち、男性にしては折れてしまいそうな細さだ。

「お茶会はどう？　楽しめてる？」

「はい。催し物も楽しいですし、ごはんもすごく美味しいですし」

「ふふ、まだまだ催しはあるしデザートもあるから。最後まで楽しみにしてて」

　笑って言ってから、花香さんは思い出したように「そういえば」と口にした。

「この前は災難だったね。三浦の件」

　その言葉に、そういえばあのとき花香さんも秋人さんに協力してくれていたことを思い出した。

「あのときはありがとうございました。花香さんが協力してくれなかったら、どうなってたことか」

「いやいや。ふたりの待ち合わせから食事までずっと尾行してたんだけどさ、ちょっとトイレ行ってるあいだにつむちゃんたちいなくなってて。僕が見失ったせいで部屋に着くの遅れてごめんね」

「そうだったんですか？　それでよく部屋がわかりましたね」

「実はあのホテルの社長も友達でね。事情話したら部屋教えてくれたり合鍵貸してくれたり……いや、まあそれは冗談だけど」

　それはきっと冗談ではないのだろう。けれど公には言えないことだから曖昧にしているのだと察した。

「大きな被害はなかったようでなによりだけど大丈夫だった？」

「はい。けどああやって悪意を持って接してくる人もいるんだって、勉強になりました」

「そうだね。どんな手を使ってでも蹴落とそうとしてくる人はいる。……怖い？」

　穏やかな声でたずねた彼に、私は首を横に振った。

「いえ……それより、秋人さんのほうが心配で」

「秋人が？」

　私の答えに、花香さんは意外そうな声を出す。

「私が彼だったら、誰かを信じることが怖くなってしまいそうだから……秋人さんの心が、心配です」

　少しの期間とはいえ、同じ店で一緒に働いた相手が自分を陥れようとしていた。あんなに笑っていたのに、人懐こい笑顔の裏には思惑があって、自分が見ていた姿は仮の物でしかなかった。

　もし私が秋人さんの立場だったら耐えられるだろうか。

　楓さんや白井くんが裏では自分を嫌っていたら……想像するだけで、苦しい。誰かを信じること、そばにいること、接すること、全てが怖くなってしまうだろう。

　だけど秋人さんは実際にそれを経験して、しかも仕向けたのはなにより近い存在だったはずの家族だったなんて。そんなの、悲しすぎる。

　胸に感じる苦しさをこらえるように、胸元で拳を握る。そんな私の言葉を聞いて、花香さんは「ははっ」とおかしそうに笑った。

「え？　今笑うところありました？」

「いや、ごめんね。きみ本当にいい子だなって思って」

　その言葉の意味を問うように彼を見ると、穏やかな口調のまま言葉を続ける。

「秋人もきっと沢山傷ついてきたと思うよ。家族が敵になって、裏切られたことも少なくないだろうし、悪意を持って近づく人も沢山見てきただろう」

　若いうちから副社長になり、ただでさえ大きなプレッシャーや重圧がかかっていただろう。そこにさらに傷つくようなことも重なって、これまでの彼の道はきっと容易たやすいものではなかったと想像がつく。

「けど今の秋人なら大丈夫だよ。あいつには守るものが沢山あるから。店に会社に……家族に、ね」

　私の瞳を覗き込む彼の言う『家族』が、私を指しているのだと気づく。それと同時に思い出すのは、先ほど秋人さんが言っていたひと言。

『守るものがあると、強くなれます』

　あの言葉が本心だったと、思ってもいいのかな。

　自うぬ惚ぼれかもしれない。だけどそう思うとまたときめいて、胸の奥からキラキラと、チカチカとしたような明るい感情が溢れるのを感じた。

「それにあのとき、秋人が本気で怒ってるのなんて初めて見たんだよね」

「そうなんですか？」

「うん。秋人が仕事で誰かを叱ることはあっても、感情をぶつけて怒るのは超レアだよ」

　たしかに、秋人さんは叱るイメージはあっても声を荒らげたりはしないかも。

　でもあのときは、目いっぱいの力でやっと引き止められるくらいの力を腕に込めて、強い怒りを見せていた。全てを投げ出してしまいそうなほど我を忘れていた。

「秋人の気持ちを思って胸を痛めるきみと、きみのために怒りをぶつけた秋人。そんなふたりはもうとっくに、本物の夫婦だよね」

　本物の、夫婦……。

　花香さんの言葉が照れくさいけれど嬉しくて、緩む頬を隠しきれない。

　秋人さんの気持ちは、見えないしわからない。だけどこうして少しずつ、垣間見るたび、また一歩近くに感じられる。

　話すうちに着いたトイレは、廊下を曲がってから奥まったところにあり、たしかに少しわかりづらかった。

「はい、女子トイレここだよ」

「すみません、ありがとうございまし……」

　トイレの前で足を止め、花香さんにお礼を言って別れようとした――そのとき。

「もうなんなのあいつ！」

　トイレの中からは、怒ったような大きな声とバン！となにかを蹴るような音が聞こえてくる。一体何事かと、私も花香さんも驚いて身を潜めて、ドアを少しだけ開けて中の様子をうかがった。

　するとそこには、若い女性ふたりがいた。先ほど私をにらんでいたふたりだ。

「ちょっと、声大きすぎ。ゴミ箱蹴るのもやばいって」

「だって本当腹立つんだもん！　あーもう、ムカつく！」

　つぶらな目をしたロングヘアの女の子が止める一方で、猫のような目にボブヘアの一見かわいらしい女の子は不満そうに声をあげる。その足元には八つ当たりで蹴られた様子のごみ箱が虚しく転がっている。

「なんか怒ってますね」

「うわー、女の子はみんなかわいいけど、ああいうのは無理ー……」

　小声で話す私たちには一切気づかず、彼女は言葉を続ける。

「なんで、なんで……あれが秋人さんの結婚相手なわけ!?」

　鉄砲玉のように飛び出した『秋人さんの結婚相手』というセリフに、私も花香さんも一瞬停止する。

　秋人さんの結婚相手……って、それはつまり、私のこと？

　無言でそうたずねるように自分を指差す私に、花香さんも無言のまま『うんうん』と頷いた。それはつまり、彼女は私に対して怒っているということ。

「前にこのお茶会で秋人さん見かけてからずっと秋人さんファンだったもんね。結婚相手の座も本気で狙ってたんでしょ？」

「そう！　うちのパパの会社と秋人さんの会社はつながりもあったし、パパもずっと『結婚相手にはうちの娘を』って私を勧めてくれてたのよ？　なのにいきなりよその女と結婚なんて！」

　先ほどの鋭い視線はそういうことからだったのか。けど私にできることも言えることもなにもないし……ここは聞かなかったことにして、トイレも諦めて会場に戻ろうかな。

　そう思いそこから離れようとした、けれど。

「まあでもどうせすぐ離婚するでしょ。あんな地味な女、秋人さんも本気になんてしてないって」

　ロングヘアの彼女の言葉に、つい足が止まってしまう。

　それまで憤っていた女の子も「たしかに」と笑いながら納得した。

「そうよね。借金で潰れた小さい呉服屋の娘と彼がつりあうわけなんてないもん」

　敵意しか感じられないその言葉たちにぐっと息が詰まった。

「パパに聞いたんだけど、あの女の家離婚してて、それも母親が娘捨てて出ていっちゃったんだって」

「え？　そうなの？」

「そのうえ父親は借金抱えて蒸発して……それを肩代わりしてくれたのが秋人さんってわけ。両親ふたりともに捨てられた女なんだって」

　私の話まで一部には回っているんだ……。事実だけど、敵意に満ちた声で言われるとぐさりと胸に突き刺さる。

「親にすら愛されない子が、秋人さんに愛されるわけないじゃんねえ。あーあ、さっさと現実見て自分から身を引いてくれないかな」

　彼に愛されるわけがない。

　だって私は、親にすら捨てられた子供。契約で結ばれた彼に心から思ってもらおうなんて、おこがましい。

　……そんなこと、わかっているのに。

　どうしてかその言葉が痛くて、耳を塞いで逃げ出したい衝動に駆られる。

「……つ、つむちゃん。とりあえず一旦向こうに」

　空気を読んだ花香さんが、気を利かせて私をこの場から移動させようとする。けれど足は動かなくて、言葉を発しようと息をひとつ吸い込んだ瞬間、声より先に目からは涙がポロッとこぼれた。

「わっ、わー！　つむちゃん！　泣かないで！」

「あれ、なんでだろ……すみません、勝手に涙が」

　泣きたくないのに溢れてくる涙を慌てて手で拭うけれど、止まることなくどんどんとこぼれてしまう。

　図星を指されて泣くなんて、情けない。子供の頃から母がいないことを同級生にからかわれたり、身内の大人たちの言葉に傷ついたこともあったけど、気にしないようにしてたのに。

　私、こんなに弱い人間だったけ。

　自分の変化に戸惑い、余計涙が止まらなくなる。

「とりあえずここを離れよう。ね」

　そんな私に、花香さんは困惑しながらも肩を抱いて歩き出しかけた。

「おい」

　するとそのタイミングで姿を現したのは秋人さんだった。彼は私たちを見ると、眉根を寄せ顔をしかめる。

「秋人、さん……」

「勝手にいなくなったと思えば、ふたりでなにしてるんだ？」

「いや、秋人、これはその……」

　花香さんは私を背中に隠すようにしながら、状況を説明するべきか否か迷うように言葉を濁す。そんな態度が余計怪しかったのか、秋人さんは私のほうを覗き込んだ。

　そして私と目があった瞬間、鋭い目で花香さんを睨みつけた。

「どういうことだ、藍。紬になにした」

「え!?　違う違う！　これはその……」

「紬も。なにがあった？」

　花香さんに問い詰めるように言う一方で、私に対してはやや優しい口調で聞いてくれる。けれど、なんで泣いているかなんて言いたくない。

　あなたにつりあわないと、親にも愛されていないのにあなたに愛されるわけがないと、事実を言われて泣いているなんて、言えない。

　正直に伝えることで彼に、失望されたらどうしよう。自分の妻が周囲からそう見られているなんて、情けないと思うだろう。

　……がっかりされたく、ない。

　その思いから口ごもる私に、秋人さんは苛立ちを覚えた様子でこちらへ近づくと、力任せに腕を引っ張った。

「あっ、ちょっと秋人!?　どこいくの!?」

「紬と話をする。お前はついてくるな」

　強い口調で言い放つと、花香さんを置き去りに秋人さんは歩き出す。

　そして連れられるがまま、少し離れた先にある部屋に入った。

　腰壁に囲われたその部屋は、全体的に暗めの色の木でできたアンティークの家具で統一されている。丸くこぶりなローテーブルにガラス戸の戸棚、赤いアンティークソファがアクセントの室内は、窓には細かな縦格子が入っており、外から中が見えないようになっている。

　部屋に入ってすぐ、秋人さんはガチャンと鍵を閉める。私をソファに座らせると、背もたれに手をつき迫る形になった。

「藍となにがあった、吐け」

「そ、そんな……」

　彼のまっすぐな目にじっと見つめられ動けない。心臓がうるさいくらいにドクドクと震えて、息が止まりそうになる。

　それでも唇をきゅっと結んで黙る私に、秋人さんは眉間にシワを寄せたままゆっくりと顔を近づける。

　えっ、待って、とこれからなにをされるのか想像するより先に、私の顔の横をすり抜け、私の肩に額をのせて寄りかかった。

　右肩に彼の体重を感じる。

「……他人の俺には、言えないのか」

　ぼそ、と呟く弱く悲しげな声。初めて聞くその力のない声に、胸が締め付けられるような痛みを覚えた。

　彼がこんなふうに私に問いかけるのは、私を知りたいと思ってくれている証だ。

　この胸の内を伝えるのは、怖い。失望されてしまったらどうしよう。そんな不安や恐ればかりが込み上げる。

　だけど、彼が耳を傾けてくれるのなら。勇気を出して、言葉にして。

「……花香さんは、悪くないんです。ただ私が、本当のことを言われて、勝手に傷ついただけで」

　小さな声で答えると、肩にのっていた彼の頭が上げられる。

「本当のこと？」

「……トイレの中にいた女の子たちが、言ってたんです。親にも愛されない私が、秋人さんに愛されるわけないって」

　秋人さんがどんな反応をしているかを知るのが怖くて、つい俯いてしまう。

「わかってるんです、秋人さんにつりあわないってことも。だけど……こんなこと言って秋人さんに失望されたくなくて、さっきは言えなくて」

　自分で再び言葉にすると、胸が張り裂けそうになる。

　すると、彼は俯いたままの私の頬にそっと手を添えた。大きな手の感触とあたたかさに顔を上げると、秋人さんは切なげに目を細めて見つめていた。

　そして次の瞬間、彼の長い指はむにゅっと私の頬をつねった。

「わっ、なにするんですか！」

　突然の行動に思わず声をあげた私に、彼は涼しい顔のまま。

「なにかと思えば、そんなくだらないことで泣いてたのか」

「くだらないって……」

「くだらないだろ。そんな、あかの他人の言葉に耳を傾けて心を消費してどうする」

　はっきりとした口調で言い切ると、つねっていた指先の力を抜いて、再び頬を優しく撫でる。

「俺と紬がつりあわないなんて、なにも知らない奴が好き勝手言ってるだけの言葉だ。そいつが紬のよさを知らないだけ」

　私の、よさ……？

　それって、と問うように彼の言葉の続きを待つ。

「たしかに紬は、一見強く見えるしかわいげもない。甘え下手でおまけにバカな元彼に騙されてなにもかも持ち逃げされるようなマヌケだけど」

「……バカにしてます？」

　けれど秋人さんから発せられたのはお世辞にも褒め言葉としては受け止められない言葉だ。じろ、と見た私に彼は冗談めかすように笑った。

「けど優しさがある。大切なものを思う気持ちも、そのために怒れる強さもある。見えづらいだけでたしかに持ってる。そういうところが愛しいと思う。……どこの誰とも知らないような相手と、俺の言葉。どっちを信じる？」

　秋人さん問いかけに、私は照れくさくてはっきりと彼の名を呼ばなかった。けれど精いっぱいの意思表示で、頬に添えられたままの彼の手にすり、と頬ずりをし唇の先でその手のひらに触れた。

　その動きから答えを読み取るように秋人さんはふっと笑うと再び顔をゆっくりと近づけた。

　今度は顔の横をすり抜けてしまうことはなく、その鼻先がまっすぐにこちらへと降りてくる。そして優しく唇同士が触れると、一度離れて、今度はしっかりと重なり合った。

　秋人さんの、香りがする。柔らかな前髪が肌をかすめてくすぐったい。

　不慣れなこの唇はされるがまま。なのに、心地の悪さは感じられない。むしろ彼を受け入れるように、その着物の袖をきゅっと握った。

　触れる唇から、これまで以上に彼を近くに感じられる。

　私たちはもう、他人じゃない。夫婦だ。そんな絆を深く感じた。

　あの子たちが言っていた言葉もきっと間違いなんかじゃない。だけど私は、彼の言葉を信じたい。

　私を優しいと、強さを持っていると、愛しいと言ってくれた。秋人さんの言葉に、心を寄せていたい。




　しばらくのあいだ、秋人さんとともに部屋で過ごし、頃合いを見てふたりで中庭の会場へと戻った。そんな私たちを迎えたのは、先ほどトイレで話をしていた女の子ふたりだった。

「……奥様に大変失礼な発言をしてしまい、申し訳ございませんでした」

　先ほど強気な姿勢で話をしていたふたりは、真っ青な顔で私たちに深く頭を下げる。

　それを見てどうしていいかわからない私と秋人さんに、花香さんが間に入った。

「いやあ、秋人の声のせいで僕たちが立ち聞きしてたのばれちゃって。一応、ふたりに謝りたいっていうから」

「そうだったんですか、でも気にしてないので頭を上げてください」

　すっかり気分も落ち着いたおかげで、冷静にそう答えることができた。ですよね、と秋人さんに同意を求めるように目を合わせると、彼は腑に落ちない様子で一度唇を動かしかける。けれど渋々言葉を飲み込んだ。

「……紬がいいなら俺からはなにも言わないが。ただ、誰かの粗を探すより、長所を見たほうがいいと思う」

　精いっぱい言葉を抑えたのだろう。まるで学校の先生のように諭す秋人さんに、ふたりは「はい……」とうなだれたままその場をあとにした。

「さっきは秋人に殴られるかと思ったけど、落ち着いたみたいでよかった」

「すみません、取り乱したりして」

「気にしないで。それに、雨降って地固まっちゃったみたいでなにより」

　冷やかすように言う花香さんの視線の先には、しっかりとつながれた私と秋人さんの手がある。指同士を組んだ、恋人つなぎをする私たちになにかあったのだろうと察するように花香さんは「ふふ」と笑った。

　雨降って地固まる……か。たしかに、そうかもしれない。

　ぶつかったり転んだりして、そのたび歩み寄って寄り添い合う。夫婦って、そういうことの繰り返しなのかもしれない。

　そんなことを思って秋人さんを見上げると、たまたまこちらを見た彼と目が合う。

　混じり合った視線にふっと笑う彼につられて私も笑った。

　私も同じ気持ちだ。彼のあたたかさや優しさに、愛しいと感じている。










７．つづれおり




　夜九時の自宅のダイニングには、ノートを手に真剣な顔をする私と、笑顔でテキストを持つ松戸さんが向かい合って座っている。

「では問題です。代表的な着物の種類、十一種類はなんでしょう？」

「えっと、浴衣に振袖、打掛と訪問着、それからえっと……」

「あと七つですね」

「ああもう、出てこない！」

　頭を抱える私に、松戸さんはおかしそうに笑う。そんな私たちにちょうど仕事から帰ってきたところの秋人さんは呆れた視線を向けた。

「なにやってるんだ、ふたりで」

「紬さんが着物の勉強を始められたそうなので、手始めにテストをしてみてるんです」

「着物の勉強、ねえ。やっと呉服屋の妻になる覚悟が決まったか」

「松戸さん、今の問題の答、見せてください」

「って俺のことは無視か……」

　着物のことを学びに時折お店にも行っているけれど、あまり行くのも邪魔だろうと私は家でも着物の勉強を始めた。それを見た松戸さんは喜んで、時間を見つけてはこうして付き合ってくれている。

　松戸さんお手製の基礎知識のクイズがまとめられたテストを見ながら答えを頭に叩き込む。すると秋人さんは、そんな私の背後から一緒にテストを覗き込んだ。

　突然近づく距離に、緊張で息が止まる。

「にしてもこれ、松戸の手作りか？　悪いな、付き合わせて」

「いえ、紬さんに着物を学びたいとおっしゃっていただけて嬉しくて。楽しんで作ってしまいました」

　話しながら秋人さんはもっとよく内容を見るように、さらに距離を近づける。頬が触れそうな近さに、息が止まったまま。けれどついには限界で、私は秋人さんの顔を持っていたノートで押しのけた。

「……っておい、なにすんだよ」

「ち、近いんですよ、距離が」

　慌てて距離をとる私に、秋人さんは怪訝な顔をする。

「別にいいだろ、夫婦なんだから。こんなんで騒いでたらこれからが思いやられるな」

「これからって……これからなにする気なんですか！」

「はあ？　どうしたお前」

　意味がわからない、といった様子の秋人さんに、松戸さんはなにかを察したように「まあまあ秋人さん」と彼をなだめた。

　もう、そうやってまた不意打ちで近づくんだから。そのたび、先日のキスを思い出してしまう私の気持ちも知らないで……。

　心の中で呟いた『キス』のひと言に、彼の唇を思い出し熱くなってしまう。

　別にこれまで彼氏だっていたし初めてのキスってわけじゃなかった。けど……普段の強気な彼に反して優しいキスに、思い出すだけで照れてしまう。

　けれど、あれから五日ほどが経とうとしている中で私たちの関係に進展はない。

　二度目のキスもそれ以上もなく、それどころか秋人さんは相変わらずのクールさで、あのキスは自分の妄想だったんじゃないかとすら思えてくる。

「夕飯準備しますね。松戸さんも一緒に食べていきます？」

「いえ、私は家で妻が作って待ってますので」

　照れながら言う松戸さんと話す傍ら、視界の端では羽織を脱ぐ秋人さんの姿が目に入った。その表情はどこか疲れているというか、悩ましげにも見える。

　あれ、どうしたんだろ。

　めずらしい表情が気になって、松戸さんが帰ってから私は夕飯をダイニングに並べながら彼にたずねた。

「秋人さん、なにかありました？」

「え？　なんでだ」

「なんか、元気ないというか悩んでるっぽいというか」

　眉間にシワが寄ってますよ、と自分の眉間を指差す。ダイニングのイスに座りながら自分の眉間に触れた秋人さんは、「はあ」と苦笑いをこぼした。

「仕事でなにかありました？」

「いや、仕事じゃなくて家のことでな」

「家って……えっ、私？」

　なにかした覚えもなく、味噌汁の入ったお椀を置きながら動揺する私に、否定するように首を横に振る。

「今度、祖父の七回忌があってな」

「おじいさんって、前に話してた？」

　秋人さんが慕っていた、それに私のお父さんとも仲が良かったというあのおじいさんのことだ。でもたしかおじいさんは父方の祖父だから、死に目にも会わせてもらえなかったって言ってたよね。ということは七回忌も出られないということだ。

「これまで俺と母親は実家への立ち入りは許されなかったんだけどな。今回はどういう風の吹き回しか、兄貴から来るように招かれたんだ。……紬同伴、という条件付きで」

　え？　私？

　なぜそこで私の名前が、と驚く私に対し、秋人さんは渋い顔のまま。

「……この前のこともあるし、紬を連れて行きたくない」

　この前、というのは三浦くんの一件のことを指しているのだろう。

　秋人さんはおじいさんの七回忌に出席したいはずだ。実家に行くことは複雑でも、これまでおじいさんを弔うことができなかった分、念願叶ってのことのはず。なのに、私のことを考えて素直に受け入れられないのだろう。

　たしかに、自分の会社の社員を使ってまでして貴島呉服店を陥れようとしていたような人たちだ。なにをするかわからないという不安もある。私だって、なにを言われたりされたりするかわからない。

　でも……。不安をこらえるように、秋人さんの手を両手でぎゅっと握った。

「あれこれ考えず、行きましょう。おじいさんのための七回忌ですから」

「けど」

「私は大丈夫ですから、ね」

　彼の手を包み、半ば強引に押し通すと秋人さんは渋々ではあるけれど頷いた。

　秋人さんのお父さんたちの元へ行くなんてただでさえ緊張するけれど、でも秋人さんがおじいさんの法事に出られることの意味は大きいはず。

　それに、秋人さんがほんの少しでも私を天秤にかけ迷ってくれたということが嬉しくて、それだけでも心強く思えた。




　そして迎えた日曜日。私と秋人さんはふたり、高級住宅街と名高い白しろ金がね台だいの一角にやってきた。

　私は黒いワンピースにパールのネックレスというオーソドックスな格好だ。これまで安い礼服しか持っていなかったから、今回勇気を出してちょっと値の張るワンピースを新調したのだ。

　急な出費に財布は痛いけれど……着物がきっかけで喧嘩になってしまうのも嫌だし。

　その気持ちは彼も同様のようで、秋人さんも今日は黒いスーツに身を包んでいる。

　ちらっと見ると、いつもは着物で覆われた体のラインがよくわかる。長い足に締まった腹部、肩幅がしっかりとしていて細身ではあるけれど筋肉質なスタイルだ。スーツ姿もかっこいい。

「ここだ」

　見とれるうちに秋人さんが足を止める。

　視線を前に移すと。目の前には横長の白い壁が果てしなく続いており、その壁の向こうには三階建ての大きな一軒家がどんと構えている。

「もしやこれが……実家、ですか？」

「ああ。今は父親がひとりで住んでる」

　普段住んでいる家も充分立派だけれど、花香さんの家といい、この家といい、秋人さんのまわりには大きな家が多すぎる……。

　住んでいる世界が違う、としみじみ感じて腰が引けてしまう私に、秋人さんは肩を抱いて「行くぞ」と歩き出そうとした。

　肩を掴む手が少しぎこちなく、彼の微かな緊張感を伝えた。

「あらやだ、家の前でイチャつくのやめてくれない？」

　ところがその空気は、背後から投げかけられた言葉によって打ち破られた。

　振り向くと、そこにはショートカットの女性がいた。五十代後半といったところだろうか、すらりとしたスタイルに黒いタイトなパンツスーツと真っ赤な口紅がよく似合っている。

　綺麗な人……。

「母さん」

　秋人さんが冷静な声で呼び、私は耳を疑う。

　えっ、お母さん!?

　驚き、ふたりの顔を交互に見る私に、その女性――秋人さんのお母さんは「ふふ」と笑うと、秋人さんを肘で小突く。

「も～、秋人ってば意外と仲良くしてるんじゃない。普段私が結婚生活どう？って聞いても『別に』しか言わないくせに！　このムッツリ！」

「そうやって冷やかしてくるからいちいち言わないだけだって」

　シャープな見た目と違ってにぎやかな口調のお母さんに、秋人さんは呆れたようにしながらも私の存在を思い出したようにこちらを見た。

「紹介がまだだったな。紬、うちの母親だ」

「初めまして、母親の平ひら岡おか香か世よ子こよ。よろしくね、紬ちゃん」

　そっか、離婚してるからお母さんは名字が違うんだ。秋人さんは成人後の離婚だから苗字はそのままだけど。

　そうすぐ理解しながら、お母さんに向かってお辞儀をした。

「ご挨拶が遅くなりすみません。紬と申します。以前は父が大変お世話になり……」

「そんな硬くならなくていいのよ。それに、お世話になったのはうちのほう」

　かしこまって挨拶をしようとするけれど、お母さんの明るい口調で阻まれる。

「あの、以前から思ってたんですけどうちの父が貴島呉服店とどういったつながりで……？」

「あら、秋人そこまでちゃんと話してなかったの？」

「ああ、そういえば」

『そういえば』と言った私たちに、秋人さんのお母さんはもうっと口を尖らせてから話してくれた。

「今から三十年くらい前、うちの会社が業績不振で傾きかけてた頃の話なんだけど」

「えっ、貴島呉服店にもそんな時期が？」

「えぇ。義父は少しでも負債の少ないうちに会社を畳もうか悩んでいたんだけど、ある日店のショーウィンドウを見て泣いてた青年がいたんですって」

　三十年くらい前……というと私が生まれるより前、父がハタチくらいで母と結婚する前だ。その青年というのが父なのだろう。

「義父が声をかけたら、その青年は言ったそうなの。『結婚を考えてる彼女がいて、その子が結婚式でこの着物を着た姿を想像したら幸せすぎて泣けちゃいました』って」

「えっ……想像で泣いてたんですか……？」

　想像しただけで泣く大人をイメージして、父らしいといえばらしいけれど顔が引きつる。そんな私の表情を見てお母さんはおかしそうに笑った。

「そう、義父も笑ってたわ。けど青年は真面目に『彼女絶対綺麗だろうなとか、親御さんも喜んでくれるだろうなって、いろんなこと考えちゃうんです』『きっと俺、その日の彼女のこと一生忘れない自信あります』って」

　その言葉から、おそらく父が見ていた着物というのがあの赤い着物なのだろうと思った。自分の家だって呉服店をやっていたはずなのに、自店のものよりも母に似合うものを優先して考えるあたりも父らしい。

「その青年の言葉に義父は気づいたんだって。着物一枚にも着る人の人生やストーリーがあって、それは一生の思い出に刻まれていくんだ。自分たちが売っているのは、物と思い出なんだ、って」

　父が母を想い涙したその着物は、母が『宝物』と言ったもので、私にとっては母との思い出でもある。

　こうしてひとりひとりの記憶に、刻まれている。

　父は意図せずそれを、秋人さんのおじいさんに伝えたんだ。

「そこから義父はやや効率や利益重視になりつつあった経営を見直して会社を立て直してみせたってわけ。以来彼は義父の恩人で、彼がいなかったらもう貴島呉服店はなかったってよく話してた。その青年が、紬ちゃんのお父さんってこと」

　そうだったんだ……。だから、恩人。

　初めて聞いた話に少し父を見直してしまう。そんな私の心中を察するように、秋人さんは優しく頭を撫でた。

　そこで一旦話を終え、秋人さんのお母さんは「さて」と切り替えるように息をひとつ吸い込んだ。

「思い出話はここまでにして、戦いにいきますか」

「え？　戦い？」

　強気な眼差しで口角を持ち上げながら、秋人さんのお母さんはずんずんと歩き出し敷地内へ入っていく。

　戦いって、つまり……秋人さんのお父さんやお兄さんと、ということ？

　大丈夫なんだろうか、とハラハラしながらついていくと、真っ赤なネイルの指先が遠慮なくインターホンを押した。少しして中から玄関のドアが開くと、そこに姿を見せたのはひとりの女性だった。

「あっ、香世子さん！　ご無沙汰です～」

　にっこりと微笑む、黒いトップスにフレアスカート姿の女性――そう、それは以前家の前で秋人さんと話をしていた、小乃羽さんという人だ。

　彼女は栗色の髪を今日はひとつにまとめており、きっちりとした装いだ。けれどピンク色の頬とくりっとした目が、相変わらずふんわりとしたかわいらしい雰囲気を漂わせている。

「小乃羽ちゃん、久しぶり。今日は呼んでくれてありがとうね。どうせ小乃羽ちゃんがあのふたりにかけ合ってくれたんでしょ」

「いえいえ。たしかに提案はしましたけど、でもまさかすんなりＯＫしてくれるとは思わなくて」

　その会話から察するに、今日この場に秋人さんたちが呼ばれたのは彼女の働きのおかげらしい。じゃあ私を同伴させたのは、ただ単にどんな結婚相手か見てみたかっただけ？

　彼女は秋人さんたち側とお父さんたち側どちらか一方の味方というふうではなさそうだ。

「ここじゃなんですし、中どうぞ。今回は他の身内とかも呼んでなくて、私たち家族だけにしたので」

　小乃羽さんに促され、私はまともに挨拶もできないままとりあえず家に上がった。隣の秋人さんも小乃羽さんとは口もきかず、無言のままだ。

　広い玄関から、ほこりひとつ落ちていない廊下を歩いていくと一番奥にある和室へと通された。

　閉められた障子を秋人さんのお母さんは声ひとつかけずに勢いよく開けた。するとそこには、大きな木彫りのテーブルを挟んで座る男性がふたりいる。

　ひとりは六十代くらいの白髪交じりの男性。おそらく秋人さんのお父さんであろう。かっちりとしたガタイの良さと細い目をした顔は秋人さんにあまり似ていないけれど、無愛想な雰囲気が近いものを感じさせる。

　もうひとりは秋人さんより少し年上の、おそらくお兄さんだろう。端正な顔立ちがそっくりだ。けれど髪は茶髪で眼鏡をかけた神経質そうな見た目が秋人さんとは違う。

　ふたりはにこりともせずじっとこちらを見ると、お父さんのほうが先に口を開いた。

「……ふん、来たか。貴島家の人間でもない他人が図々しい」

　地鳴りのような低い声に、秋人さんのお母さんは腰に手を当て堂々と答える。

「ええ、せっかくのお誘いだし義父さんには子供の頃からお世話になったもの。義父さんのお願いじゃなかったらあんたみたいな頑固ジジイとお見合い結婚なんてしないわ！」

「なんだと!?　厚化粧の性悪ババアが！」

「誰がババアよ！　私のほうがあんたよりふたつも若いわ!!」

「五十八も六十も変わらんだろうが!!」

　瞬く間に始まるふたりの言い合いに、どうしていいかわからず私と秋人さんは廊下に立ち尽くしたまま。すると同じくそれを見ていた秋人さんのお兄さんがこちらへ視線を向けた。

「久しぶりだな、秋人。相変わらず愛想のひとつもないのな」

「……瑛えい士じ」

　テーブルに頬杖をつきながら、鼻で笑いながら言うと、その目は今度は私へ向く。

「へえ、そっちが噂の三千万の嫁ってやつか。どうも、兄の瑛士です」

「あ……紬と、申します」

　彼はにこりと微笑んでみせるけれど、『三千万の嫁』という言い方に嫌味が込められているのが感じ取れて、萎縮してしまう。

　秋人さんもそれを感じ取った様子で、私を背中に隠すように立った。

「瑛士、お前からの贈り物は返したからな」

「贈り物？　ああ、三浦のことか」

　笑い交じりで言う瑛士さんに、三浦くんの顔を思い浮かべて胸がざわつく。

「三浦からの報告を受けてさすがに驚いたよ。情報を横流しするだけでよかったのに、まさかあんなことまでするとはな。もっと冷静で計画的な奴だと思って目をかけていたんだが」

「あの、三浦くんって今……」

「もちろん解雇したよ。自身の評価のために犯罪に手を染めようとしたヤツを雇うようなことはできないからな」

　淡々とした言い方に、三浦くんを思い出すと胸が痛んだ。

　三浦くんのしたことはたしかに怖かったし、ひどいことだ。けど、瑛士さんに評価されようと必死に考え暴走した結果だったのだろうと思うと、彼をただ非難するという気持ちにはなれない。

「さすがに身内のお前が犯罪をけしかけたとは思っていないが、そもそもスパイだとか卑怯な手を使おうとした結果紬の被害につながった。そこはちゃんと謝罪しろ」

「はいはい、ごもっとも。紬さん、悪かったな」

　謝罪を口にはするけれどそのあまりにも軽い口調に、秋人さんはじっと睨む。室内の空気がピリッと張り詰めるのを感じた、その時だった。

「はいはーい、お茶淹れてきたよ。って香世子さんたちも立ったままいないで座って座って！　ほら瑛士くんも席つめる！」

　部屋に入ってきた小乃羽さんの明るい声が、その場の空気を一転させる。

　驚くべきは彼女にせっつくように言われ、先ほどまで秋人さんに対し強気な態度だった瑛士さんが、すごすごとお父さん側へつめる姿だ。

　あんな横柄な態度だったのに……彼女には弱いんだ。

　私がひとりで驚いているうちに、小乃羽さんはトレーの上の湯飲みをひとりひとりに配っていく。

「はい、香世子さんの分と秋人の分、それと……」

　そして最後に私の前に置いたところで、思い出したようにはっとした。

「あっ、秋人のお嫁さんだよね!?　ごめんね、そういえば私挨拶もしてなかったね！　はじめまして、瑛士くんの妻の小乃羽です」

　小乃羽さんはピンクのアイシャドウが綺麗に塗られた目元を細めてにこりと笑った。

　瑛士さんの奥さん？　ああ、だから秋人さんとも親しげで、今日もここにいたんだ。

　さらには瑛士さんが彼女に弱いわけを納得しながら、彼女が秋人さんの本命なんじゃないかと疑ってしまっていた自分を恥じた。

　思えば小乃羽さんと秋人さんが親密だと言っていたのは三浦くんだ。彼が小乃羽さんを瑛士さんの奥さんであることを知らないはずもないし、私を動揺させたかっただけなのだろう。

「それにしても、七回忌とはいえ家でやろうなんてめずらしいじゃない。てっきりどこか別会場でやるのかと思ってたわ」

「そう思ってたんだがな。身内の都合があんまり合わなかったし、今回は家でやってみてはどうかと彼女が」

　秋人さんのお父さんはそう言いながら、瑛士さんの隣に腰を下ろす小乃羽さんを見る。

「ちょうど、おじいちゃんが好きだったお花も満開ですし。どこかで豪華にというよりは家族みんなでってほうが喜ぶタイプだと思って」

　笑いながら言った小乃羽さんの視界の先では、中庭一面にコスモスの花が咲いている。

　庭を彩るピンク色の花々がおじいさんが大切にしていた花で、亡くなってから年数が経つ今も大切に守られているのだろうことが伝わってきた。

「俺は貴島家を出て行った奴らを呼ぶ必要はないって言ったんだけどな」

「もう、なんでそんな言い方するかなあ。会社が別になろうと、離れて暮らそうと、それはそれ！　これはこれ！」

　瑛士さんは言葉を挟むものの、すかさず小乃羽さんに言い返され黙ってしまう。本当に小乃羽さんには弱いらしい。

　けど今回秋人さんたちがこうしてここにいられるのも、彼女のおかげなんだ。

　瑛士さんの妻という立場でいながらも、秋人さんやお母さんのことも大切にしているのだろうことが感じられ、出来た人だと思うと同時に眩しい。

「そうだ、秋人たちもせっかくだしおじいちゃんのお仏壇に手合わせたら？　……おじいちゃんも、きっと喜ぶよ」

　小乃羽さんは明るい口調のまま、部屋を仕切っていた襖を一枚開けて私たちを手招いた。

　立ち上がり奥の部屋へ入ると、そこには大きめの観音開きの仏壇と、一枚の写真が置かれている。そこに写るのは、真っ白な髪の眼鏡をかけたおじいさんだ。深いシワを寄せ笑う表情は穏やかで、その一枚から優しい人なのだろうと伝わってくる。

　これが、秋人さんのおじいさん……。

　この人が結果として、私を助けてくれた人と思うと感慨深いものがある。

　小乃羽さんに促され仏壇の前に座ろうとするが、隣の秋人さんは動かない。

「秋人さん？」

　どうかしたのだろうかと隣を見ると、秋人さんは無言のまま、じっとおじいさんの写真を見つめていた。

　硬く結んだ唇と、握られた拳。それらから、彼が溢れ出そうな感情を必死にこらえているのだろうと察する。

　……秋人さんは、おじいさんの死に目に会えなかったと言っていた。

　それからこの家に来ることも許されなかったということは、きっと、こうして仏壇に手を合わせることすらできなかったのだろう。

　私だったらきっと、やっと会えた、そう叫んで泣き出してしまう。だけど秋人さんは、その感情を押し殺して冷静さをなんとか保とうとしているように見える。

　そんな彼のために、私ができることなんてきっとない。小乃羽さんのように力を添えることすら、できない。だけど、そばにいることを伝えたい。

　そう思い私は、立ち尽くす彼の手を両手でそっと包んだ。ガチガチに握られた拳は、私が触れるとようやく力を緩める。

　ふたりで仏壇の前に腰を下ろすと、お線香に火を灯し手を合わせた。

　――秋人さんのおじいさん、父が大変お世話になりました。私は秋人さんのことを支えられるよう頑張るので、どうか見守っていてください。

　お線香の匂いが漂う中、心の中で呟くとそっと目を開けた。隣を見ると秋人さんはまだ、目をつむり手を合わせたまま。

　きっと、心の中でおじいさんに話しかけているのだろう。

　声をかけずにそのままいると、背後からは小乃羽さんが『紬ちゃん』と口パクで呼びながら手招きした。それに対し私は気配を消して立ち上がると彼女のもとへ近づいた。

「秋人、まだおじいちゃんと話したいだろうし、向こうでごはんの準備一緒にやらない？」

「あ……はい」

　小乃羽さんの言葉からは、秋人さんをひとりにしてあげたい気持ちと、私が気まずくないようにという、ふたりともに対しての配慮が感じられる。それに対して頷くと、私は彼女とともに部屋を出た。

　広い家の奥のほうに行くと、そこにはこれまた大きなリビングダイニングがある。

　六人がけのダイニングテーブルの上を見ると、そこには六人分の重箱が並べられている。まだ空っぽのその容器にこれから中身を詰めていくのだろう。

「あれ……もしかして、手作りなんですか？」

　こういった場での食事は業者に頼む仕出し弁当が普通だと思っていたばかりに、少し驚いて問うと、小乃羽さんは笑顔で頷く。

「うん。私料理好きで、せっかくだし作ってみちゃおうかなって。あとは詰めるだけだから手伝ってもらってもいい？」

　言いながら彼女がキッチンから運んできたのは、皿に盛られた煮物や天ぷら、ローストポークなどの豪華なおかずに見た目も美しい手毬寿司など、まるで高級料亭に出てきそうな料理たちだ。

「えっ……プロですか!?」

「そんな大げさな。お料理教室に通ってるだけのただの専業主婦だよ」

　小乃羽さんはふふと笑うと、「はいこれ詰めて」と皿のひとつを手渡した。

　こんな素敵な料理を私のセンスで詰めていいのだろうか……。

　煮物のひとつを菜箸でつまむと、恐る恐る重箱に詰めていく。その隣で小乃羽さんは天ぷらを詰め始める。

「この家、いろいろギスギスしちゃってて大変だよね。嫁同士苦労するねえ」

　ふたりきりのキッチンで、小乃羽さんは笑って言う。そういった話題は出さないほうがいいのだとばかり思っていたけれど、彼女は特に気にしていないようだった。

「秋人との生活はどう？　慣れた？」

「はい、まあ」

「呉服屋の嫁って大変だよねえ。私も未だに着物とかぜーんぜんわかんなくて」

　そっけない返事の私にも、小乃羽さんは表情をコロコロと変えて楽しげに話す。

「でも同じ嫁の立場の仲間がいると思うと心強いな。仲良くしよーねっ。あっ、あとで連絡先交換しよ！」

　そう言ってから「もちろん、瑛士くんには内緒でね」と小声で付け足して笑う。

　いい人なのが、この短時間で伝わってくる。明るくて話しやすい、気遣いもできて優しさもある。私とは全く違うタイプの人。

　秋人さんが、あんなふうに優しい表情で話していたのも納得できてしまう。納得できるのに、思い出すと胸がチクリと痛んだ。

「小乃羽」

　するとそのとき、ダイニングのドアが開き瑛士さんが顔を覗かせる。

「寺から連絡来てる。今日の時間が少し遅れそうだって」

「えっ、そうなの？」

　瑛士さんからスマートフォンを受け取ると、小乃羽さんは慌てて電話に出ながらダイニングをあとにした。

　小乃羽さんが部屋を出たにもかかわらず、なぜか瑛士さんはその場に残る。ふたりきりとなった室内で、じっとこちらを見た瑛士さんの目に緊張した。

「あの……なにか？」

「いや、じいちゃんの恩人の娘っていうからどんなのかと思ったら、普通すぎて拍子抜けだと思って。秋人もとんだ貧乏くじ引かされたな」

「貧乏くじって……私のことですか？」

「あはは、それ以外誰が？　きみは頭も悪いのか？」

　小馬鹿にするように鼻で笑われ、イラっとするけれど表情に出さないようにぐっとこらえた。無視して作業を続けようとするけれど、瑛士さんはまだ部屋に残り、こちらへと近づいてきた。

「母親は離婚して出て行って、父親は借金残して蒸発……哀れだな。そんな可哀想なきみにいいことを教えてあげよう」

「いいこと、ですか」

　その言い方から本当に『いいこと』なのだとは思わなかったけれど、つい気になってしまい素直にたずねた。

　すると瑛士さんはふっと笑って言葉を続けた。

「小乃羽は俺たち兄弟と幼馴染でね。俺と付き合ったのが、俺が高校三年で小乃羽が二年、秋人が中三の頃」

　なにかと思えば。秋人さんたちと小乃羽さんの話のどこにいいことがあるというのだろう。

「でもって小乃羽は、秋人の初恋の相手」

　興味なく聞き流そうとしたけれど、瑛士さんが発したそのひと言に、菜箸を持つ手が止まった。

「え……？」

「秋人は隠してたようだったけど、わかりやすかったな。いや、もしかしたらまだ好きなのかも。だとしたらきみと結婚するまで浮いた話がなかったことにも合点がいく」

　秋人さんが、小乃羽さんのことを……？

　そんなの瑛士さんの嘘。冗談で私を動揺させようとしてるだけ。

　そう思いたいけれど、以前秋人さんが小乃羽さんに見せていた優しい笑顔を思い出すと完全に否定はできなかった。

「だから秋人は、きみで妥協したんだ。所詮きみは小乃羽の代わりということ。そしてあいつは、一生叶わない恋心ってやつを抱えて生きていく惨めな男なんだよ」

　瑛士さんはそう言いながら、こらえきれないといった様子で声をあげて笑った。

「まあ、そんなわけだから。せいぜいお飾りの妻役を頑張ってくれ。惨めな秋人によくお似合いの哀れな嫁さん」

　最後に嫌味をぶつけて、瑛士さんは部屋を去っていった。

　手に力が、入らない。重い頭でうなだれるように俯くと、一度菜箸をテーブルの上に置いた。

　秋人さんは、小乃羽さんを好きだった。

　そしてそれは、今でも……？

　そんなこと、気にしちゃいけない。他の人の言葉なんて信じない。

　秋人さんだってこの前、信じろって言ってくれたし、私は自分のことを見てくれている彼の言葉だけを信じる。

　……けど、私たちの間には愛を誓うような言葉もない。

　好きだとか、愛だとか、そういった感情は小乃羽さんにしかないとしたら？　私が本当に、叶わぬ恋の代わりでしかなかったら。

　胸が張り裂けそうなくらい、苦しい。

　……瑛士さんが今日、私を同伴させることを必須にした意味がようやくわかった。

　彼はきっとこうして私に現実をつきつけて、傷つけたかったんだ。自惚れそうになっている私の頭をガンと殴りつけるように。そうすることで自分の気持ちを晴らそうとしている。

　それが目的なら、そんなのに乗ってなんてやらない。いちいち本気になんてしないし、傷ついてなんてやらない。

　そう思うのに、心は強く揺さぶられ平常心を保てない。




　それから、予定の時刻より少し遅れてお坊さんが来て、読経や食事会など七回忌は滞りなく進められた。

　その間も秋人さんの両親は隙あらば喧嘩をしており、秋人さんと瑛士さんは無言、小乃羽さんひとりがにこやかという複雑な時間が流れていた。

　その中で私はひとりどんな顔でいればよいかもわからず終始緊張状態だったためか、帰路につく夕方にはぐったりと疲れきっていた。

　帰りの車の中、無意識に「ふー……」と溜息が出た。

「大丈夫か？　疲れただろ」

　溜息は秋人さんにも聞こえてしまっていたようで、彼は車を運転しながら声をかけた。

「悪かったな、一日付き合わせてしまった」

「いえ、ご家族と……それと小乃羽さんと、お会いできてよかったです」

　彼女の優秀さが眩しすぎたけれど、いい人だと思ったのは事実だ。その気持ちに同意するように秋人さんも頷いた。

「小乃羽がいてくれると家の空気も多少違うな。俺たちだけだったらもっと空気も悪かっただろう」

「小乃羽さん、いい人でしたもんね。本当に……私とは真逆で」

　つい口をついて出た自虐的なひと言に、秋人さんは視線を前に向けたまま。

「小乃羽は小乃羽、紬は紬、だ」

　そう言ってこちらへ手を伸ばすと私の頭をポンポンと撫でた。

　その優しさに触れて嬉しいはずなのに。先ほどの瑛士さんの言葉が頭の中にチラついて胸が苦しくなった。




　帰宅してお風呂に入って、と日常生活に戻ってからも心の中のもやは晴れない。むしろ、もう寝てしまおうと布団に入るといっそうひどくなった。

　小乃羽さんは、秋人さんにとって初恋の人。秋人さん自身が、好きになった人。

　けど私は違う。条件が重なって結婚することになっただけの相手だ。

　初恋なんて過去のこと、そう割り切るにはあまりにも彼の彼女を見る目が優しくて、思い出したくないのに何度も思い出しては苦しくなる。

『きみで妥協したんだろうな』

　瑛士さんの言葉なんかに惑わされない。揺さぶられない。だって私は彼の妻で、近くにいられる存在。

　言い聞かせるように、何度も自分の中で繰り返す。そのたび焦っている自分に気づいて冷静さが失われていくのを感じた。

　この気持ちを鎮めるためには、証を得なきゃ。私が彼の妻だという証。妥協なんかじゃなくて、必要とされているという証。

　彼の小乃羽さんへの気持ちが、もうとっくに過去のものになっているという証を。

　そう思うと足は止まらず、私は立ち上がると小さな足音とともに二階の奥……秋人さんの部屋へと向かった。

　微かに震える手をぐっと握って、ドアをコンコンとノックすると、すぐに開けられた。

「紬？　どうかしたのか？」

　顔を見せた秋人さんは、黒い無地の浴衣に身を包んでおりもう寝ようとしていたのだろう。浴衣の襟から白く骨ばった首元を覗かせた彼は、不思議そうに私を見た。

　部屋に来た口実のひとつも考えていなかった私は、「えっと」と口ごもってしまう。

　そんな私に秋人さんはなにか話があるということは察した様子で、私の肩に触れ室内へ招き入れた。

　初めて入った秋人さんの部屋は、畳張りの床に窓には襖というイメージ通りの和風の部屋だ。

　けれど、ベッドスペースは黒い段差の小上がりになっており、白いベッドにグレーのシーツ、枕元には黒いペンダントライトと高級感のあるシルバーの屏風が飾られ、モダンな雰囲気だ。

　余分なものが一切ない彼の空間に呑まれるように室内を見回していると、秋人さんはベッドの端に腰を下ろす。そして再びその目がこちらへ向いた。

「なにかあったか？」

「あの、その」

　なんて言えばいいんだろう。

　これまで感情のままに動いたことなんてなかったから、こんなとき咄嗟に言葉をまとめることができない。

　どうしよう、いやもうここは、勢いでいくしかない。

　私は息をひとつ吸い込み、秋人さんの体を思い切りベッドに押し倒した。けれどそれはムードのある迫り方ではなく、秋人さんも勢い余ってベッドに頭をぶつけると「うわっ」と声を上げた。

「……なんの真似だ」

「抱いてください」

「……は？」

　秋人さんの声が、驚きから呆れ、動揺に変わっていく。

　いつも冷静な彼も、こんなふうに動揺することあるんだ。なんて思いながら彼を見下ろした。

「結婚してるんだから、いいですよね」

　私の下で呆気にとられている秋人さんに、ゆっくりと顔を近づける。心臓の音が聞こえてしまいそうなほどドキドキしてる。

　キス以上の行為なんて初めてじゃない。だけどどうしてこんなにも、緊張と不安が胸に込み上げるんだろう。

　鼓動が耳の奥を埋め尽くすように強く響く。

　……ところが、その唇に触れる寸前で、秋人さんは私の顔を手で遮った。

　顔を覆うほどの大きな手の感触に、拒まれたと感じる。

「そんな色気のない誘い方あるか」

「え？」

　すると秋人さんは逆に私の肩を押してバランスを崩させると、ごろんと転がり私の体を押し倒した。

「相手を誘うときっていうのは、こうするんだ」

　低い声で囁くと、今度は彼が顔を近づけ、額から頬、耳へとキスをした。

　唇の先で、繊細なものに触れるかのような優しい口づけ。その間にも指先は太ももを撫でるように触れ、くすぐったさに似たその感触にゾクッと下半身が震えた。

　彼の黒い瞳はそんな一瞬も逃さぬように見つめる。だけど、どんなにその目に映っても心までは読めない。

　このまま、いいのかな。雰囲気で抱かれるだけで証なんて得られるのだろうか。互いの気持ちひとつ、わからないまま。

　そんな不安に心が揺れた。けれどそれを隠そうと、小さく唇を噛かむ。

　その瞬間、秋人さんはゆっくりと体を離した。

「秋人、さん……？」

「はい、終了。もういいだろ、新婚ごっこ終了」

「し……!?」

　秋人さんは呆れたように言いながら立ち上がり、自身の浴衣の襟を正した。

　新婚ごっこって……さっきのは、本気でしようとしていたわけじゃなくて、そういうフリだったということ？

「ったく、こっちは明日早いんだ。お前も早く部屋に戻れ」

「ごっこじゃないです」

　あしらおうとする彼に、冗談で済まされたくなくて、私も続いて体を起こすと秋人さんに背後から抱きついた。

　硬く引き締まった腹部に腕を回し、大きな背中に額をあてるその様は、まるですがりつくようで。

「秋人さんと……夫婦になりたい」

　願うように、絞り出す言葉は胸の奥の本心だ。

　あしらわないで、流さないで。

　ぎゅっと力を込め抱きつく私に、秋人さんは少しの無言のあと、そっと手を重ねた。

「……気持ちがないのに、そんなの虚しいだけだ」

　けれど彼が呟いたひと言は無情なものだった。

　背中を向けたままの抑揚のない声に、彼の表情は読み取れない。けど、ひとつだけわかる。

　気持ちがないのに、ということはつまり、彼の中に私を異性として見る気持ちがないということ。

　やっぱり私は彼にとって、妻役でしかないということ。

『所詮きみは小乃羽の代わり』

　頭の中に昼間の瑛士さんの言葉が響いた瞬間力が抜け、さっきまで必死に抱きついていた腕が簡単にほどけた。

「紬……」

　こちらを振り向く彼に、いつものようになんてことない顔で『そうですか』と答えたい。……なのに、どうしてかできない。

　涙が勝手に溢れて視界を歪めたと思ったら、同時に息苦しさと胸の痛みが一気に込み上げてきた。そんな私を見て、秋人さんはひどく驚いたように目を見開く。

　けれどこのまま次になにを言われるか想像すると怖くて、必死に声を絞り出す。

「……そう、ですか」

　涙で詰まりながら、精いっぱいのかすれた声。それは想像していたいつもの自分とは違う声。だけど今はこれが限界で、私はそれだけを言うと逃げるように部屋を出た。

　夜遅くだというのに足音も気にせずバタバタと廊下を走り、自分の部屋へ駆け込むと布団をかぶって泣いた。

　悲しい、苦しい、恥ずかしい、切ない。いろんな気持ちが一気に押し寄せてグチャグチャに入り混じる。

　自分は所詮、小乃羽さんの代わりでしかなかった。

　その事実がつらいのに、胸の中では、小乃羽さんに向けて微笑む彼の表情が消えてくれない。










８．重なっては、また




　少しずつ気温が下がり始めたのを感じる、十月初旬の朝。リビングの窓の外には爽やかな秋晴れの空が広がる中……我が家のダイニングには重い空気が漂っている。

　向かい合って食事をとる私と秋人さん。けれどふたりの間に会話はなく、ただ食器に箸があたる音が響くだけだ。

　気まずい……。

　先日の一件から三日が経ち、私と彼はほぼ口を聞くこともなくギスギスとした空気が流れ続けている。

　そりゃあそうだ。抱いてほしいと迫った結果拒まれ、さらにはその胸に私への気持ちなんてないと知ってしまったのだから。

　どんな顔で接すればよいのかわからない。それは秋人さんも同じようで、無愛想なその表情からは私への接し方をはかりかねているように感じられる。

　本当の夫婦になりたくて伝えたのに、その気持ちを知った今他人より遠くに感じている。

「……紬」

　そんな空気を打ち破るように、ふいに秋人さんが名前を呼ぶ。

　彼が口にする自分の名前にドキッと胸は揺れるもののそちらを向くことはできず、手元の茶碗へ視線を落としたままでいる。

　するとそのタイミングで、突然ピンポーンと玄関のチャイムが鳴った。

　ペースを乱された、というように秋人さんは溜息をつきながら立ち上がり、渋々インターホンに出る。

「はい」

『あ、秋人？　あーけーてー』

　インターホン越しに聞こえるのは、花香さんの朗らかな声だった。

　こんな時間からどうしたんだろう、と秋人さんとともに玄関へ行くと、開けたドアからはきっちりとスーツを着た花香さんがにこやかに手を振り姿を見せた。

「おはよー。あ、つむちゃんまでお揃いで」

「そりゃあいるだろ、まだ朝八時だからな。で？　こんな時間からなんの用だ？」

「いやあ、急な仕事でこれから海外でさ。これだけ渡したくて来ちゃった」

　言いながら花香さんが私に差し出したのは一枚の封筒だった。

　不思議に思いながらも中を見ると、それは箱はこ根ねの有名な美術館のチケットと旅館の宿泊券だった。それぞれ二枚、ふたり分ある。

「あの、これは？」

「友達が今箱根の美術館でフラワーアートの個展やってるんだ。旅館の宿泊券つきで招待チケット貰ったんだけど、さっきも言った通りこれから海外で期限内に行けそうにないからさ。よかったらふたりで行っておいでよ」

　話を聞きながら見ると、期日は来週までと間際に迫っている。しかも宿泊券はテレビにもよく取り上げられている箱根の超有名旅館のものだ。たしかに、行けないからと捨ててしまうにはもったいない。

「旅館には僕の名前伝えれば直前でも予約取れるようになってるからさ」

「でも……いいんですか？」

「もちろん。ふたりで楽しんでおいで。あ、でもこの温泉旅行で子供ができたらその子の名前は僕がつけて……」

　花香さんの言葉を最後まで聞くことなく、秋人さんは彼を玄関から追い出した。

　ドアの外で『冗談だよー！』と騒ぐ花香さんの声を聞きながら、秋人さんは容赦なく鍵を閉めてダイニングへと戻っていく。

　美術館に旅館なんて、デートみたい。

　その響きに一瞬心が躍るけれど、『ふたりで』という言葉に今の自分たちの状況を思い出し我に返る。

　今この状態でふたりで出かけるなんて気まずいよね。私は遠慮したほうがいいかも。

　そう思い、秋人さんに続いてダイニングへ戻る。

「あの、秋人さん。私はいいので他の人誘って行ってください」

「そうか、じゃあうちの女性スタッフでも誘って行ってくるかな」

「え!?」

　いや、誰かとは言ったけど女性!?

　まさかの発言に思わず大きな声を出した私に、秋人さんはふっと笑って頭をポンポンと撫でた。

「嘘だよ。一緒に行くだろ？　今週なら俺も週末に連休が取れそうだから」

　からかわれた……。けど、一緒にと言ってもらえたことが嬉しくて、私は小さく頷いた。

　秋人さんも秋人さんなりにこの気まずさを解消しようとしてくれているのかも。

　……お飾りの妻として、私が必要だから。

　その現実がまた、胸を締め付けるけれど。




　それから二日後の金曜日。都心から秋人さんの運転する車で二時間ほどかけて、私たちは箱根の町へやってきた。

　といっても本日の目当ては温泉や神社ではなく、美術館だ。

　あれから秋人さんはすぐに仕事の日程を調整してくれて、今週なら時間が作れると急遽休みを取ってくれたのだ。

　突然のことで仕事に支障なかったのだろうかと思ったけれど、『むしろ普段から心配なくらい働いてるのでたまには羽を伸ばしてきてください』と松戸さんが快く送り出してくれたのでそれに甘えることにした。

　ここまで来るあいだ、車内は相変わらずの無言だったけれど……それでも、ふたりで旅行というムードがこれまでの気まずさを少し和らげてくれている気がする。

　そんなことを考えるうちに美術館に着き、駐車場に止められた車から降りる。ドアを開けると周囲一帯を囲む山々という大自然に、思わず「わあ」と声が漏れた。

「きれいな空気……気持ちいい」

「少し気温は低いけど、天気もよくてよかったな」

　続いて車を降りてきた秋人さんと一緒に、目の前に広がる空を見上げた。見慣れたビル街とは違う、非日常的な空気が自然とわだかまりを溶かしてくれる。

「個展はこの美術館の一角だったな。せっかくだし館内全体ゆっくり見て行くか」

「はい」

　少しぎこちなくも、なるべく普通に振る舞うことを意識して頷いた。

　美術館の建物へ向かって歩く中、一歩先を歩く彼をチラッと見る。その格好は、落ち着いたグレンチェック柄のジャケットに、それを引き立てるような黒いタートルニットと細身のパンツというもの。

　思えばこれまでほとんど和服で、時折スーツという姿しか見たことがなかったから、洋服姿の彼は新鮮だ。

　にしても似合いすぎでしょ。黒いパンツに足の長さが際立って、いつも以上にかっこいい。ここまで来るあいだ立ち寄ったサービスエリアでも常に周囲の視線を独り占めしていた。

　私も一応オシャレしてきたけど……秋人さんの前では、お気に入りのケーブルニットのロングカーディガンも新調したばかりの五センチヒールのショートブーツも霞んでしまう。

「ん？　どうかしたか？」

　私の視線に気づいたように、秋人さんはこちらに目を留めてたずねる。

「いえ……秋人さんって、洋服持ってるんだって思って」

「いや、これは昨日買ってきた」

「え!?　わざわざですか!?」

　昨日って、昨日はたしか仕事だったはずだから通勤途中にでも時間を作って買い物したのだろう。そういえば貴島呉服店は高級ブランドが並ぶ銀座のすぐ近くだ。つまりこの服はそれらのブランドで買ったもの……洗濯の時気をつけなければ。

「普段和服が多いから洋服自体少ないんだが、秋服も去年のしか持ってなかった」

「別に去年のでもよかったんじゃ……」

「そう思ったけどな。紬につりあうような格好したいと思って」

　私に、って……なにを言っているんだか。彼につりあいたいと思っているのは、私のほうなのに。

　だけど秋人さんの中に自分がちゃんといるんだと知って、また嬉しさが隠しきれない。

「いらっしゃいませ。クリスタルミュージアムへようこそ」

　話しているうちに着いた受付では、女性係員が穏やかな声とともに笑顔で出迎えてくれた。

　そこから館内へ入ると、そこにはまるで中世のヨーロッパにタイムスリップしたかのような景色が広がっている。

　重厚感のある石造りの建物や、ヴェネチア風の庭園などここが現代の日本であることを一瞬で忘れさせるほどの空気感。そしてそんな景色を彩るのは、いたるところに輝くガラスの装飾だ。

　そう、ここはガラスをテーマにした美術館だ。館内にガラスアートの展示が並んでいるのはもちろん、庭園にはガラスでできたアーチや木などが飾られており、太陽の光を反射してキラキラと輝き美しい。

「きれい……」

　幻想的な景色に溜息混じりに呟くと、ふと視線を感じた。隣を見るとその視線の主は秋人さんで、彼は周囲の景色ではなくどうしてか私を見つめていた。

「どうかしました？」

「いや。藍に感謝しないとなと思って」

「はい、こんなに綺麗なところに来させてもらって感謝ですね。お土産買っていかないと」

「まあそれもあるけど……」

　私の返事がいまいちしっくりこないといった様子で、秋人さんは言葉を濁して足を進める。

　そして本館から少し離れた先にある別館へ入ると、そこが花香さんの友人の個展会場のようだった。

　花香さんの友人だというその人は華道家とのことで、大きな生け花にガラスをあしらったものや、花自体がガラスで作られたものだったりと花とガラスを組み合わせた様々なアートが並んでいる。

　ひとつひとつを見ながら順路を進んでいくと、一番奥にはグッズコーナーがあった。

　ガラスと花をモチーフにしたアクセサリーやインテリアなどが並べられており、購買意欲をそそられた。

　どれもかわいいし、せっかくだし記念にひとつ買っていこうかな。でも置物などのインテリアは私のあの和室に合わない気がするし、アクセサリーは……手作りというだけあってなかなかいい値段だ。

　ショーケースの中、一際存在感を放つ花の形のガラスにピンクゴールドのダイヤが輝くネックレス。上品だけどかわいさもあるその輝きに目が留まるものの、気軽に買える値段ではなく躊躇してしまう。

「どうした？　なにかほしいものでもあったか？」

「あ……いえ」

　続いてやってきた秋人さんの問いかけにごまかそうとするけれど、彼はすぐ私の前に飾られたネックレスに気がついた。

「ネックレスか。いいデザインだな」

　そしてそう納得すると店員に声をかけ、ネックレスをとってもらい、私の首にそっとかけた。鎖骨の真ん中にキラッと輝くダイヤが、ほんの少し自分の雰囲気を大人っぽく見せる。

「かわいい……」

「ああ、よく似合ってる。せっかくだし買っていくか」

「あっ、でも」

　値段が、と言いかけた言葉を飲み込む私に、秋人さんはなにも気にとめず再び店員へ声をかける。

「じゃあこれください。このままつけていってもいいですか？」

「もちろんです。値札だけお外しいたしますね」

　そしてあっという間に会計を終えると、私たちは展示会の建物をあとにした。

「いいんですか？　こんなに高いもの……」

「気にするな。俺は紬に似合ってると思ったから買っただけだし」

　飾らない言葉で言い切ると、秋人さんはふっと微笑む。愛しさを交えたようなその優しい微笑みに、この前あんなにはっきりと拒まれたことも忘れてまた胸にときめきを感じた。

「……ありがとうございます。大事に、します」

　照れを隠しながら言うと、いつも以上に無愛想な口調になってしまう。けれど秋人さんはそんな私にも優しく頷くと、手を取り歩き出した。




　ひと通り回り終え、敷地内のカフェでお茶をしてから美術館をあとにした。

　そしてそのまま車で三十分ほどのところにある、今夜宿泊する旅館へと直行した。芦あしノの湖このほとりにあるその旅館は『NAGOナゴ GROUPグループ RESOATリゾート hakoneハコネ』という、メディアでも度々取り上げられている超有名旅館だった。

　広大な敷地にどんと構えた三階建ての和風旅館を車の中から見て、私はぽかんと口を開けたまま。

「すごい旅館……本当にタダでこんなところに泊まっていいんですかね」

「いいだろ。存分に楽しんで藍に自慢してやれ」

　もうすでにチェックインの時間が過ぎているためか、駐車場は結構な数の車で埋まっており、私たちは少し離れた位置に車を停めた。

　そして荷物を手に車を降りた……その時だった。ポツと降ってきた雫が頬を濡らした、と思い顔を上げた。次の瞬間には一気に雨が降り出し、たちまち大雨に変わる。

「わっ、すごい雨」

「本当だな。荷物は俺が持つから先に建物まで走れ」

　秋人さんはそう言って私の分の荷物が入った鞄を持ってくれる。そしてふたりで建物までの距離を駆けたけれど、旅館のドアを開ける頃にはふたりとも全身びしょ濡れとなってしまっていた。

　真っ赤な絨じゅう毯たんの敷かれたフロントから、従業員の男性が焦った様子で駆けつける。

「お客様、大丈夫ですか？」

「はい。予約した貴島ですが」

「貴島様ですね。ご来館ありがとうございます。ただいまお部屋へご案内いたします」

　従業員はずぶ濡れの私たちに気を利かせ、タオルを手渡すとすぐさまチェックイン手続きを済ませ部屋へと案内してくれる。

　そして案内されたのは、最上階である三階に位置する部屋だ。

　フローリングと畳が障子で区切られた、和モダンな雰囲気のあるその部屋には、大きなソファとテーブルがあり、奥には大きなベッドが見える。壁一面に広がる窓からは芦ノ湖の絶景が見えるはずが、あいにくの大雨で台無しだ。

　けれどふたり用には贅沢なほどの広さがあり、俗に言うスイートルームというやつだと察した。

　さすが花香さんのツテ。とはいえこんなにいい部屋に泊まっていいのかな……。

「紬、先風呂入れ」

　ドアの向こうには露天風呂があるらしく、秋人さんは視線で指しながら言った。

「いえ、秋人さんが先にどうぞ。濡れちゃってますし、今日運転もずっとしてもらってますし」

「濡れてるのはお前もだろ。いいから」

　秋人さんはそう言うと半ば強引に私を浴室に押し込んだ。

　こうも強く言われてはこれ以上押し問答できない。せめて早くお風呂を済ませて秋人さんと交代しよう。

　そう決めて私は脱衣所で服を脱ぎ、露天風呂へと出た。

　ふたりで入れるほどの小さめの露天風呂は、屋根と竹垣に囲われ、目の前にはただ雄大な芦ノ湖が広がっている。まるでこの景色を独り占めしているかのような、贅沢な気持ちにさせてくれる。

　気づけば雨は徐々に和らぎ、数分経つ頃にはすっかり上がっていた。

　タイミング悪く夕立にあたってしまったのだろう。

「ふう……あったかい」

　お湯のあたたかさについ気を緩め顎の下まで深く浸かった。そのとき、突然背後からガチャっとドアが開く音が聞こえる。

「え？」

　なんの音、と振り向くと、そこにはなぜか秋人さんがいる。彼の顔から、服を着ていない体へと視線を落とし、腹筋まで差し掛かったところで私は慌てて顔を下に向けた。

「なっ、なにしてるんですか!?」

「いや、時間が経ってきたら寒くなってきたから。せっかくだし一緒に入ればいいかと」

「せっかくだしって……！」

　思わず大きな声をあげながら、自分の体を隠すように背中を向ける。彼はそんな私にもおかまいなしに、掛け湯をしてからザブッと湯船に入った。

「どうした、そっぽ向いて」

「どうしたもこうしたも……」

「この前いきなり押し倒してきた女のセリフとは思えないな」

　冷静な声で先日の一件を掘り起こすように言う秋人さんに、私はますます恥ずかしくなり、彼の顔にお湯をかけた。

「さっ……最低！　人がどんな気持ちで言ったかも知らないで！」

　しかもここでそんなふうに、からかうように言うなんて。

　恥ずかしさや惨めさ、悲しさで泣きそうになりながら、今度は距離をとるように湯船の端に寄って再び彼に背を向けた。

　すると、後ろから彼が動く気配がする。お湯の動きから彼が一歩一歩こちらへ近づいているのを感じて、全身が緊張した。

　そんな私を、秋人さんは背後からそっと抱きしめる。

「ごめんって、怒るなよ」

「怒らないほうが無理です……」

「あれからずっと気まずいままだっただろ。けどなかったことにはしたくないから、こうすればゆっくり話せるかと思って」

　なかったことにはしたくない、って……なんで、そんなこと言うの。

　そう思うけれど、背中に触れる秋人さんの硬い胸や、直に触れる肌同士に拒むことはできない。

「……気持ちなんてないくせに」

「え？」

「言ったじゃないですか！　気持ちがないのに虚しいだけって！　拒んだ！」

　子供のようなまとまりのない言葉で言う私に、秋人さんは耳元で「はは」と小さく笑った。

「それは紬、お前のこと」

「え？」

「抱いてほしい、なんて心からのものじゃないだろ。なにかに焦ってるってわかったから。そんな気持ちですることじゃない」

　気づかれていた。あの言葉が自然と芽生えたものではなく、焦りから生まれてきたものだということ。

　でも、そっか。あの言葉は私に向けられたもので、彼が私を拒んだわけじゃなかった。そう知ることができて安堵した。

「……実家で兄貴になにか言われたか？」

「えっ、どうしてそれを」

「やっぱり。実家から帰るあたりから様子がおかしかっただろ」

　そこまで彼にはお見通しだったのだろう。そして、私に影響を与えるようなことを言うのは瑛士さんであろうということまで。

　見透かされているようで、私はごまかすことができず大人しく白状する。

「実は……瑛士さんから聞いてしまって。小乃羽さんが秋人さんの初恋の人だ、って」

　恐る恐る口にした言葉に、秋人さんは私を背後から抱きしめたまま「はああ～……」と呆れたように深い溜息をついた。

「そんなこと……。で？　それを真に受けて不安になってたってことか？」

「だって小乃羽さん、綺麗だしいい人だし……秋人さんも優しい顔してたから。小乃羽さんと結婚できなかったから私で妥協したって言われても納得できちゃうっていうか」

　視線を湯船に移し、ごにょごにょと言う。すると秋人さんは私の顎を掴み顔を後ろへ向けさせた。顔と前髪を濡らした彼の姿が、視界いっぱいに広がった。

「あのなあ、好きだったのはガキの頃！　小学生まで！」

「え!?」

　こ、子供の頃の話!?

　そんなこと瑛士さん言ってなかった……いや、最近まで好きだったとも言ってなかった。

　わざと意地悪い言い方をして私と秋人さんのあいだをかき乱そうとしたんだ。そしてまんまとそれに引っかかったわけだ、と自分が情けなく思えた。

「そりゃあ小乃羽は姉貴みたいなものだから、話してると気が緩むことだってある。けど、その気持ちはお前といるときとは違う」

「私といるときは、どうなんですか……？」

　ついすかさずたずねると、秋人さんは「いや、それは」とめずらしく焦ったように斜め上を向く。それでもじっと見つめて返答を待っていると、観念したように答えた。

「気が緩むこともあるけど、格好悪いところは見せたくないっていうか、なんというかだな……」

　そこまで言ったところで吹っ切れたように、こちらをまっすぐ見つめた。

「つまり、幸せにしたいって思ってるってこと」

　照れ臭そうに言うといつも以上にぶっきらぼうな言い方になる。そこは私と同じだと思った。けどそんな彼の無愛想な言葉が、とても愛しく感じる。

「……信じろよ」

　低い声で囁いて、鼻先が近づく。

　視界の端にオレンジ色の光が差すことから、夕立後の空に眩しい夕日が浮かんでいるのだろうと察した。けれど今は目の前の黒い瞳から目を逸らす余裕はなく、ゆっくりと近づいた唇を受け入れた。

　優しいキスをしながら、その濡れた指先が頬を撫でた。

　この前は緊張や恐れで胸がいっぱいだったのに、今は不思議と穏やかさで溢れている。

　愛しい。怖くない。そのキスも肌もぬくもりも、全てを受け入れたい。

　私、いつのまにかこんなにも彼のことを好きになっていたんだ。

　湯船の中で秋人さんは唇から首筋、胸元へとキスを落としていく。その間にも腰を撫でる手つきに思わず甘い声が漏れた。

「俺以外に聞かせたくないな」

　秋人さんは小さく囁いて笑うと、たくましい腕で私を抱き上げお湯から上がると、タオルで私を軽く包みそのままベッドへ向かった。

　ゆっくりと下ろされた体は柔らかなマットレスに沈む。

　重ねられた唇は、舌を絡めながら深さを増していく。

「ん……ふ、ん」

　呼吸する隙すらも与えないキスに酸欠になりそうになりながら薄く目をひらくと、その目は優しい眼差しで私の姿を捉えていた。

　その視線に、また胸がときめきを覚えた。

　触れる指先、重なる唇、その髪を伝って落ちる水滴ひとつさえも愛しい。

「……紬」

　名前を囁く低い声が、耳から体の奥へじんわりと広がって指の先まで痺れさせた。

「秋人、さん……」

　応えるように名を呼ぶと、薄暗い闇の中彼が切なげに微笑むのが見える。その表情がまた愛しくて、離したくないと心の底から思った。

　もっと深くつながって、全身に彼の感触を刻み込みたい。

　もっと、もっと、なんていつのまにこんなにも欲張りになってしまったんだろう。

　……それくらい、好き。簡単に言葉には表せないほど。

　つい先ほどまで輝いていた夕日はいつのまにか姿を消して、夜空が星を連れてやってくる。その瞬間もふたりは、求め合うように抱き合ったまま。

　焦りも不安も、虚しさもない。今ここには、彼への愛があるだけ。




　溶けてしまいそうなキスと熱い肌に抱かれて、ひと晩を過ごした。

　瞼越しに眩しさを感じて目を開くと、天井は朝陽に照らされ白く光っていた。

　もう朝……。

　どこかぬくもりを覚えながら寝返りを打つと、目の前にはぐっすりと眠る秋人さんの姿があった。

　あ、秋人さん!?

　驚き飛び起きそうになるけれど、彼の両手はしっかりと私を抱きしめていた。

　布団の中、互いに服の一枚すらも着ていないことに気づき、そういえばと昨夜のことをありありと思い出した。

　昨日は一緒にお風呂に入って、そのまま……。夕飯を食べることもせず、その後もまた、と思い出すと頬が熱くなった。

　まさか、秋人さんとしてしまうなんて。恥ずかしくてどんな顔をすればいいかわからない。そう思う半面嬉しさと愛しさも感じている。

　チラッと彼の寝顔を見ると、きめ細やかな白い肌と長い睫毛をした彼は小さな寝息をたてている。いつものクールな表情とは違う、無防備な顔がちょっとかわいい。

　寝顔までイケメンだなあ……。そう思いながら秋人さんの頬に指先で軽く触れた。

「……ん」

　するとそれに反応したのか、彼は眉間にシワを寄せてからそっと目をひらいた。

「あ……おはよう、ございます」

　照れながら言った私に、秋人さんは寝ぼけ眼まなこで少しぼんやりと見つめる。

「……おはよう」

　そして寝起きの少しかすれた声で囁くと、私を抱き寄せ額に優しくキスをした。

　こんなに甘い人だったっけ。

　戸惑いながらも胸はときめき、その胸元に額を寄せる。

　するとそのタイミングで、私のお腹からはぐうう～と空腹を訴えるような音が響いた。

「……ふっ、そういえば、昨日、夕飯を……くっ、食べそびれたままだったな」

「笑うなら思い切り笑ってくださいよ」

　ムードをぶち壊すようなお腹の音に秋人さんは笑いをこらえながら言うけれど、全然こらえきれていない。そんな彼を見ていると私まで笑えてきてしまって、気恥ずかしさも吹き飛んでふたりで笑いあった。

　幸せな、朝だ。




　それから私たちは、朝食を済ませ近くを散策したのち、お土産を買って帰路へとついた。もう少しゆっくりできればとも思ったけれど、秋人さんは今日は夕方から仕事が入ってしまったらしいので仕方がない。

　箱根から都内へ戻ると、一面山に囲まれた大自然から、景色はたちまち見慣れたビル街へ移り変わる。

「また行くか、旅行」

「いいんですか？」

「もちろん。事前に計画立てられれば、今度はちゃんと休み取れるから。どこ行きたいか考えておけよ」

『今度は』と、次を約束してもらえることがうれしくてつい顔がほころんだ。

　そして自宅に着き、ガレージに止まった車からふたりで降りると、そのタイミングで秋人さんのスマートフォンの着信音が鳴った。

「ん？　松戸か」

　秋人さんは家の門を開けながらスマートフォンの画面を眺めて、不思議そうに電話に出た。

「はい、貴島だが」

『あっ、秋人さん申し訳ございません。今少し大丈夫でしょうか？』

　電話から漏れ聞こえてくる松戸さんはいつもの穏やかな口調の中にどこか少し焦りが感じ取れる。それを秋人さんも察した様子で、「ああ」と頷き真剣な顔で言葉の続きを待った。

『実は先ほど、店舗のほうに不審な人物が現れたと従業員から報告がありまして……なんでも見慣れぬ中年男で、なぜか紬さんのことを嗅ぎまわっていたようで』

「紬のことを？」

　え？　私のこと？

　意味がわからず首を傾げた私に、秋人さんも疑問そうにこちらを見た。

『ここに紬さんがいないことを知って、どこかへ行ったそうで。もしかしたら自宅のほうに行っているのではと念のためにご連絡を』

　なんで私のことを？

　そもそも私の関係者で結婚したことを知っている人すらごく少数だ。けどその中で急に訪ねてくるような中年男性もいない。

　いるとすれば……もしかして、とひとりだけ思い浮かんだ。

「あの、それって」

　会話に入ろうとした、そのとき。

「紬!!」

　突然背後から大きな声で名前を呼ばれた。

　驚き振り向くと、そこには黒いジャンパーに黒いズボン、そしてさらに黒い帽子と全身真っ黒な格好のいかにもな怪しい男の姿がある。

　秋人さんは一瞬身構え私を背中に隠すけれど、私はそれを押しのけて男性へと駆け寄った。

　不審者って、やっぱりそうだ。

「お……お父さん!?」

　驚き混じりで呼んだ名前に、秋人さんとスマートフォンの向こうの松戸さんは同じタイミングで「え!?」と声を上げた。

　私と目があった途端、父の目からはボロボロと大粒の涙がこぼれだす。

「つ……つむぎいいい～!!」

　大の大人のものとは思えない、情けない声が住宅街に響き渡った。




　突然の父の訪問に驚いたけれどとりあえずここではなんだから、と私たちは家へ上がった。この家に来た初日に通された和室へ父を案内すると、私は三人分のお茶を用意してから秋人さんの隣に座った。

「いやあ情けない……取り乱してごめんなあ」

　私たちの向かいに座る父は、涙で濡れた顔をティッシュで拭いながら弱々しい声で言った。

　こうしてちゃんと顔を合わせるのはどれくらいぶりだろうか。人の良さそうなたれ目な顔は変わらないけれど、気苦労もあってかシワも増えたし少し痩せた気がする。

「今までどうしてたの？　それにいきなり来るなんて……」

「いや、いろいろあって……紬には本当に迷惑かけてすまなかったなあ。秋人くんも、ありがとう」

「いえ」

　秋人さんは私たち親子の間にあまり入り込まないように気を遣ってか、短い返事ひとつで留めた。すると父は話を続ける。

「実は今まで、京都のほうに行ってたんだ」

「京都？　なんで？」

「お前のお母さんに会いに行ってたんだよ」

　父がニコニコとしながら軽く言ったひと言は、私にとっては衝撃的だった。

「えっ……ええ!?　お母さんと!?　なんで!?」

「別れてからも定期的に連絡は取り合ってたんだけどな、お母さん今、実家のある京都で起業しててなあ。バリバリ稼いでる女社長なんだ」

「そうだったの!?」

　母が起業してたこともそうだけど、父と連絡を取り合っていたことすら知らなかったものだから驚きを隠せない。

「連絡取ってたの？　どうして？　お母さん、不倫して出て行ったんじゃ……」

「え？　不倫？」

　困惑するわたしに父も意味がわからなそうに首を傾げた。

「だって昔、お父さんたちが離婚したのはお母さんが他に男をつくって出て行ったからって、親戚の人が言ってたから」

「え!?　いやいや、違うよ！　離婚理由は全く別！　お母さんは不倫もしてないし今だって独身だよ」

　お母さんが、不倫していたわけじゃない？　じゃあどうして離婚なんて、と私が問うより先に父は話した。

「あの頃お母さんは、俺の母……つまり紬のおばあちゃんと上手くいかなくてね。俺も忙しくてちゃんと話を聞いてあげることもできなくて、お母さんは精神的に限界になっちゃったんだ」

「嫁姑問題ってこと？」

「そう。お母さんが出て行ってからことの大きさに気づいて、謝って、けどその頃にはお母さんも疲れきっててさ。それに『子供を置いて出て行くような自分は母親失格だ』って、離婚を選んだんだ」

　そうだったんだ。たしかに、今まであえて父に離婚理由なんて聞いたことなかった。

　父方の親戚はただの噂話をまるで事実のように話していたのだろう。それを私は信じ切って、ずっと誤解していたんだ。

　驚きや困惑もあるけれど、一番大きい感情は安心感だった。

『愛してるからね』

　以前秋人さんが言ってくれた通り、出て行く間際に母が残した言葉は、きっと嘘じゃなかった。

　その事実に「そっか」と脱力していると、秋人さんがそっと背中をさすってくれる。

『よかったな』と言ってくれるような優しい眼差しに、泣きそうになった。

「久しぶりに会ったけど、エステ三昧で若返ってたよ。相変わらず美人だったなあ」

　父はそんな私の気持ちはそっちのけで、母を思い出しデレデレと頬を緩めた。

「でもなんで今お母さんに会いに……？」

「金を貸してほしいって頼みに行ったんだ」

　お金を……？

　父はさっきまで緩んでいた顔を、真剣なものに変える。

「元妻とはいえもうとっくの昔に別れた身だし、絶対に頼れないと思ってたんだ。けど紬の人生まで巻き込んで……もうあれこれ言ってられないと思って、土下座したらお母さんは呆れてたけどな。紬のためなら、って貸してくれたよ」

「え？」

　私のためって、どういう意味……？

　問いかけようとしたそのとき、父は手にしていた鞄から取り出したものを目の前のテーブルにドンと置いた。

　それは、数百枚、いや数千枚もの一万円札。見たこともないような量の現金に、私は呆気にとられる。

「三千万ある。これを秋人くんへの返済に充てるよ」

「さ……!?」

　三千万!?

　お母さんから借りたお金、というのがこの大金なのだろう。でもこれを秋人さんへの返済に、って……。

「ちょっと待って、どういうこと？」

「紬には借金のカタに結婚なんてさせてしまって悪かったな。これで返済すれば紬も晴れて自由の身だよ」

　自由の、身……？

「貴島さんにはお世話になったけど、やっぱり娘の人生を勝手に決めるのはよくないって気づいたんだ。ごめんな、振り回して」

「そんな……」

　少し前までの私だったら両手を挙げて喜んでいただろう。けれど気持ちを自覚した今は、困惑しか浮かんでこない。

「それに婚姻届もまだ出してないみたいだし、間に合ってよかった」

　戸惑いの中、父が発したその言葉に一瞬耳を疑う。

　婚姻届をまだ出してない……？　それ、どういうこと？

「え……？」

「一応確認しておこうと思って住民票を見たら元のままだったから。まだ籍入れてなかったんだな」

　ここに来た日、婚姻届はたしかに書いたし秋人さんも『出した』って言っていた。なのにどうして。

　信じられず秋人さんを見るけれど彼は真顔で前を向いたまま。

「秋人くん、ここまで紬を守ってくれて本当にありがとう。突然巻き込んでしまってすまなかったね。紬も、もうなにも気にせず自由に生きていいんだ。当面生活できるくらいのお金なら出すってお母さんも言ってたし、なんだったら心機一転してお母さんの会社で働くのもありだろう」

　父は満面の笑みで言って、ひとりで話を続けた。けれど私は頭が全くついていかない。

「……少し、考えさせて」

「え？　なんでだ？」

「ようやくこの生活にも慣れてきたところだったし……これからのこととか、ちゃんと考えたいし」

「そっか、それもそうだな、じゃあ秋人くん、とりあえず先に返済だけ」

　父の言葉に秋人さんは小さく頷くと、現金を目の前に書類を一枚用意した。それは返済の証明書のようで、父は嬉々とした様子でそれにサインをする。

　そして「今日は近くのホテルに泊まるから」と早々にその場をあとにした。

　ふたりきりになったその部屋で、私はすっかり冷めたお茶を片付けながら口を開いた。

「秋人さん……どういうことですか」

　淡々と問いかけた私に、彼は部屋の隅にある小さな棚の引き出しから一枚の紙を取り出した。

　私の目の前に出されたそれは、あの日に記入した婚姻届だ。これがここにあるという時点で、父の言っていたことの裏付けが取れてしまった。

「そのままの意味だ。お前はまだ、滝沢紬のままだよ」

「なんで……」

　動揺と悲しさと切なさと、様々な気持ちが声に表れる。

　婚姻届を出さなかったのは、いつかこうなることをわかっていたから？　簡単に断ち切れるように、戸籍を汚さぬままでいられるように。

　私は最初から、『妻役』ですらなかったんだ。

　そのことがただ悲しくて、騙されたと怒る気にもなれない。

「……三千万を支払った今、私が妻役を降りるって言ったらどうしますか」

　俯いたまま、たずねる。

　そう問いかけながらも心の奥底はどこかまだ期待していて、『降りないでほしい』『三千万なんて関係ない』と言ってくれたら、なんて幻想を抱いてしまう。

　だけど、秋人さんが少し黙ったのちにこぼした言葉は。

「……好きにしろよ。俺にお前を縛る権利はない」

　悲しいくらい冷静な返事だった。

「……わかりました。なら好きにさせてもらいます」

　私はそう答えると、目の前に置かれた婚姻届を手に取った。そして思い切り上から下へ引っ張ると、容赦なく真っ二つに破り捨てた。

　ふたりの間に微かにでも結ばれていた気がしていた絆を、断ち切るように。それ以上の言葉なく、私は部屋をあとにすると自分の部屋へと向かった。

　信じろって、言ったくせに。幸せにしたいって言ったくせに。

　こんな簡単に、捨ててみせるんだ。

　でもそうだ。借金がなくなった私をそばに置いておく必要なんてない。私なんて所詮その程度だったということ。

　その事実が、ただ悲しい。

　……『そばにいてほしい』って、言ってよ。

　いつもみたいな偉そうな口ぶりでいい。愛想がなくても、飾る言葉がなくてもいいから。私自身を必要として、ほしかったよ。

　胸に気持ちが込み上げると同時に、溢れた涙が視界をにじませた。




　翌日私は、最低限の荷物をキャリーバッグに詰めて家を出た。

　就職先を探そうか、母のもとへ行こうか、この先のことなんてなにひとつ決まってなどいなかったけれど。

　今はただ、彼とこの家でふたりで過ごすことが耐えきれない。

「……あとで必ず、取りに来るからね」

　店に預けたままの母の着物を思い、そうひと言だけ呟いて。

　彼に別れの言葉すら伝えずに。










９．臆病（秋人視点）




『……なら好きにさせてもらいます』

　いろいろな感情を押し殺したような、彼女のか細いひと言が、今でも耳から離れない。

　最後に見たのは、静かに部屋を出る華奢な後ろ姿。翌日目を覚ましたときにはすでに彼女はいなかった。

　自分が提示した選択肢のひとつを、彼女が選び去っただけ。

　わかっていても寂しさを消せない。




　週明け月曜日の朝。午後からの出勤である今日、少し早くに目が覚めた俺は朝八時を指す時計を背に着物へと袖を通した。

　襟を正し、帯をぐっと締める。それだけで背筋が伸び、身が引き締まる。幼い頃から何百回と着ても、この感覚だけはずっと変わらない。

　自分以外の気配のない家の中を歩き、静かなダイニングを抜ける。

　今日は朝食を作る気にもならなくて、コーヒーだけを淹れた。淹れたての熱いコーヒーに口をつける最中も、室内の静けさだけが耳の奥に広がる。

　こんな静かな時間も、ずっと当たり前だったのに。どうやらすっかり、紬がいる生活に慣れていたことに気がついた。

　紬の父親が突然現れ、借金の支払いを全て済ましていったのは一昨日の土曜日のこと。

　まさか、紬の母親が女社長として稼いでおり、そこから借りてくるとは予想外だった。

　……三千万なんて、返しにこなくてよかったのにな。

　言葉にできない本音を胸の中で呟くと、飲みかけのコーヒーを流しに捨てて、俺は車のキーを手に家を出た。




　車で十分ほどかけやってきたのは、青山にある霊園だった。公園を抜けた先にある広い敷地内にはいくつもの墓石が所狭しと並んでいる。

　その中をまっすぐ歩き着いたところには『貴島家之墓』の文字と古い墓石が建っている。

　ここは、祖父が眠る墓だ。本当は法事の日の帰りに寄って手を合わせたかったけれど時間も遅くなってしまったため断念した。なので今日改めてやってきたというわけだ。

　途中立ち寄った花屋で買った花と、祖父が好きだった豆大福を供え、線香に火を灯すと手を合わせた。

　……紬を一緒に連れて来られなくてごめんな、じいちゃん。

　心の中で呟くけれど、祖父がそんなことを気にするような人じゃないことは俺が一番よく知っている。

　幼い頃から俺の面倒を見てくれたのは、祖父だった。

　貴島呉服店の次期社長として休みなく働く父と、そのサポートに徹する母。兄は俺に興味などなく、いつもひとりで本を読んでいるような人だった。

　幼馴染の小乃羽の家族は俺たち兄弟を気にかけよく面倒を見てくれたけれど、それでも俺はやはり他人の家族に甘えることはできなくていつもじっと黙っているような子供だった。

　そんな中で社長として忙しいながらも合間をぬってそばにいてくれたのは祖父だった。

　両親がいない夜に夕飯を作ってくれたり、休日には遊びに連れて行ってくれたり。時には店に連れて行ってもらい、俺は幼いうちから着物に触れ呉服屋という仕事に惹ひかれた。

　皆から『社長』と慕われ笑う、優しい祖父が大好きだった。

　そんな祖父から幾度となく聞かされた、ある男の話がある。祖父が『滝沢くん』と呼ぶその男は、俺が生まれた頃、祖父の経営者としての考え方に影響を与えてくれた人なのだという。

　俺は直接会ったことはないけれど、祖父から度々話を聞いており、その男の人となりは知っていた。いつも笑顔でいい人すぎるお人好し。そこをつけ込まれてなにかと苦労をしやすい人のようだけれど、誰かの悪口ひとつ言わず、妻が家を出て行った際も彼女を責めることなく『幸せにできなくてごめん』と泣いていたような人だという。

　その男には娘がいて、シングルファーザーになってからも娘に不ふ憫びんな思いをさせたくないと、ときには娘の髪を結ったり、弁当を作ったりと毎日頑張っていたらしい。

『最近滝沢くんと飲むたびに、自分になにかあったら娘を頼みます、なんて泣くんだよ。縁起でもないよなあ』

　その日も祖父は、いつものようにその男とのことを話しながら言った。

『けど本当にもしものときは、その約束を守ってやりたいんだ。じいちゃんがもういなかったら、その時には頼むよ、秋人』

　呆れながら、だけどその男の気持ちを汲むように優しく笑った祖父に、俺は『いいけど』と短い返事で応えた。

　その瞬間、男と祖父との約束は、俺と祖父との約束にもなった。




　けれど祖父は病から社長職を退き、それをきっかけに経営方針の違いから両親は離婚し家族も分裂したことで、祖父にも滅多に会えなくなった。

　俺と母親は祖父と一緒に暮らしたいこと、この先祖父がどうなっても世話をする覚悟もあることを何度も伝えた。けれど祖父は『嫁の立場である香代子さんと大事な孫の秋人に負担をかけたくない』とそれを頑なに断った。

　ほどなくして祖父の病気が悪化し入院するようになってからも、入院先に見舞いに行くことすら許されなかった。そしてついには最期の瞬間すらも、立ち会うことができなかった。

　今思えば、本当に祖父に会いたかったなら会いに行けばよかったんだ。

　父親を振りほどいてでも、『店なんてくれてやる』と嘘をついて裏切ってでも、どんなことをしてでも行けばよかったんだ。

　だけど俺にはそれができなかった。

　祖父には、正々堂々と会いたかった。そんなちっぽけなプライドのせいで、ありがとうのひと言さえも言えなかった。

　祖父を亡くしてからは、そんな自分に対しての後悔や祖父への申し訳なさ、言いようのない悲しみが胸を覆った。

　そんな日々を何年、何ヶ月と続けたある日、『滝沢』と名乗る男が現れ、借金のことを相談されたのだった。

　三千万という金額を支払う代わりに、娘を息子の結婚相手に。そう先に言ったのは俺の母親のほうだったけれど、意外にも滝沢はすんなりと頷いた。

　今思えば、結婚することで娘の身の安全は守れると思っての決断だったのだろう。

　いくら祖父が大切にしている男の娘だからといって、見ず知らずの相手といきなり結婚なんて冗談じゃない。けれど、そう拒む気持ちより先に頭に浮かんできたのはあの日約束を俺に託した祖父の笑顔だった。

　思い出すたびに胸が痛む。罪悪感に押しつぶされそうになりながら、俺は結婚話をのんだのだ。

　そう、この結婚は祖父への罪滅ぼしでしかない。

　だから、彼女が本当に自由を求めたときのために籍は入れなかった。いつでも彼女がここから逃げられるように。

　けれど、そんな彼女との結婚生活は思った以上に悪くなかった。

　最初は、さばさばとした物言いにかわいげのない態度。強がりで意地っ張りで、しっかりしすぎているといった印象だった。けれど家族のために怒ったり、不意に笑ったり、俺の過去を肯定し間違いじゃないと言ってくれた。

　あたたかい人だと、気づいた。

　意識しはじめたら、意地っ張りなところもなんだかかわいらしく見えてきて、守りたい、そばにいたいと思った。

　いつしか、他人同士の自分たちがまるで本物の夫婦であるかのように錯覚するくらい。この胸には愛情が芽生えていた。

　けれど紬の本心はわからない。好意を寄せてくれているようにも見えるけれど、もしかしたら本当は好意を持つよう頑張っているだけなのかもしれない。

　その頑張りを見ないふりをして夫婦としての形を作っていくのは簡単だけれど、そんなものは求めていない。

　紬の心も、欲しかった。だからこそ、紬の気持ちがここにないなら無理に縛ることなんてできない。彼女にも自由でいる権利がある。

　いつか本当に好きな人と結婚することだって、できる。

　だから俺は紬を引き止めることなくその判断に委ねた、のに。

　……本当に出て行くなんてな。

　がらんとした部屋がただ虚しく沁しみた。




「あ、来た来た。秋人ー」

　墓参りを終え予定より少し早くに店へ行くと、客のまばらな店内では藍が待ち受けていた。先日のスーツから一転し、着崩しただらしない着物姿だ。

　こちらの胸の内は当然知る由もなく、藍はへらへらと笑い手を振った。

「……お前か」

「なにその反応。ラブラブ新婚旅行をプレゼントしてあげた親友に対してひどいなあ」

　恩着せがましく言いながら口を尖らせるが、三十過ぎた男がかわい子ぶって言っても微塵もかわいくなんてない。むしろ一瞬イラっとしながら、無視をする俺に藍はなにかを察する。

「なんか秋人機嫌悪くない？　もしかして旅行から帰って早々つむちゃんと喧嘩しちゃったとか？　あはは、なーんて……」

　藍の言葉に否定も肯定もせず黙って奥のスタッフルームへ向かう俺に、藍は「え？　マジ？」と笑うのをやめてついてくる。

「ちょっと秋人、なんで？　結構いい感じだったのに」

「……うるさい、ほっとけ」

「ほっとけないでしょ。旅行の直後に喧嘩なんて、さすがの僕も余計なことしちゃったかもって責任感じちゃうじゃん」

　いつもは掴みどころがなく飄々としているくせに、こういったときには気遣いを見せる。そんな藍にさすがにこのまま誤解させるわけにもいかず、俺はことの顛てん末まつを話した。

　旅行は穏やかに終えたこと、帰ってきたところで紬の父親が現れたこと。そして、借金を払った紬を妻としてそばに置いておく理由がなく、彼女は家を出て行ったこと。

　ふたりきりのスタッフルームで話を聞き終え、藍は「はあ……」と呆気にとられたような返事をする。

「って……なにそれ！　全然納得いかないんだけど！　だって秋人、彼女に損得感情以上の気持ちあったでしょ？」

「……俺は、な。けど紬の気持ちはわからないし、出て行ったってことは彼女にはそれ以上の気持ちはなかったってことだ」

　声に出して言うと、余計虚しい。沈む気持ちを隠せずにいると藍が呆れたように言う。

「好きなら好きって、相手の気持ち考えずに言っちゃえばいいのに。秋人は本当、慎重というか臆病だね。そんなんだから幼馴染もあのいけすかない兄に取られちゃうんだよ」

「おい。小乃羽のことは子供の頃の話だって言っただろ」

「でも子供の頃すらも小乃羽ちゃんに好きって言えなかったんでしょ？　そういうところだよ」

　痛いところを容赦なく刺すように言う、藍の言葉にぐうの音も出ない。

「結局秋人はどうしたいの？」

「え？」

「紬の気持ちが、とかじゃなくてさ。一番大事なのは秋人自身がどう思っててどうしたいか、そのうえでどうするかだと思うんだけど」

　藍の言葉にふと気づく。

　言われてみればたしかにそうだ。自分の気持ちは隠して、相手の気持ちをうかがっている自分は、藍の言う通り臆病だ。

　幼心に小乃羽への好意を隠したのは、小乃羽に笑われたり拒まれたりすることが怖かったから。

　家族のこともそう。経営方針の違いで両親が対立したときだって、もっと抗うこともできた。ぶつかって傷ついたって、歩み寄ることができたかもしれない。

　それをしなかったのは、傷つくことが怖かったから。

　ぶつかっても結局ダメだったら、と諦めてしまい、真っ向から別れることを決めた。

　でも、紬のこともそんなふうに手放せるのか。本当に彼女の自由と幸せを望むことが、自分にとって最善なのか？

　……いや、そんなの綺麗事だ。

　そばにいてほしい。幸せになってほしいんじゃなく、俺がしたい。

　紬と、一緒にいたいんだ。

　彼女が望んでいない結婚だったとしても、俺にとっては愛しい日々だった。そしてこれからも、続けていきたい日々だった。いつのまにかこんなにも、愛しく思っていた。

　自分の気持ちがはっきりとした瞬間、胸の中を覆っていたもやがすっきりと晴れるのを感じた。

「答え、出てるみたいじゃない」

　それは表情にも出ていたのか、藍は俺を見てふっと笑った。

　答えは出た。

　紬に気持ちを伝えて、どうしたいかを話す。好きだ、だからそばにいてほしい、と。

「じゃあどうする？　紬ちゃんの居場所でも探る？　俺の知り合いに探偵もいるけど」

「いや、その前にすることがある」

「すること？」

　藍は見当もつかない様子で首を傾げた。

　紬に気持ちを伝える前に、まずは話しておきたい人がいる。










10．結び




「はあ……」

　貴島家をあとにした私は、ひとり六ろっ本ぽん木ぎの街中を歩いていた。

　キャリーバッグひとつを手に家を出た、まではいいけれど。ここからどうしよう。

　考えてみれば私に行くあてなどない。今後のことが決まっていない状態で父を頼るのは違うと思うし、急に泊めてくれるような友人もいない。

　楓さんや白井くんはきっと頼れば泊めてくれるだろうけど、新婚夫婦の楓さんの家に泊めてもらうのもちょっと遠慮してしまうし、白井くんは一応異性だからやめておく。

　ホテルに泊まろうにも手持ちのお金はほぼないし……仕方ない、今日はとりあえずネットカフェにでも泊まろうか。

　そんなことを考え歩くあいだも、頭の中には秋人さんの姿が浮かんだ。

　今朝起きて、私がいないことに気づいたかな。少しは寂しく思ってくれているかな。

　せいせいしたと思われていたらどうしよう。

　……いや、思ってるかも。好きにしろ、なんて簡単に手放すくらいだ。彼にとって妻役の女性なんてきっと他にもいくらでもいる。

　自分で思っておいて、胸がチクリと痛んだ。

　人ごみのなかでつい足を止めると、それと同時に背後から声をかけられた。

「お姉さん、なにしてんの？　旅行？」

　振り向くとそこにいたのは、黒いジャケットに白いワイシャツという一見ごくありふれた社会人といった風貌の男性。けれど焼けた色黒の肌にボタンをふたつ開けた襟元、オールバックのように整えた茶髪といった外見からチャラチャラとした雰囲気が伝わってくる。

　笑顔で声をかけてくる男性に、私は表情を硬くしたままそっけなく答える。

「いえ、別に」

「えー、なになに？　旅行じゃなかったら家出？　荷物持ったままうろついてるってことは行くところない感じ？」

　見た目から私より年上だろうに、まるで若い子のような口調で明るく話しかけてくる。胡散臭さしか感じられず、私は無視するように歩き出す。

「行くところないならうち泊めてあげるよ。何日でもいていいし。あ、もしかして仕事もない？　俺いいところ知ってるよ～、稼げる店紹介してあげよっか」

「結構です」

「遠慮しないでよ。キミ一見地味だけど磨けば光りそうだし、って無視するなんてひどいじゃん」

　こちらのそっけない態度に怯むこともなく、男性は話を続ける。それどころかさらに私を引きとめようと腕を掴んだ。

　突然力強く腕を引っ張られ、無視を決め込んでいたこちらもさすがに動揺した。

「ちょっと、離してください」

「だからちょっと話そうってだけじゃん。そんなに嫌がらないでよ」

「話したくないんです、もうほっといて！」

　思わず大声をあげるけれど、それでも男性はニヤニヤとした笑みのまま。さすがに気味悪く、恐怖を覚えた、その時だった。

「あっ、おまわりさーん！　こっちです！　男性が女性にしつこく絡んでまーす！」

　背後から響いた、女性の大きな声に男性はそれまでのにやけた顔を一瞬で強張らせる。そして辺りを見回すと、「くそっ」と舌打ち混じりに言いながら手を離し、その場から駆け出して行った。

　一瞬のことに何事かと驚いたままでいると、背後から女性がひとり駆け寄ってきた。

「ふう、よかった、あっさり逃げてくれて」

　それはなんと小乃羽さんで、彼女は遠ざかる男性を目で追いながら清々したように言った。その様子から、先ほどの声は彼女のものだったのだと気づいた。

「小乃羽さん？　どうして……」

「買い物に来てたらたまたま見かけてさ。明らかに紬ちゃんの知り合いとかじゃなさそうだったし、追い払っちゃった」

　ふふ、と無邪気に笑ってみせる。こういう行動力のあるところがまたかっこいい。

「ところで紬ちゃんはこんなところでどうしたの？　買い物？　……ではなさそうだねえ」

　私の手元の荷物を見て、明らかに家出であろうことを察した小乃羽さんは少し戸惑いながらも再び笑顔を見せる。

「よかったら少しお茶しない？　話聞くよ」

　彼女の優しい提案に小さく頷くと、私たちはふたりでその場を歩き出した。




　それから小乃羽さんの案内で来たのは六本木にある超有名な高級ホテル。二十階建ての建物の二階にある、フレンチレストランだ。店内の真ん中にはオープンキッチンを構え、開放的なテラス席もある。もちろん主役はフランス料理ではあるけれど、四季折々に展開されるアフラヌーンティも有名なお店だ。

　こういうお店に一度は来てみたいと思っていたけれど……まさか着の身着のままの姿で来ることになろうとは。

　おしゃれなワンピースやスーツを着た客たちが食事をしているのを見て小さくなっていると、店員は私たちを奥にある個室へと案内した。

　おそらく小乃羽さんが気を利かせて個室をお願いしてくれたのだろう。本当に彼女には頭が上がらない。

　ふたり通された個室には丸いテーブルとそれを挟むようにソファが置かれている。

　私たちは向き合う形で座ると、少ししてこのお店のおすすめの紅茶と三段ほどのケーキスタンドが運ばれてきた。主に栗を使ったプチケーキやマカロンなど、秋らしい彩りのスイーツが並び小乃羽さんは目を輝かせた。

「わ……かわいい～！　そしておいしそう！　食べよ食べよっ」

「あの、私こういうときのマナーとかよくわからなくて……」

「私たちしかいないしマナーとかいらないでしょ！」

　小乃羽さんはそう言って、小さなモンブランを手に取り早速ひと口で頬張った。

　そんな姿を見ながら、私は手元の紅茶をひと口飲む。大好きな甘いものを目の前にしても今日は気分が上がらない。

「で、なにかあったの？　秋人と喧嘩でもした？」

「実は……あの家を出てきて」

　小乃羽さんの問いかけにおずおずと答えると、彼女はふたつめのケーキに手を伸ばしながら驚く。

「え!?　なんで!?　秋人と上手くいってるとばかり思ってたのに……」

「それが……」

「あっまさかまた瑛士くんがなにか言った!?　そういえばこの前も瑛士くん、紬ちゃんになにか失礼なこと言ったでしょ。なに言ったかは瑛士くん白状しなかったけど、余計なこと言わないようにってあのあとちゃんと叱っておいたから！」

　私の話を遮りながら小乃羽さんは思い出したように言う。

　おそらく、あの日後半の私の落ち込み方からその原因が瑛士さんにあると察し、瑛士さんに言ってくれたのだろう。本当にいい人だと思う半面、きちんと説明しておかないと瑛士さんまで巻き込んで誤解されてしまうと思い、私は先日の一件のことを小乃羽さんに説明した。

　父が家を訪ねてきたこと。借金を払い終えたこと。秋人さんは私が出て行くことを止めなかったこととそもそも婚姻届は出されていなかったこと。

　それら全てを聞き終えて、小乃羽さんは手にしていたフォークを震えるほどの力で握った。

「な、な、な……なんなのそれ！　あの男ー!!」

　まるで自分のことのように怒りを露わにする。

「そこはさあ、『行くなよ』って抱きしめて熱ーいキスしてよって感じじゃん！　ねえ！」

「いや、秋人さんがそういうことするタイプとは思えないですけど……」

「そう？　人は見かけによらないものだよ？　瑛士くんだってドライに見えて情熱的なところもあるし」

　あ、あの瑛士さんが？

　あの冷ややかな眼差しの彼からは想像つかなくて驚く私に、小乃羽さんは言葉を続ける。

「瑛士くんって昔からプライド高くてちょっと性格もひねくれてるんだけどね、意外と打たれ弱いし甘えっこなところもあってそこがまたかわいいの！　あと結構ヤキモチ妬きで、そっけないフリしながらも私のこと愛してくれてるんだなーって伝わってきちゃうんだよねえ」

　うふふ、と瑛士さんとのことをのろける姿は幸せそうだ。

　けど瑛士さん、甘えっこなんだ……。それを知ったうえで彼を見るとたしかに、あの冷たい態度もかわいく見えてしまうかもしれない。

　もしかしたら、秋人さんにもそういう一面があるのかもしれない。だけど、そんな姿を見せる必要もない。

「彼にとって私は、引き止める価値もないってことです」

　冷めた声で言った私に、小乃羽さんは納得できなそうな表情を見せる。

「そんなこと、ないと思うけどなあ」

「え？」

「だってこの前の秋人、ここ数年見た中で一番穏やかで、紬ちゃんに心許してるなあって感じられたよ」

　秋人さんが、私に心を許してる？

　小乃羽さんの言葉に私はどういうことかと首を傾げた。

「秋人は昔からしっかりしてて大人びててさ、不器用な子なんだよね」

「ああ……イメージつきます」

「会社を巡って家族が分裂しちゃったときも、きっと本当はすごく悲しかっただろうし、プレッシャーもストレスも計り知れなかったと思う。会うたびいつもピリピリしてて、ちょっと怖かった」

　その言葉に出会った当初の秋人さんを思い出す。たしかにあの時の彼は今よりも冷たくて淡々としている様子だった。あれよりもピリピリしている彼は、たしかに少し怖いかもしれない。

「そんな秋人がなりゆきで結婚することになったって聞いたときも、形だけの結婚生活でお嫁さんがつらい思いしてたらって心配だったんだ」

「えっ……あ、もしかしてそれで、一回うちに来てたんですか？」

　小乃羽さんを初めて見たときのことを思い出したずねると、小乃羽さんは「そう」と頷いた。

　小乃羽さんはまだ見ぬ私を含めて気にかけてくれていたんだ。なのに私はあのとき、嫉妬して不安になって、思いだすだけで情けなくて恥ずかしい。

　そんな私の気持ちを拭うように、小乃羽さんはそっと笑いかけてくれる。

「そのときはわからなかったけど、この前実家で紬ちゃんの隣にいる秋人の優しい表情とか見てて安心した。ああ、この子のそばで寄り添ってくれる存在と出会えたんだって、嬉しかったよ」

「そんな。私は秋人さんになにもできてなくて」

「そうかな。なにもできてないって思うのは紬ちゃんだけで、秋人にとっては大きな意味を持つ言葉や行動があったかもしれないよ？」

　謙けん遜そんというよりは自信のなさが前面に出ている私に、小乃羽さんは手にしていたフォークを一度置いて私を真正面から見つめた。

「だから、一回ちゃんと向き合って話したほうがいいと思う。本音伝えて、秋人の本音も聞いて、そのうえでこれからのこと決めていくのがいいんじゃないかな」

　自分の本音と、秋人さんの本音を伝え合う。

　それはすごく怖くて、勇気がいることで、それから逃げるようにあの家を出てきた自分にとって容易ではないこと。

　言葉を飲み込み俯きかけた私に、小乃羽さんは両手で肩をしっかりと掴み顔を上げさせる。

「ほら、しっかり。好きなら追いかけて捕まえて、自分の気持ち伝えなきゃ！」

　おしゃれな空間に似つかわしくないほどの大きな声が、自分の心を揺さぶった。

　私、まだ秋人さんに『好き』ってこと伝えてない。秋人さんの本当の気持ちもわからないままだ。

　それでいて、気持ちを察して引き留めてほしいなんて。

「……そう、ですよね。言わなきゃ」

　母が去っていくときも、元彼がいなくなったあとも、私はいつも立ち尽くすだけだった。追いかけて引き留めて、泣き叫ぶこともできたはずだったのに。

　寂しいも悔しいも、なにも言わずに、相手の本音を聞くことが怖くて押し黙ることしかできなかった。

　だけど、秋人さんのことは離したくない。このまま忘れるなんてできないから。勇気を出して、私はひとつ決心をした。




　翌日。朝を迎えた私は、ホテル内の一室で身支度を終えると鏡に映る自分と向き合っていた。

　昨日は小乃羽さんとのお茶を終え、とりあえず今日はどうしようかと考えていると、

『本当はうちに泊めてあげたいけど、瑛士くんもいて気遣うだろうし……そうだ、ここ泊まれるように手配してあげるから、一泊ここでゆっくりしたら？』

　と、小乃羽さんの厚意でお茶をしたこのホテルに一泊させてもらえることになった。

　超高級有名ホテルに泊まるお金なんて、と戸惑ったけれど小乃羽さんは『もちろん私が出すよ。この前の瑛士くんの無礼のお詫びだと思って』と手早く手配をしてくれた。

　なにからなにまでお世話になってしまった。頭が上がらない、と思う半面自分には敵わないくらいいい人なのだと思い知った。

　でも小乃羽さんのおかげで、気持ちも落ち着いたし勇気も出た。

　私は息をひとつ吸うとスマートフォンを手に取り、画面をタップする。

　秋人さんに気持ちを伝える。そして彼の気持ちを聞く。

　……その前に、お父さんにもちゃんと伝えなきゃ。秋人さんに気持ちを伝えて、上手くいってもいかなくてもお母さんのところにはいかないこと。

　父の連絡先を表示すると、意を決して通話ボタンを押した。短い呼び出し音を経て、すぐに『はい』と父の声がする。

「も、もしもし。お父さん？　紬だけど」

『おお、紬。どうした？　あ、この前の話のことか？』

「うん……そのことで少し話したいんだけど、今日時間ある？」

『構わないけど、秋人くんとの話のあとでもいいか？　あ、それとも三人で話したほうが早いかな？』

　父から出た彼の名前に思わず「えっ」と声が出た。

「秋人さんと……？　約束してるの？」

『ああ。昨日彼からも電話があってね、話がしたいって。それとお前の用件は別物なのか？』

　秋人さんが、お父さんに話って……なんだろう。

　わからないけれど、彼が個人的に連絡をしたのなら三人で話すことではないだろうと思い、私はその提案を断り秋人さんとの話のあとに約束をとりつけ電話を切った。

　約束は十七時。場所は銀座にある小さな和食料理店だ。

　秋人さんがお父さんに話……それってつまり、結婚をやめるって話だよね、きっと。

　せっかく決意したのに。彼の口から出る言葉を想像すると胸がぎゅっと締め付けられ、怖くなった。




　それでも時間は刻一刻と過ぎ、十七時を回る頃私は重い足取りで約束の店へとやってきた。

　細い路地にひっそりとあるその店をたずねると、着物姿の女将さんが笑顔で奥の個室へと通してくれる。

　お父さん、先に来てるのかな。

　そう思い、座敷に上がろうと靴を脱ぐと、入り口に革靴が二足並んでいることに気がついた。

　あれ？　一足はお父さんのとして、もう一足は……。

　不思議に思い微かに開いた戸の隙間から座敷をこっそりと覗くと、そこにはテーブルを挟んで座る父とスーツ姿の秋人さんの姿があった。

　あ、秋人さん？　どうしてここに？

　さっき電話の時にお父さんはたしか、秋人さんとの約束は昼間の早い時間って言ってたのに。だから私はこの時間の約束にしたというのに、と混乱してしまう。

「いやあ、すまなかったね。急遽時間をずらしてもらって」

「いえ、大丈夫です。こちらこそお忙しいところすみません」

　その話の内容から察するに、父の都合で時間を変更したらしい。

　けどどうして？　お父さん、私との約束忘れてる？

　不思議に思いながらも室内のふたりの会話に耳を傾ける。

「それで、話というのは？」

　早速話を切り出す父に、秋人さんはいつもよりやや緊張気味の面持ちでまっすぐ向かい合う。そして少し黙ったかと思うと、不意に父に向かい頭を下げた。

「すみませんでした」

　彼の低く通った声が静かな室内に響いた。その言葉の意味がわからないのは私も父も同じようで、不思議そうに秋人さんを見た。

「え？　なにがだい？」

　父の問いかけに秋人さんは顔を下げたまま答える。

「僕は正直、祖父が慕っていた相手の娘というだけで紬さんとの結婚を決めました。借金のことがあったにせよ、不誠実な気持ちで大事な娘さんを巻き込んでしまったことに、お詫びがしたかった」

「いや……それはそもそもこちらが借金をした身だからね。むしろ冷静に考えれば、あの貴島呉服店の嫁がうちの娘に務まるのかと」

　悪かったですね、ふがいない娘で。

　笑いながら言うと、父は秋人さんに頭を上げるよう促し、優しい眼差しを彼へと向けた。

「でもきみは紬のためを思って、籍は入れないでおいたんだろう？」

　私の、ため？

　父の言葉に秋人さんは『気づいていたのか』といった様子で頭をかいた。

「……いつか彼女が自分の意思で選んだ人と結婚したいとなったとき、すぐに自由になれるように。敢えて、籍は入れないでおきました」

　婚姻届を出さなかったのは、私のためだったの？

　いつか、私が他の誰かと出会ったときに縛られることがないようにと。

　それは私への優しさなのか、それとも簡単に手放せる程度の希薄な関係だったのか。

「それくらい、彼女が望めばいつでも手放す覚悟はできてたんです。……最初は」

　まるでこの心の中に浮かんだ問いかけに対して答えるように、秋人さんは言った。

「でも、一緒にいるうちにその気持ちも変わっていきました。紬さんのことを知るうちに、愛しくなって、心があたたかくなって……ご家族や周囲の人から愛されてきたのだろうと思います」

　その言葉ひとつひとつが、初めて耳にする彼の気持ち。私を、そんなふうに思ってくれていたなんて、知らなかった。

「本当の気持ちを言わずに、借金のことだけを建前に彼女をそばにおいていた自分に、こんなこと言う資格はないのかもしれません。けど、聞いてほしいんです」

　秋人さんはそう言うと一度呼吸をおき、改めて父にまっすぐ向き合った。

「紬さんが好きです。娘さんを、僕にください」

　はっきりと言って、正座のまま深く頭を下げる。

　室内に響いた、少し緊張感を交えた声から、それが嘘偽りのないものなのだということは感じ取れた。

　僕にください、なんて……まるでプロポーズみたいな言葉。なんで私に直接言わないの。なんでこの前、その気持ちを言って引き留めてくれなかったの。

　もしかして、彼も怖かったのかな。

　相手の本音を知ること、自分の気持ちを伝えること。怖くて、けど決心して、今日ここで父に宣言してくれたのかな。

　そう思ったら胸の中にいっそう幸せな気持ちが溢れた。

　それまで真剣な顔で話を聞いていた父は、秋人さんの言葉にふっと優しく笑う。

「だそうだ。紬、お前の気持ちはどうだ？」

　そして突然振られた話題に驚き、思わず「えっ!?」と声が出た。

　話を聞いてたこと、気づかれた。観念した私は気まずいながらも恐る恐る戸を開けた。

　そこにいた秋人さんは先ほどまでの真剣な表情から打って変わって、驚いた顔でこちらを見ていた。

「つ、紬……？　いつからいたんだ？」

「わりと、最初のほうから……すみません」

　私に聞かれているとは夢にも思わなかったのだろう。秋人さんは驚きを隠せない様子で、さらには徐々にその頬を赤く染めた。

　見られたくない、というように右手で顔を隠す姿から、さっきの言葉が本心なのだとより強く伝わってきて、耳まで赤い彼が愛おしい。

「借金を返済し終えた今、娘の望まない結婚はさせられないからな。紬の答え次第だろう」

　そう言って答えるように促す父に、一瞬戸惑う。けれど勇気を出すなら今ここしかないと拳を握って答えた。

「わ……私も、秋人さんのことが好き」

　初めて口にする彼への気持ちに、恥ずかしさと緊張で声が震えた。

「最初は怖かったし、なんでこんな人と結婚しなきゃいけないのって思ったけど。でも、信念を持って仕事してて、おじいさん想いの優しい人で……初めてなの、このまま手放したくないって思えたこと」

　寂しいけど、離れてしまったものは仕方ない。そんなふうには思えなかった。

「そばにいる理由がなくたって、一緒にいたい。自分の意思で、離れたくない」

　この気持ちは、他の誰かの意見や事情を理由にするわけでもない。私自身の意思だ。

　はっきりと言い切った私に、秋人さんはまだ少し頬に熱を帯びたまま私を見つめた。

　かと思えば突然腕を伸ばし、私を思い切り抱きしめた。

「わっ、秋人さん？　いきなりなんですか……」

　驚き問うけれど彼は無言のまま、私を押しつぶしてしまいそうなほどの力を込めて抱きしめ続ける。痛いくらいのその腕が、言葉にならないほど溢れ出る彼の嬉しさを伝えた。

「秋人さん、苦しいですって」

　こんなときまで冷静を装ってしまう自分のかわいげのなさが憎い。けれど抱きしめていた腕を緩め私の顔を見つめた秋人さんは、優しい微笑みを浮かべている。

「……ありがとな、紬」

　穏やかな低い声に、それまでの緊張感が一気に緩んで泣きそうになってしまう。

　するとそこにパチパチパチと拍手の音が響く。

「いやあ、おめでとう！　素晴らしいハッピーエンド！」

　父のその拍手と大きな声に、私たちは我に返り父がいたことを思い出すと、パッと体を離した。

「お父さん……もしかしてこうなることを読んで私と秋人さんと会う時間を合わせたの？」

「ああ。だって一瞬見ただけでふたりとも両想いってわかるのに、借金返したら動揺してぎこちなくなってるし……じれったくて一波乱起こしちゃったよ」

　その口ぶりから察するに、先日あの場で籍を入れていないことを言ったり、私たちが離れるよう誘導しようとしたことも全て父なりのお膳だてだったのだろう。

　秋人さんも同じく察したようで、脱力したように乾いた笑いをこぼした。

「でもおかげで、互いの気持ちに気づけただろう？　いやー、お父さんいい仕事しちゃったなあ」

「いい仕事って……」

　はっはっは、と大きな声で笑うと、父は改めて秋人さんへと向き合った。

「秋人くん。改めて、娘をよろしくお願いします」

　頭を下げた父に秋人さんは柔らかな笑みを浮かべると、しっかりと頷く。

「はい。一生かけて幸せにします」

　決意を表すかのように、私の肩を抱く手に力を込めて。
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　それから半年と少しの月日が流れ、迎えた五月最後の日曜日。私たちの姿は都内にある神社の一角にあった。

　石造りの鳥居をくぐり、木々の緑が色づく境内の奥にある建物内の【新郎新婦控室】と書かれた部屋で、私はひとり赤色の色打掛に身を包みスマートフォンを手にする。

【今白井と合流したところ！　今日の式楽しみにしてるね～】という楓さんからのメッセージに返信をしていると、部屋の奥の仕切りから秋人さんが顔を覗かせた。

「紬、支度終わったか？」

「はい、ちょうどさっき」

　こちらへやってきた秋人さんは、黒い紋付袴姿だ。見慣れた着物姿とはやはり違う重厚感のある装いに加え、いつもは軽く分けただけの前髪をやや上げ、普段以上に凛とした印象だ。

　なにを着ても様になるけれど、今日はこれまでで一番かっこいいかもしれない。そんなことを思いつい一瞬見惚れてしまうと、彼の視線もじっとこちらに向けられた。

「綺麗だな。よく似合ってる」

　さらっと褒め言葉を口にして、秋人さんは私の頬を彩る薄いピンク色のチークを優しく撫でる。くすぐったさに目を細めると、目の前の彼がそっと微笑むのがわかった。

　気持ちを伝え合った日から正式に入籍をし、結婚式の日取りを決め……と慌しい日々が過ぎ、今日私たちはようやく結婚式当日を迎えた。

　挙式をチャペルにするか神社にするかで迷ったけれど、やはり母のこの赤い着物をメインで着たいという気持ちが大きく、都内にあるこの神社での人前式を選んだ。

　華やかな絵柄の赤い色打掛に金色の懐剣を差し、髪はひとつに束ね白い大きな花を飾っただけの装いはシンプルだけど自分らしいと思う。

「うんうん、本当によく似合ってる。今からでも僕のお嫁さんにしたいくらい」

　そう会話に自然に加わりながら、続いて仕切りの奥から出て来た花香さんは、秋人さんの準備を手伝っていたのだろう。スーツ姿がよく決まっている彼に、秋人さんは呆れた目を向けた。

「藍。アホなこと言ってると今日の式出禁にするぞ」

「えー？　ひどいなあ。僕にはこのあとの披露宴で、友人代表として秋人の恥ずかしいエピソードを披露するっていう重要な役目があるのに」

「本当に出禁にしてやろうか」

　相変わらずのふたりのやりとりに思わず笑っていると、コンコンとドアをノックする音が響いた。

「はい、どうぞ」

　応えるとすぐドアは開き、小乃羽さんと瑛士さんが姿を見せた。薄ピンク色のワンピースを着た小乃羽さんは私を見て、ぱあっと明るい笑顔を見せた。

「わあ、紬ちゃんとっても綺麗！　よく似合ってるね～！」

　はしゃぐように言う小乃羽さんのお腹は、ワンピースの生地がピンと張っているくらいもうすっかり大きくなっている。私たちが入籍をした直後、小乃羽さんの妊娠が発覚した。つわりが結構大変だったようで、小乃羽さんと会うのも数ヶ月ぶりだ。

「小乃羽さん、すみません。大変な時期なのに来ていただいて」

「ううん、もうすっかりつわりも落ち着いたから大丈夫。それに私たちもふたりの結婚式楽しみにしてたから。ね、パパ」

　小乃羽さんが隣を見ると、スーツ姿の瑛士さんはいつも通りツンとした態度だ。

「別に。俺は、あの秋人が挙式で緊張した顔を見せるのが楽しみだって言ったんだ」

「ふふ、瑛士くんこう言ってるけど今日のためにわざわざスーツも靴も新調して、昨日美容室も行ってきたんだよね」

「そ、それは別に楽しみだったとか張り切って準備したわけじゃなくてだな……！」

　小乃羽さんの言葉に慌てて弁解をしようとする、そんな瑛士さんを見ていると、以前小乃羽さんが言っていたかわいく思える気持ちが少しわかる気がした。

　ふたりの背後に視線を移すと、そこには秋人さんのお母さんと、お父さんも並んで立っていることに気づき私は軽くお辞儀をした。

「紬ちゃん、おめでとう。娘がひとり増えたようでうれしいわ」

「ありがとうございます。小乃羽さんみたいないいお嫁さんになれるか、自信はないですけど」

「なに言ってるの！　小乃羽ちゃんは小乃羽ちゃん、紬ちゃんは紬ちゃん！　それでいいの！」

　大きな声でそう言ってくれる秋人さんのお母さんに、私の隣で秋人さんも頷いた。

　そんな中、秋人さんのお父さんは未だ無言のままだ。

　そういえば、結婚式の日取りを伝えたときもふたつ返事で了承した小乃羽さんたちとは対照的に、お父さんだけは無言のままだった。そのままなんとなくで話を進めてしまったけれど、まだ秋人さんとの確執は残ったままだし、今日の式の出席も渋々なのかもしれない。

　そんな気持ちのまま式当日を迎えるのは悲しいけれど……。

「秋人さんのお父さんも、本日はお忙しい中来てくださってありがとうございます」

　勇気を出して声をかけるけれど、難しい顔のまま私たちを見るだけだ。

「それにしても紬ちゃん、いい着物じゃない。とっても素敵」

「これ、実は以前お聞きした話の中で父が母に贈った着物なんです」

「えっ、紬ちゃんのお父さんがショーウィンドウで見て泣いてたっていう、あの着物？　こうして見られるなんてなんだか運命的ねえ」

　それを聞いて嬉しそうに微笑む秋人さんのお母さんの隣で、秋人さんのお父さんの表情も少し変わった。

「父がよく話してた、あの恩人とかいう彼に贈った着物か」

「はい。母が結婚式で着て、ずっと大切にしてたんです。それを私が譲り受けて……私が今日ここにいるのは、この着物のおかげで」

　思えば、秋人さんの優しさを最初に知ったのはこの着物を通してだった。あの日の秋人さんの優しさや言葉がなければ、今ここにいることはなかったと思う。

「貴島呉服店で父とこの着物が出会って、そこから私と秋人さんの『今』につながったんです。だから、ありがとうございます」

　胸にこみ上げた思いが、笑みと一緒にこぼれた。

　その言葉に秋人さんのお父さんは驚き、なにかを決めたように拳をぐっと握ると口を開いた。

「本当は、今日ここに来るべきか迷ってたんだ。俺のような親が来ていいのか、自信がなかった」

　ぼそ、と呟くような低く小さな声が室内に響く。

「貴島呉服店を離れたときから、秋人や香世子を憎く思ったことは一度もないが理解し合えないことがもどかしく、それ故に突き離し拒絶した。けど歳を取る中で様々な出会いや別れを経て……あの頃の自分の行いに間違いもあったことに気づいた」

　まっすぐに秋人さんを見つめる、その声は微かに震えている。

　強く握った拳は、この気持ちを伝えるため勇気を振り絞っているのだろう。

「秋人にとってじいちゃんが大切な存在だって知ってたのにな。人生で一度きりの瞬間に立ち会わせてやらなかったこと、悪かった。もう遅いってわかってるが、申し訳なかったと思ってる」

　秋人さんのお父さんはそう言って、彼に向かって深く頭を下げた。

　その光景を、場にいた全員が驚いた顔で見る。それは秋人さんも同様で、驚きを隠せない様子だ。

　謝ったからといってすんなり許せるものじゃない。だけど、憎まれていたわけじゃない。ただ不器用だった、そんなお父さんが勇気を見せている。

　それに対しての秋人さんの答えを見守っていると、少しの無言のあと、彼は小さく口を開いた。

「俺は、父さんを憎んだこともあるし全部なかったことにはできない。全く理解できないわけでもないけど、全部理解して受け入れることもできない」

　淡々と言いながら秋人さんは、頭を下げたままのお父さんの肩に手を置き顔を上げさせる。

「けどとりあえず今は……人生で一度きりの今日に、来てくれてよかったって思ってる。ありがとう」

　曖昧で複雑な、彼の今の率直な気持ちなのだろう。だけどその中でひとつだけはっきりしているのは、向き合ってくれたお父さんへの感謝の気持ちだ。

　その言葉に秋人さんのお父さんは、それまで強張らせていた顔をぐしゃぐしゃにし、涙をこらえるように笑った。それを見ていたお母さんの目尻には涙が浮かんでいる。

「まあ、結婚式が人生に一度きりとは限らないけどな」

「こら瑛士くん！　余計なこと言わない！」

　茶々をいれた瑛士さんに、その場の全員が笑った。

　その景色だけで、きっと大丈夫だと思えた。今すぐ答えなんて出なくても、この先きっといい方向へ進めるはず。

「……そもそもどっちも、貴島呉服店をよくしたくて別れちゃったんだもん。目指すゴールは同じはずだよね」

　同じ気持ちで見守っていたのだろう、花香さんが小声で囁く。それに対し私も頷いた。

「はい。だからいつかまた、家族がひとつになれるはずです」

　元通りの形には戻れなくても、手と手を取り合って協力体制を築くことはできるかもしれないから。そんな明るい未来が、見えた気がした。

　するとその時、ふと秋人さんが思い出したように言う。

「そういえば、あともうひとり。今日絶対に来てほしかった人がいたんだ」

「え？」

　今日絶対に来てほしかった人、って……。

　彼の言葉に実はひとつだけ思い当たる人がいる。その姿を思い浮かべると同時に、部屋のドアが再びコンコンとノックされた。

　今度は秋人さんが「どうぞ」と答えると、そのドアの向こうにはひとりの女性が立っている。

「来てくださってありがとうございます。お待ちしてました」

　秋人さんが優しい声をかける、その女性は黒留袖をきっちりと着こなし緊張した面持ちでこちらを見た。

　少しふっくらとした肌に、口元に寄ったシワ、黒かった髪を茶色に染め記憶の中の姿とは少し離れてしまっていたけれど、それでも見た瞬間に彼女が誰なのかわかった。

「お母さん……？」

　母だ、と気づいたときには足は動いており、次の瞬間には思いきりその体を抱きしめていた。

「お母さん、お母さん……！　よかった、会えて、よかったっ……！」

　溢れ出る涙を抑えきれず、強く強く抱きしめる。あの頃は大きかったはずの母が、今では自分より少し小さいことに時間の流れを知る。

　結婚式が決まったとき、実は父を通して母にも式に出てほしいと伝えていた。けれど母からの答えは『行けない』というものだった。

『お母さん、仕事が忙しくて行けないんだって。お父さんも説得したんだけどさ、まあ社長となるといろいろあるみたい』

　父は困ったように言っていたけれど、きっと本当は仕事が理由なんかじゃないのだろうと察した。

　以前、自分を『母親失格』と言って離婚したという話を聞いたし、私に対して負い目があるのかもしれない。

　だけどそれ以上追及することも、我儘を言うこともできなくて結局私はまた自分の気持ちに蓋をした。『花嫁姿を母に見てほしかった』という気持ちを、隠してしまったんだ。

　なのにまさか、来てくれるなんて。

「紬、ごめんね。今まで苦労かけて、つらいことも沢山あったよね、ごめんね」

「いいよそんなこと、来てくれただけで充分うれしい」

　母は何度も謝罪を繰り返すと、私の頬に手を添えて涙を拭った。

「ひとりで出て行ったお母さんが今更紬に合わせる顔なんてないって思って、結婚式も一度断ったんだけどね。秋人くん、直接会いに来てくれたの。わざわざ京都にあるうちの会社まで来て、『結婚式、出席していただけませんか』って」

「え？　秋人さんが……？」

　そんなこと全く聞いていない。驚き振り向くと、背後では秋人さんが優しく笑う。

「『紬は物分かりいいフリをしてるけど本当はお母さんにも出席してほしいと思ってます』、『人生に一度きりの日に紬に後悔してほしくないんです。だからそのためなら、行くって言ってもらえるまで何回でも来ます。いくらでも頭を下げます。だからどうかお願いします』って、びっくりしちゃった」

　秋人さんがそんなことを……。

　自分のために動いてくれたことに、驚くと同時に嬉しさがこみ上げていっそう涙が溢れた。

「それと同時に、紬はいい人と出会えて結ばれたんだって嬉しかった。紬の幸せな姿を見たいって、思っちゃった」

　言いながら、お母さんはそれまでこらえていた涙を瞳いっぱいに浮かべた。

「お母さん、最低な親だけど……今日一日、紬のお母さんとしてここにいてもいいかな？」

　父は、母は嫁姑問題で出て行ったと言っていた。きっと母にも苦労が沢山あって、つらい思いもあって、その中で私と離れる道を選んだのだろう。

　そんなことも知らずに、母を否定していたこともある。

　だけど今日、こうして会いに来てくれた。あの頃と変わらない笑顔で笑いかけてくれている。

「最低なんかじゃないよ。誤解してたときもあったけど、それでもずっと嫌いになれなかった。この着物もお母さんも、ずっと大切なまま手放せなかった。いつまでもお母さんは私のお母さんだよ」

　はっきりと言った私にお母さんは声をあげて泣いた。この瞬間も、彼がいてくれたから生まれた時間なのだと思うといっそう彼が愛しくなった。




　その後遅れてやってきた父は、私と母との姿を見ると私たち以上に号泣し、秋人さんのお父さんになだめられ……和やかな空気で挙式前のひと時を過ごした。

　涙でせっかくのメイクが崩れてしまい、時間がない中大急ぎで直すはめになりメイクさんには迷惑をかけてしまったけれど。

　そして参進の儀が始まり、雲ひとつない爽やかな晴れ空の下、参拝者たちの視線を一身に受けながら広い境内を歩いていく。

　一歩歩くたびに金色の刺繍が日の光に輝き、目に焼き付けたいと思うと同時に今この場にいられる幸せを感じた。

「秋人さん、お母さんのことありがとうございました」

　小声で言うと秋人さんも小声で答える。

「どういたしまして、って言いたいところだけど、別に俺が勝手にやっただけのことだからな」

「でもそのおかげで後悔しないで済みました。だから、ありがとうございます」

　私の言葉に秋人さんはそっと笑うと私の手を優しくとった。

「絶対に後悔しない人生を送る、なんて難しいとは思うけど、後悔しないためにやれることをやっていくのはできると思うから。そうやって、この先一緒に生きていこう」

　この先一緒に生きていく。その言葉が心強く、私を笑顔にさせた。

「私、幸せです。結婚相手が、あなたでよかった」

　木漏れ日の中、穏やかなこの空気感がめずらしく自分を素直にする。

「こんなもんじゃないからな。これから先、もっと幸せにしてやる」

　相変わらず偉そうな口ぶり。だけど優しい瞳から愛情を感じる今は、頼もしさを覚える。

　これまでは、憎いはずの男に恋に落ちるまでの物語。

　そしてこれからは、恋から愛へつながった、ふたりの物語。




End.










あとがき




　こんにちは、夏雪なつめと申します。

　このたびは本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　呉服店を舞台にした今作、いかがでしたでしょうか？

　前作から少し時間が空いてしまい久しぶりの執筆＆書籍化作業でしたが、ドキドキや不安を感じると同時に、やはり創作って楽しいなと実感する一作となりました。




　今作では紬と秋人の恋愛はもちろん、紬と母や秋人と祖父など家族のつながりも描きたかったことのひとつです。

　実はこの作品の執筆中、祖母が亡くなりました。幼い頃からなにかとお世話になっていたのですが、ここ十年ほどは私が忙しくほとんど会えていませんでした。

　そんな祖母がある日いきなり夢に現れたのです。夢の中の祖母は子供の頃よく見ていた姿のまま、なにを話すわけでもなくただ笑顔で立っているだけ。祖母を夢にみたのは初めてのことだったので強く印象に残っていたのですが、その夢の二日後に祖母が亡くなったと連絡を受けました。

　ただの偶然かもしれませんが、私にとっては祖母が最期に会いにきてくれたように思えて、うれしい半面悔いも残りました。祖母が生きているうちにもっと会いにいけばよかった、もっと話せばよかった、と今更思う自分が悔しくて情けない。

　でもこの後悔も悲しみも、大切にしていきたいです。優しい思い出と一緒に、心の中で守っていきたいと思います。




　最後に、今作の書籍化にあたりお力添えいただきました担当の須藤様、篠原様。編集協力の森岡様。素敵なイラストで表紙を飾ってくださった逆月酒乱様。いつもお世話になっております編集部の皆様。そしていつも応援して下さる読者様。

　本当に本当に、ありがとうございます！

　またいつか、お会いできることを祈って。




夏なつ雪ゆきなつめ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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